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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【第一章　九月革命】








　　　　１






「つまらないものねー」

　ルナ・フランソワ・グレゴリーはため息をついた。

「何の障しよう碍がいもなく、計画が進行していくのは。関東地方の《S.A.U.R.U.サウル》関係者を抱きこむにあたって、引き抜き・誘惑・買収・談合・脅迫・恐喝・恫どう喝かつ……どんな対応策でも取れるよう準備してあるのに」

「計画が順調なことをよろこぶべきだと思いますよ、ミス・グレゴリー」

「対応策の具体例、まんなか以降はちと問題ありじゃないですかね」

　最初に愛想笑いで応こたえたのは柊ひいらぎ友ゆ加か里り。

　その横で適当に相づちを打ったのは見けんじ城よう玄げん也や。

　柊女史はメガネをかけた知的美人という体ていの二〇代女性ながら、《S.A.U.R.U.》日本・関東支局長の肩書きを持つ。見城は《S.A.U.R.U.》東京新都支部の責任者だ。無精ひげがだらしない二枚目半である。

　三人が顔を合わせた場所は横浜中華街だった。

　駅からも近い中華料理屋、そのオープンテラス席。

　テーブルにはエビチリ、麻婆マーボー豆どう腐ふといったジャパニーズ中華の定番だけでなく、フカヒレの姿煮やアワビのステーキ等の高級路線までならんでいる。このあたりは特級魔女マスターマギとして破格の収入を誇るルナのセレクトだった。

　ここ横浜市は《S.A.U.R.U.サウル》関東支局の中心地。

　柊ひいらぎ友ゆ加か里りのオフィスも市内にある。その街に《S.A.U.R.U.》幹部でもあるルナ・フランソワ・グレゴリーまでがやってきて、メンバーと面談中──。

　もちろん、よからぬ企たくらみについての相談をするため、だったのだが。

「みんな、とっても聞き分けがいいんですもの。私たち……東京新都の魔女と春はる賀が晴はる臣おみを中心とする新組織《G.U.I.L.Dギルド》への参加と、場合によっては《S.A.U.R.U.》からの離脱を承しよう諾だくするか否いなか──現時点で関東支局の六八％があっさりＯＫだなんて」

　ＰＣでプリントアウトした数枚のＡ４用紙。

　束ねたそれをうちわ代わりに、ルナ・フランソワはパタパタと自分をあおいだ。

　関東圏で活動中の《S.A.U.R.U.》メンバー数百人を記した名簿である。『承諾』したメンバーの名前は赤線で消してある。

　そして、紙の上は赤色ばかりだった。

　尚なお、この件について決して口外しないと、賛同者たちは誓約魔術を受け入れている。

「時間の無駄遣いを避けられたのはうれしいけど、ちょっとつまらないところよね」

「でも、当然の判断だと思います」

「今のままなら人類はドラゴンどもに蹂じゆう躙りんされつづけて、じり貧で滅亡するしかない……《S.A.U.R.U.》の人間だったら、誰でも知ってることですしねえ」

　弱じやつ冠かん一七歳の特級魔女たるルナ・フランソワ。

　その不謹慎な嘆きに、凡人代表として柊・見けん城じようの大人ふたりが応じていた。

「ま、苦労はこれから山ほどあるでしょうし、べつにいいけど」

　ルナは不服そうには口をとがらせてから、魔術を使った。

　うちわ代わりにしていたリストがいきなり青白く燃えはじめた。その不思議な焔ほのおのなかであっという間に紙は燃え尽き、消滅してしまう。

　それと同時に焔も消滅。《点火テインダー》の魔術である。

　一瞬の早業だったため、まわりの誰も気づいていなかった。

　いたとしてもライターでも使ったのだろうと、自分を納得させたはずだ。

　どうということのない小技でも、弱小魔女ではおよびもつかない冴さえ。第五階かい梯ていの魔力とセンスがあればこそだった。

「私たちの目的〝とりあえず関東制覇〟。その第一段階のクリアは問題なさそうね。あなたたちはひきつづき、関東支局内の根まわしをおねがい」

「そういえば、あいつのことはいいんですか？」

　ルナの指示にうなずきつつ、見けん城じようが言った。

「人間体に化けて、東京新都に潜伏中だっていう報告のあった上位種。あいつがオレたち日本人の前に初めて姿を現した場所はたしか……」

「ここ横浜の、ランドマークタワー前だったわね」

　高さ二九六メートル。超高層建築の名を柊ひいらぎ友ゆ加か里りが口にした。

　ここ中華街からでも、見晴らしさえよければタワーの偉容を見て取れる。

「晴はる臣おみくんと同じニセの竜王さま。個体名パヴェル・ガラド」

「放置でいきましょう。というか、放置するしかない状況よ」

　中華街のオープン席に着いてから、初めてルナの表情がまじめになった。

　愛するハリー少年をおびやかす大敵。《剣の秘ひ文も字じ》を継いだシルバードラゴン。竜王たちをのぞけば、最大の障しよう碍がいとなるはずだった。

「夏休みの間中、警けい視し庁ちように新都中を捜索してもらっても、いくつかの目撃証言しかゲットできなかったのですもの。高い知性と魔力を持つドラゴン上位種が本気で人間社会にもぐりこんだら、発見はきわめて困難……。以前からの懸念が実証された形ね」

　伊い豆ず、アメリカ東海岸などへ、立てつづけに遠征した夏休み。

　波乱の長期休暇は数日前に終わり、九月を迎えていた。高校生でもあるルナ・フランソワや春はる賀が晴臣にとっては、二学期のはじまりである。

　ニューヨークから帰還したあと、ルナたちは《G.U.I.L.Dギルド》計画を進行させつつも〝敵〟への警戒を怠っていなかった。

　敵。あまたいるドラゴンどもとパヴェル・ガラド。

　なにより、この東京は己おのれの領土であると宣言した女王。旧東京租借地に仮住まいを設けた白きドラゴン、雪ゆき風かぜの姫──。

　ルナでさえ無視できない異能の人、Ｍ部長は警告したという。

『最近、胸騒ぎがするのよね』

『近いうちにこの街で、とんでもないことが起きそうな──そういう気がして、たまらないの。たぶんアンタたちの力が必要になるわよ』

　それを引き起こすのは雪風の姫か、パヴェル・ガラドか、まだ見ぬ竜族か。

　いずれにせよ、東京新都はきわめて危険な状況であるはずだった。





　　　　２






「うわー……やっぱり変な感じー」

　船ふな木きさんこと船木京きよう香かは手元を見て、眉まゆをひそめた。

　東京新都を周回する新都環状線。都民の足ともいうべき電車に乗りつつ、通学カバンから取り出した懐中時計をのぞきこんだのである。

「最近、こうなるときが多いよねえ」

　長針・短針・秒針を持つアナログ式の懐中時計。

　ちょうど手のひらにすっぽり収まる程度のサイズだった。そして今、三つの針は狂った磁石のようにくるくる回転しつづけている。

　これは船木さんの私物ではない。同級生・春はる賀が晴はる臣おみからの借り物だった。

　父子二代に渡るトレジャーハンター兼魔法使いだという、眠そうな目のクラスメイト。彼は愛用の懐中時計にある魔法をかけて、貸してくれたのだ。

　すなわち《魔力検知》である。

「魔力の強い物や人……生き物が近いと、長針の先っちょがそっちをぴしっと指し示してくれる──なんて、春賀くんは言っていたっけ」

　宝探しのときなどに使うらしい。

　超絶美男子に変身する銀色のドラゴン。彼と接近したとき、すぐに気づけるようにと『捜索用アイテム』の借用を春賀少年にねだったのである。

　夏休みがはじまる前だった。貸し主はこうも言った。

『隠いん蔽ぺい魔術をかける、みたいな対抗策があるから、決して万能ではないよ』と。

　しかし、そういうときは単に〝針が動かない〟だけだという。こういう〝くるくる〟、ふつうは起こらないとも。

　この反応、八月下旬から見るようになっていた。

　何をするでもなく、ぶらぶら新都を歩いているときに気づいたことだった。

「これってやっぱり、東京のあちこちでおかしなことが進行中……って意味なのかな？」

　ぼそりと船木さんはつぶやいた。




『春賀くん、今どこにいんの？　あたしはＦ組の教室なんだけどさ』

「まだ校内にいるよ。屋上で絶賛ヒマつぶし中」

　いつものようにテンション低く、ハルは答えた。

　二学期がはじまったばかりの九月初旬、晴れた放課後だった。

　携帯端末に電話をかけてきたのはクラスメイトの武む藤とうさんである。最近は《G.U.I.L.Dギルド》設立に付随する事務作業などをアルバイトで手伝ってもらっている。

　尚なお、ハルとは逆に武む藤とうさんの声はいつもどおり元気で、溌はつ剌らつとしていた。

『なんだ、すぐ上じゃん。そっちに行くから待っててよ』

「わざわざ？」

『うん。借りてたレポート、返すよ。春はる賀が家秘蔵のドラゴン豆知識集』

「読むの早いね。三日前に貸したばかりじゃないか」

『面白かったからね。よかったら明日、ほかの貸してよ。じゃ、あとで』

　電話が切れたので、ハルは携帯端末をしまった。

　ドラゴン族と魔術にまつわる知識を武藤さんに提供しはじめて、すでに二か月ほどになるだろうか。もともと〝その手の情報〟に貪欲だったクラスメイトは予想以上のペースで勉強を重ねて、《S.A.U.R.U.サウル》メンバー顔負けの事情通になりつつある。

　こういう人間をもっと増やしていかなくては……。

　ぼんやりと考えつつ、ハルは屋上のフェンスにもたれかかっていた。

　一五メートルの高さから放課後の校庭を眺めていると、自おのずと気づくことがある。

「前よりもやっぱり……減ってるよなあ」

　学園敷地内をうろついている人間の数である。

　下校＆クラブ活動中の生徒、一学期よりも減っているような──。

　そんな気がする。まあ、なんとなくの印象なので、勘ちがいかもしれない。しかし、東京新都へのドラゴン・ストライクが今年の春から連続したため、一部の都民が『一時避難もしくは移住』を選択したことも事実であった。

「あ、いたいた。こんちわ、春賀くん」

　うしろから声をかけられた。

　さっきの電話から一〇分と経たたずに、武藤さんがやってきたのだ。心身共に活発そうなショートカットの女子である。

「はい、これ。約束のブツ」

　差し出されたファイルを受け取って、ハルはうなずいた。

「たしかに。じゃあ明日、何か見つくろってくるよ」

「いつも悪いねえ。ところで春賀くん、今は例の《G.U.I.L.Dギルド》計画を進めているところなんでしょ？」

「うん。武藤さんの意見なんかも参考にして、修正案を作ったやつ」

「前にみんなが気にしていたところとか、大丈夫なの？　ほら、『第一段階は新組織《G.U.I.L.D》の設立。第二段階は日本の関東地方を掌しよう握あく』。その第二段階で何か目玉になるようなコンテンツ──組織の象徴になるようなアイコンが欲しいってアレ」

「そっちの方はまだまだ流動的で、公表できる段階じゃないけど」

　ハルはすこし言葉を濁した。

「いくつかのプランを水面下で準備しているよ。アメリカに行っている間、いろいろアイデアを考えたんだ」

「おおー」

「ま、時が来たら、武む藤とうさんにも協力してもらうってことで」

「了解～。あ、そうだ。話はがらりと変わるけど」

　武藤さんはいきなりうしろの方を指さした。校舎屋上の出入り口である。金属製のドアが蝶ちよう番つがいからはずれて、床に転がしてある。

「あのドア、どうしちゃったのかな？」

「あー……夏休みの間に立てつけが悪くなったみたいでさ。開かなくなっていたんだよ。でも、誰かが強引にはずしたみたいで」

「へえー。あれ、だいぶ頑丈そうなのにねー」

　感心したように武藤さんが目を丸くした。

　実のところドアの蝶番も金属製で──よく見れば、強引に、力ずくでねじ切られていることがわかったはずだ。

　だが、幸いにも武藤さんはそこまで気づかなかったようだ。

　笑顔でハルに別れを告げて、屋上から去っていった。

「くくくく……自分の仕業だとは、さすがのおまえも白状しないのだな」

「当たり前だろ。僕は〝目立たない男子生徒〟で学校生活を満了するつもりなんだぞ。大体、貧弱な坊やの僕がやったとか言っても、誰も信じない」

　武藤さんがいなくなったあと、和装の童女がわいて出てきた。

　もちろん、尊大にして傲ごう岸がん不ふ遜そんなる元竜王・火ひ之の迦か具ぐ土つちである。くつくつと意地悪げにほくそ笑み、ハルの頭上を見ている。

「ルルク・ソウンの叡えい智ち──ずいぶんと板に付いてきたものだ」

「まあねえ。ただ、今回はちょっとやりすぎたと自分でも思うよ。鶏どころかトノサマバッタを割くだけでいいのに牛刀を使っちゃう、みたいな」

　魔女をはじめとする魔術的視覚の持ち主なら、視認できただろう。

　ハルの頭上に今、五つの魔術記号が浮かび、強い魔力を放っていると。地上のいかなる言語ともちがう、ルルク・ソウンの秘ひ文も字じである。

　この配列は《念動力》。見えざる念力を放ち、物体を動かす術だ。

　──三〇分前。屋上に出ようとして、ハルは気づいた。ドアが動かない。夏休み中のどこかで立てつけが悪くなったらしい。

　屋上はあきらめようかと考えてから、思い出した。

　初めて遭遇したドラゴン上位種、ラーク・アル・ソスがこういうときに役立ちそうな《念動力》の魔術を使っていたじゃないかと。

　……そこでこの秘術を使ったのは、やはり、不安からであろうか。

　ハルたちを取りまく状況は厳しい。Ｍ部長の警告を抜きにしても、最大限に警戒心を高めておくべきだろう。

　ならば、春はる賀が晴はる臣おみもまだ不慣れな『竜の種族の叡えい智ち』に慣れておくべきでは？

　この力がいつ必要になるか、わからないのだから……。

「ちょっと力加減をまちがえて、ドアを壊しちゃったけど」

　ハルはぼやいた。

「逆に『よくやった』って自画自賛したい気持ちもあるな。この術をちゃんと使えば、学校の校舎をまるごと引っこ抜いて、空に浮かべるくらいの芸は確実にできるよ。ドラゴン上位種の力は本当にとんでもないな……」

「ふふん。おまえの力はいまや上位種ジズーどころか、竜王ギルダルのそれに近い」

　火ひ之の迦か具ぐ土つちはあからさまな嘲ちよう笑しようを唇に浮かべた。

「浮かべるどころか、粉々にすりつぶすことさえもたやすいだろうよ」

「やれやれだよ。……まあ、特に問題もなかったわけだし、僕もそろそろ帰ろうかな。ルナたちとミーティングする約束なんだ」

「ほう」

　ハルが肩をすくめると、元ドラゴンの女王は目を輝かせた。












「あの大食らいの小娘もいるのか？」

「いいや。でも、十じゆう條じよう地じか白しら坂さかのどっちかが来る予定だってさ。ひ──僕らと仲のいい大人組もいるかもしれないし。それがどうかしたのか？」

「どうもしない。せいぜい労働するがいいさ、小僧」

　にやにや笑う火ひ之の迦か具ぐ土つちに背を向けて、ドアのない出入り口に歩きはじめる。

　いつもどおり、やる気と熱意とは縁のうすそうな顔つきで。だが、ハルはひそかに焦りを覚えていた。

　ひ──。け──。

　自分たちと親密な大人組の名前をど忘れしてしまっている。

　一六歳の若さで、これは恥ずかしい。何気ない風を装いながら、携帯端末を取り出す。タッチパネル液晶で連絡先リストをすばやくチェックした。

　そうだ。柊ひいらぎさんと見けん城じようさんだ。

　そんなハルの背中に、火之迦具土の視線が突き刺さる。

　去り際ぎわに一瞬だけ振りかえる。自称悪魔はまるで珍獣の生態でも見守るような生あたたかさで、ハルを見送っていた。
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　校舎の屋上を去ってから、早くも三時間ほどが経たった。

　仲間たちとのミーティング会場は高級ホテルのスイートルーム。ルナ・フランソワが下宿代わりとしている部屋だった。

　学校帰りに、そこをハルは訪ねたわけなのだが。

「……というわけでハリー、《S.A.U.R.U.サウル》の関東支局はほぼ私たちの賛同者になりつつある感じ。セイラム本部の保守的すぎるおばあさまグランマたちより、若くて竜りゆう弑ごろしの力を持つ私たちの方が求心力ではいまや圧倒的に上みたいね」

「そ、そう。まあ、当然といえば当然だよね……」

　ルナの経過報告を聞いて、ぎこちなく返事する。

　ひとり寝にはもったいないほど大きなベッドに──ハルは横たわっていた。

　リラックスしているわけではない。逆だった。声はうわずり、体もかちかちに緊張しきってている。

「いくら《S.A.U.R.U.》の功労者だからって、あのばあさまたちの方針……『魔術のことも魔女のことも凡人どもに明かしてはならぬ』はさすがに時代遅れだよ」

「ええ。今まではただ、取って代われる人間がいなかっただけですものね」

　一方、ルナは落ち着き払っている。

「それよりハリー、気分はどおう？」

「く、くすぐったいというか、落ち着かないというか」

「体の力を抜けばいいのよ。もっと楽にして、私に全すべてをゆだねて頂戴」

　つやっぽくもしっとりした声でささやきかけるルナ・フランソワ。

　彼女も今、ハルと同じベッドにすわりこんでいた。そのやわらかな両ふとももでハルの頭を支え、膝ひざ枕まくらしてくれている。

　そのうえ木製の耳かき棒を器用に操り、ハルの耳をやさしく掃除中であった。

「どう？　だんだん気持ちよくなってきたんじゃない？」

「あ……まあ、なんだろう……うん」

「ふふふふ。やっと素直になってきたのね、ハリー♪」

　尚なお、耳掃除だけがルナのサービスではない。

　紫色のチャイナドレスを着用中だった。横浜中華街で買ってきたそうだ。

　プロポーション抜群の女性をさらに引き立てることで有名な衣装は、ルナ・フランソワのわがまますぎる体のラインにぴったりと貼りついていた。

　ハルは三〇分前を思い出した。

『ごめんなさい、今日は行けなくなっちゃった』

『すみません。ルナさんによろしくとおつたえください』

　スイートルームに入った直後、携帯端末にこのメッセージが届いた。

　十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめと白しら坂さか羽は純ずみからだった。彼女たちも来ると聞いたので、なにかと大胆なアプローチを繰りかえすルナの部屋にも誘われるままやってきたのだが。

　思いがけないふたりきり。

　しかも、ルナは魅力的すぎるチャイナドレス姿。

　胸の鼓動が早くなるのを感じた直後、ルナからベッドにすわってと言われ、とっさにそのとおりにしてしまうと、

『そうだハリー、いいこと思いついた！』

　で、耳掃除がはじまってしまい、断り切れないまま今にいたるのである。

　男らしく、毅き然ぜんと拒絶すればよかったのかもしれない。

　だが、仕方ないじゃないか。ここで耳掃除ができないと『私の勤労意欲、もう二度と回復しないかも』と、脅迫まがいの文句を涙まじりにルナがつぶやくのだから。また高校生男子である以上、チャイナドレス美少女による誘惑をふりほどくのはむずかしく……。

「ハリーの方の首尾はどう？」

　不意にルナが言った。

「東京新都の対ドラゴン関係者と、秘密裏に接触したんでしょう？」

「うん」

　耳のなかをくすぐられる感触がだんだん気持ちよくなってきた。

　また何よりルナのふともものやわらかさ、あたたかさが抜群に心地よい。得も言われぬ充足感を覚えつつ、ハルは言った。

「新都と関東地方の魔女たちをスポンサードする人たちの一部と……十じゆう條じよう地じのおじいさんに仲介を頼んで、コンタクトを取ってみた」

　魔女とリヴァイアサンの活動に資金を出す〝委員会〟がある。

　その土地を拠点とする企業や資産家、宗教団体、ＮＧＯ、さらに地方自治体などだ。実は一部上場企業の重役である織おり姫ひめの祖父、そういったグループの一員なのだ。

「僕たちが《S.A.U.R.U.サウル》の所属だろうと、無所属だろうと、どちらでもかまわない。肝心なことは今までどおり、東京および関東の地方防衛に協力するかどうか……というお話をうかがってきたよ」

「織姫さんと羽は純ずみさんをそのままよそへ連れていくな、というわけね」

「うん。その辺を確約してくれるなら、《S.A.U.R.U.》が《G.U.I.L.Dギルド》になろうと基本的には気にしない感じ──らしい」

「ま、口約束だけじゃアレだから……」

「制約ギアス系の魔術でも使って、担保にさせてもらうのもアリかもねえ……」

「じゃあ、その辺は私の方で処理しておきましょうか」

　やさしく耳掃除をする手つきとは裏腹に、ルナの口元に妖あやしい微笑が浮かぶ。

　このあたり、春はる賀が晴はる臣おみとは『同じ穴の住人』なので話が早い。おたがい、人の善意と口約束にあぐらをかくほど、育ちがよくはないのだ。

「ところでハリー。目をつぶっているのは……どうして？」

「えっ？」

　今は身を横たえて、左耳を掃除してもらっている体勢。

　逆側の右耳と、顔の右半分をルナ・フランソワのふとももにうずめている格好だ。現在、ハルは固く両目を閉ざしていた。

「かんたんに言うと、自分の弱さに負けないためかな……」

「どういう意味？　具体的に説明してみて♪」

　からかうようにルナが訊きく。耳掃除の手は休めない。小悪魔属性のきわめて高い彼女のこと、とっくに春賀晴臣の内心などお見通しなのだろう。

　しかし、ハルは往おう生じよう際ぎわ悪く、抵抗を試みた。

「開けると、目のやり場にすこし困るって言うか」

「この部屋のなかでハリーが見てはいけないものなんて何もないのに？　シャワールームに入ったルナ・フランソワの一糸まとわぬ姿だって、フリーパスで鑑賞許可を出してあげるつもりなのよ」

「そ……そうなんだ」

「ふふふふ。私の目を見て、ハリー。おねがい」

　ルナの声はどこまでも蠱こ惑わく的てきだった。

　ついに耳掃除をやめて、ハルの髪の毛をやさしく撫なでてくれる。

　甘美な誘惑に負ければ、魂を差し出さないといけない……。これはそういう悪魔のささやきなのだ。理解しつつも、つい誘惑に負けるハルだった。

　まぶたを開けて、視線を天井方面に向ける。

　ルナ・フランソワの美貌を見あげるためだが──遮しや蔽へい物ぶつがあった。

　推定『Ｇ』であろう胸のふくらみがこんもりと盛りあがり、金髪美少女の顔と目を直視できないようにハルの視界をふさいでしまっている。

　ルナの衣装はチャイナドレスなので、胸のふくらみも形もよくわかる。

　そういえば、前にも同じアングルを経験済みだった。

　伊い豆ずの露天風呂で昏こん倒とうし、織おり姫ひめに膝ひざ枕まくらをしてもらったときだ。しかし、あのときもすぐに目を閉じたので、きちんと『見た』と言えるかどうか。

　だが、今はちがう。

　まじまじと、じっくりと、しっかりと、その景色をまぶたに焼きつけられた。

「わかるかしらハリー。熱く見つめられて……私、すごくどきどきしてる」

「ええっ!?」

　いきなりだった。ハルは驚きよう愕がくした。

　ルナは春はる賀が晴はる臣おみの左手を取り、持ちあげて、自分の──わがまますぎるボリュームの乳房をしっかりとさわらせて、「ほら」と言ったのだ。

　とくん。とくん。とくん。とくん。

　胸の鼓動がハルの左掌てのひらに伝わってくる。

　今までも必ひつ滅めつ之の法ほう《射陽の神弓》を使うときなどに、幾度か確認したものだ。

「どう？　どきどき……わかる？」

「う、うん」

「でも、こういうのもいいかもね。くせになりそう」

「ど、どういうこと？」

「戦いとか関係なく、ハリーにさわってもらうの。なんだかすごく安心。いつでもこうしていいから、遠慮しないでね？」

「遠慮は……しなくちゃ、ダメだと思うなあ」

「ふふふふ。ハリーはうそつきね」

「ど、どうして？」

「顔に『遠慮したくない』って書いてあるもの」

「…………」

「ねえハリー。よかったら、私をもっとどきどきさせて？　それに、あなたにもどきどきして欲しいの。私といっしょの時間を過ごすことで」

「ゲームでも……するとか」

「ハリーったら、またうそをついた。何をするのか、完全にわかっている顔よ。ここにはベッドもあるし、ふたりきりだし、ちょうど夜がはじまるところで──時間はたっぷりとあるし。いい機会だと思わない？」

「そ、それはその、なんというかっ」

　ゆっくりと蜘く蛛もの糸にからめとられていく気分だった。

　このままではまずい。誘惑に抗しきれなくなる、かもしれない。とっさにハルはなぜか十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめの顔を思い浮かべ、それから幼なじみの現住所を思い出した。うん、口実としてはこちらの方が自然だ……。

「これから、アーシャのところに顔を出す約束なんだ。あいつ、ルナの隣のスイートを借りているだろ？　ここまで来たついでに、ちょっと打ち合わせしとこうと思って！」

「まあ、そうなの？　残念」

　意外なほどあっさりと、ルナはひきさがった。

　そして、ハルの耳元に唇を近づけて、いつもの小悪魔ぶりがうそのようにやさしい声こわ音ねでささやきかけてくれる。

「でも覚えておいて、ハリー。あなたのためなら私の部屋はいつだって鍵を開けてあげるんだから。ルナ・フランソワとの思い出が必要だと思ったら、夜中の三時、四時だろうと、すぐに駆けつけてきて頂戴。わかった？」

　悪魔というより、むしろ愛の女神を連想させる通達だった。

　思わず、ハルはこくりとうなずいてしまった。




「昼寝でもしていたんですか、晴はる臣おみ？　やけにすっきりした表情ですけど」

　いきなりアーシャに問われて、ハルはどきりとした。

　ルナのスイートでの誘惑もろもろなどおくびにも出さず、完璧にいつもどおりの顔でいたつもりなのだが。

　最近、銀髪の幼なじみは妙なところで勘が鋭い。

「昼寝はしてないけど、たしかに前よりは睡眠時間が長くなってるかもね。例の計画が実行段階に入ってきたから、企画担当の僕がやることも減ってきたし」

「たしかに、夏休みの前より顔色がいいですね」

　ひとまず無難に言い訳をし、アーシャも深くは追及しない。

　ふたりは新都環状線に乗って、業なり平ひら橋ばしへ向かっていた。ハルの自宅の最寄り駅だ。シートにはすわらず、吊つり革かわにつかまっている。

　平日の一九時前。しかし、乗客はそれほど多くない。

「でも、わざわざ僕の家まで送る必要はないような」

「ちょうどヒマだったんです。いいじゃないですか。私のところに来る前は、ルナとミーティングしていたんでしょう？」

「……うん」

「晴はる臣おみの家に着くまで、ちょっとお話をしましょう」

「まあ、いいけど」

「そういえば、船ふな木きさんのレポートを見ましたか？　新都のあちこちで魔力検知キットが妙な反応を見せるっていう」

「やっぱりガラドのやつか、それともべつのドラゴンが悪さをしてるのかなあ？」

「雪ゆき風かぜの姫という線は？」

「あのお姫様、そんなせこい真ま似ねはしないと思うよ」

　おしゃべりしながら、違和感に首をかしげたくなった。

　長いつきあいの幼なじみは、こんなふうにハルを丸めこんだりするだろうか？

　最近、アーシャが変だ。底なしの食欲はすっかり人並以下になり、立ち居振る舞いにそこはかとなく〝女らしさ〟が匂におう──。

　いっしょにいると、妙に意識してしまう。

　そういえばニューヨーク滞在中、アーシャにキスをされた。

　ずっとうやむやになっている。あの一件以降、彼女と〝そういう雰囲気〟になったことは一度もない。しかし、忘れ去ることもやはり不可能なわけで……。

　唐突に、ハルは織おり姫ひめの顔を思い浮かべた。

　まちがいなく、春はる賀が晴臣にとっては最も特別な異性である。腐れ縁の幼なじみに仕事関係の報告をあれこれしつつ、つい考えてしまう。ルナとの一件といい、今のアーシャとのやりとりといい──

　こういうことが続くと、無む性しように顔を見たくなってくる。

　そして、そんなハルの想おもいを読み取ったかのように、奇襲は行われた。

「これはおやすみのキスです。じゃあ、また明日」

　業平橋に着き、電車を降りて、あれこれおしゃべりしながら夜道を幼なじみとふたりで歩いたあとだった。

　いきなりアーシャから頬ほおにちゅっとキスされた。

　しかも動転して何も言えなくなったハルを置いて、幼なじみはさっさと立ち去っていく。振り返りもしない。












　幼なじみの背中を呆ぼう然ぜんと見送りながら、ハルはあらためて思った。

　あの娘この──十じゆう條じよう地じの顔を見たいなと。

　何かの折に撮った画像、携帯端末のなかに何枚かは入っているはず。十條地織おり姫ひめの面影を求めて、携帯を取り出し、ハルは気づいた。

　白しら坂さか羽は純ずみからのメールが入っていた。

『今夜、もしお時間があれば、姉さまの家にいらっしゃいませんか？　姉さまとふたりで待っています』

　織姫だけでなく、その従い姉と妹こ・羽純まで。

　ハルはそそくさと自宅にもどり、庭先に止めてあったスクーターを引っぱり出した。てっとりばやく都内を移動するため、最近使いはじめたのだ。





　　　　４






　十條地織姫の家は門前仲町にある。

　古めかしくも広壮な武家屋敷で、瓦屋根付きの塀に囲まれている。

　その正門近くでスクーターを止めて、ヘルメットを脱いだ直後。可愛かわいい後輩の声をハルは聞いた。ちょうど逆方向から歩いてきたのだ。

「先輩！」

「もしかして、買い出しの帰りとか？」

「はい。まだ暑いですから、アイスを買ってきたんです。先輩の分もありますよ」

　羽は純ずみは小さなコンビニ袋を持っていた。学園の制服姿である。

　にっこりと不純物ゼロの笑顔を向けてくれている。後光が差してきてもまったく違和感のない、完璧以上の天使ぶりだった。

　しかし、だ。不意に羽純は──きりっと表情をひきしめた。

　何か覚悟めいたものを感じて、ハルはとまどった。その間に可愛かわいい後輩はたたっと距離を詰めてきて、予想外の行動を取った。

「ま……まだ暑いですから！　早くなかに入りましょう！」

　と、羽純はハルの右腕にしがみついてきたのである。

　しかも勢いあまって、一四歳の華きや奢しやな体をぴったり腕に押しつけるようにして。制服越しに羽純の体温とやわらかさが伝わってくる。

　九月初旬の東京新都。まだまだ夏の暑さが残ったままだ。

　こんなことをしたら暑さがいや増す──とハルは思ったのだが、びっくりしたのと、押しつけられた体の感触にどぎまぎしたせいで、「う、うん」としか口にできなかった。

「姉さまも待っていますよ。さあ、どうぞ」

「ひ、ひっぱってもらわなくてもひとりで歩けるよっ」

「道に迷うといけませんから！」

　親切にも羽純はハルの手をつかみ、玄関まで案内してくれた。

　ちょっとした日本庭園ばりに庭の広い家だが何度か来たこともあるし、基本的に一本道。さすがに迷いはしないはず。

　しかし、羽純の手と親切を振りはらうのも申し訳ない。

　結局、手をつないだまま玄関に入り、そこで第二の少女に出迎えられた。

「いらっしゃい、春はる賀がくん。夕方はルナさんのところに行けなくて、ごめんなさい。急な用事ができてしまったの」

「気にしないでよ。特に問題なかったし」

　庭から来るハルたちを窓越しに見て、来てくれたのだろう。

　玄関で待っていた十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめへ、ハルは答えたのだが。すぐにどきりとした。羽純と手をつないだままだったのだ。

　一応、自分と彼女は──只ただならぬ関係であるわけで。

　歳下の中学二年生、しかも織姫の従い姉と妹ことはいえ、ほかの女の子となかよくしている場面をみせない方がよいのでは……？

　だが、そんな危き惧ぐを知ってか知らずか、織姫は朗ほがらかに言う。

「晩ご飯、まだ？　春はる賀がくんの分も用意してあるから、よかったら食べていってね」

「だ、大丈夫。今日は昼に塩しお飴あめを舐なめたっきりだよ」

「もう。あいかわらずいいかげんな食生活なんだから」

「携帯を見ていたら忘れちゃったんだよ」

「どうせ仕事の資料とかでしょう？　あまり無理したら駄目よ。ドラゴンと戦う前に過労死しちゃうわ」

　織おり姫ひめのお小言を拝聴しつつ、ハルは苦笑いした。

「ところで、君んちのおじいさんは？　ごあいさつをしなくちゃ」

「いないわ。今夜は帰りが遅いの。だから羽は純ずみと──春賀くんを招待して、晩ご飯を食べようと思って。アーシャさんほど上手じゃないけど、ちゃんとわたしが用意したんだから」

「わたしもお手伝いしたんですよ、先輩！」

　織姫が語れば、羽純も微笑ほほえみながら言う。

　ちなみに、後輩はまだハルの手をにぎったままだった。

　……このあと、アイスをしまってくると言って、ようやく羽純は手を放し、キッチンらしき方へと去っていった。

　どぎまぎするハルを織姫が広い和室へ案内してくれた。

　和風のお屋敷なので、洋間のリビングやダイニングは存在しないらしい。畳の上の大きなテーブルには、料理があれこれとならんでいる。

　とろろと豆腐を入れたサラダ、水茄な子す、適当に夏野菜を煮こんだラタトゥユ。

　たっぷりの唐揚げ、ゴーヤチャンプルなど。統一感のないところが逆に家庭的だとも言えそうな献こん立だてだった。

　しばらくして、夕食がはじまった。

　夏の暑さのせいか、このところハルは食欲不振だった。だが今夜の夕食、最近にしてはよく食べた方だろう。

　織姫、羽純とおしゃべりしながら、ゆっくり食べたからかもしれない。

　五分でさっと完食するより、コース料理よろしく一、二時間かけてあれこれ食べる方が消化も進むし、量を食べられるのだ。

　食後には、さっき羽純が買ってきたアイスもごちそうになった。

　誰とも会話を弾ませることなく、ひとりでさっさと早食いする食卓が常態化しているハルにとっては、なんとも不思議な食卓だった。

　店でならともかく、自宅ではまずこういうことをしない。

　ハルは自覚した。ここは自分の家ならぬ十じゆう條じよう地じ家。だというのに自分のテリトリーのようにリラックスしている。

　それだけ羽純と、そして織姫と親密になったという証あかしなのだろう。

　和なごやかな時間が過ぎていき、あまり遅くなる前にと羽は純ずみがまず十じゆう條じよう地じ家を去り、ついにハルと織おり姫ひめはふたりきりになった。

　食後のかたづけは終わっている。しかも夜はまだこれからという時間帯。

　だが、ハルは早々に帰宅すべく言った。

「じゃあ、僕はそろそろ」

　本音を言えば、〝ふたりだけの時間〟を満喫したいところだ。

　が、十條地織姫の祖父はなかなかの難物。孫娘に近づく男を容よう赦しやなく（というより大人げなく）排除しにかかるうえに、今のハルは『身に覚え』がばっちりある。顔を合わせるといろいろ気まずい……。

「あら？　おじいちゃんからだわ」

　織姫の携帯端末に電話がかかってきた。

　そうしてはじまった家族の会話は──ほんの三分ほどで終わった。

「おじいちゃん、何年も会っていなかった千葉のお友達のところへ朝から出かけていたのだけど……今夜は帰ってこないそうなの」

「もしかして、何か事故とか？」

「いいえ。ひさしぶりに会ったからって、昼間からお酒を飲みすぎたみたい。すごくごきげんで電話をかけてきたわ。このまま夜通し飲み明かすって」

「……お元気そうでなによりだよ」

「ずっと武道をやってきた人だから、いろいろ口うるさいくせに、お酒にはちょっとだらしないのよね。飲みに行ったら午前様が基本だし」

「体育会系が集まる飲み会、ザルのように飲むっていうしねえ」

「おじいちゃんたちの集まりも二次会、三次会が当たり前みたいね」

　織姫の祖父はいかめしい頑固者の印象が強い。

　その威厳あふれる顔つきを思い出しながら、ハルは苦笑する。一方、しっかり者の孫娘は急にそわそわとして、こんなことをつぶやいた。

「それで春はる賀がくん……もう帰っちゃう？」

「あ、ええと」

　思いがけない幸運で唯一最大の障害は取りのぞかれた。

　織姫と目が合う。その瞬間、堰せきを切ったようにふたりは行動を起こしていた。たがいにぐっと歩みより、抱きつきざまに口づけを交わしたのである。

　十條地家のリビングで、ふたりは長々と唇をついばみ合った。

　ようやく口を放すと、織姫が陶然とつぶやく。

「春賀くんと、ずっとこうしたかったの……」

「僕も同じだよ、十條地……」

　もちろん、今まで羽は純ずみが邪じや魔まだったわけではない。

　可愛かわいい後輩・従い姉と妹この存在はよろこばしくも好ましいものだし、いつでも大歓迎で迎え入れるつもりだった。

　だが、しかし、それはそれとして。

　真夏のニューヨークで気持ちの通じ合った男女としては、隙すきあらば〝こういう関係〟を再確認したいのが人情ではないかと。

　そうハルは思うし、ありがたいことに織おり姫ひめも同じ想おもいなのだろう。

　結局、ふたりはそのままソファに移動し、もつれるようにおたがいを抱きしめ、じゃれるように頬ほおをすりよせながら、何度もキスを繰りかえした。

「なかなかふたりだけになれなくて、ごめん……」

「いいの。春はる賀がくん、いそがしいもの。それにわたしたちの関係、みんなにはないしょだって決めているし」

　全すべてを受け入れるようにつぶやいてから、織姫は急に拗すねた口調になった。

「でも、今日はルナさんとふたりきりでミーティングしてきたのよね……？」

「こう言ったらアレだけど、十じゆう條じよう地じたちが来なかったからだよ!?」

「わ、わかってるわ。仕方のないことだって。だ、だけどね。ルナさんのことだから、絶対に春賀くんへ熱烈なアプローチをしてるはずよね……？」

「あ、ええと」

「全部わかってるんだから。さっきは羽純と手をつないでいたし」

「そ、そのう、ごめん」

「あ……責めているんじゃないのよっ。チームの雰囲気を悪くしたらダメだっていうこと、私もわかってるし。みんな、春賀くんを────だし」

「？　なんて言ったんだい、十條地？」

「き、気にしないで。それより……ルナさんと何かした？」

「な!?　何かって？」

「前みたいにキスとか、抱きしめられたとか」

「とんでもない。僕たち、そんな大それたことは何も……」

「本当に？」

「……強しいて言えば、膝ひざ枕まくらくらいで」

「やっぱり」

　さすがに耳掃除までは白状できず、半端に申告する形となった。

　一方、織姫はやや憤ふん然ぜんとして、ハルへ背中を向けた。やっぱり怒ったか──愛いとしい少女の反応に愕がく然ぜんとした瞬間だった。

　織姫が背中を軽くぶつけるようにして、ハルによりかかってきた。

「十じゆう條じよう地じ!?」

「わたしも膝ひざ枕まくら、してもいいけど。前に伊い豆ずでもやったし、同じことをしてもルナさんとおあいこになるだけだし──。だから、春はる賀がくんがわたしのクッションになってね。そうしてくれたら、全部許してあげるわ」

「クッションどころか、人間椅子になったっていいよ！」

　ふたりでソファにすわりながら、ハルはやや倒錯的に宣言した。

　今、織おり姫ひめの背中と体温、それに体重を全身で受けとめている。ハルの膝の上には織姫のおしりが乗っている。決して軽くはない。

　しかし、ハルは圧倒的な充実感と多幸感を味わっていた。

　無防備な十條地織姫と密着し、そのぬくもりを全身で感じているからだろう。

（そういえば、この体勢……）

　必ひつ滅めつ之の法ほうを撃つときに似ている。ハルはふと思った。

　いつもこうして、うしろから織姫の胸にさわり、その心臓に魔力を送りこむのだ。

「あ!?　は、春賀くん、手──！」

「えっ？　あ、ごめん！」

　いつのまにか、ハルの右みぎ掌てのひらは織姫のバストをわしづかみにしていた。

　無意識の行動だった。『あのときに似ている』と思いながら、いつもどおりについ手を動かしていたらしい。












　すばらしく大きいので、手のひらからこぼれ落ちそうだった。

　柔らかな肉に五本の指がめりこむ感触はもはや官能的でさえあり、それだけでハルの胸に陶然たる心地よさがこみあげてくる。

「もう……春はる賀がくんって本当にえっちなんだから」

「申し訳ない。気づいたら手が動いていて」

　ハルは意識して、毅き然ぜんとした声で言った。

「今まで隠していたけど、実は僕、十じゆう條じよう地じの胸が大好きなんだ。もちろん十條地本人のことも大好きだし、たとえ君の胸がもっとひかえめでもこの気持ちはすこしも変わらないだろうと断言できるけど」

「きりっとした声で言っても、えっちなことに変わりないわ……」

「か、重ね重ね申し訳ない」

「……じゃあ、このままの方がいい？」

「ええっ!?」

「春賀くんがそんなに──好きだって言うなら、もうすこし、さわらせてあげても……いいかなって思うから。わたしも春賀くんのこと、大好きだし」

「十條地！」

「んんっ、春賀くん！」

　愛いとしい少女の言葉を聞いた瞬間、ハルの頭は真っ白になっていた。

　気づけば掌てのひらと五指にたっぷりと力が入り、織おり姫ひめの乳房を強くつかんでしまっていた。あわてて力をゆるめ、手に収まりきらないふくらみをそれでも精一杯つつみこもうと、やさしくにぎりしめる。

　織姫と密着しながら、彼女の胸に手をかけて──

　今この瞬間、ハルは人生で最も幸福な気持ちを味わっていた。

「こ、こうしていると、すごく落ち着くかも」

「わたしも……そうみたい。春賀くんといっしょだって、体の全部を使って、実感できる気がするわ。すごく──幸せよ」

「十條地……」

「春賀くん……」

　身も心も弛し緩かんしてくる。それをつくづくとハルが感じた直後。

　いきなり睡すい魔まが襲ってきた。




「寝ちゃったの、春賀くん？」

　人間クッションとして織姫の体を支えている春賀晴はる臣おみ。

　ここ数か月の間にこの世で最も愛いとおしい存在になった少年は、いつのまにか寝息をすやすやと立てていた。眠っている。無理もない。

　一時期よりはましとはいえ、いまだに寝る間を惜しんで『計画』の準備中なのだ。

　ちなみに、意識を失っても尚なお、織おり姫ひめの胸をつかんだまま放さない。

　自称『むっつり』の根性、あきれると同時に感心してしまう。そして、しみじみと織姫は幸福感を味わった。

「もう……。そんなによろこんでくれると、もっといろいろ許してあげたくなっちゃうじゃない。ルナさんから言われてるのに……」

　十じゆう條じよう地じ織姫、ルナ・フランソワ、白しら坂さか羽は純ずみ。

　女子三人でひそかに共有している〝ミッション〟がある。

　ニューヨークから帰る前、従い姉と妹この羽純から報告されたことが発端だった。

『先輩、このままだと人間だった記憶を失って、ドラゴンになってしまうの！』

　それを皮切りに、三人は春はる賀が晴はる臣おみにまつわる情報を交換し合った。

　結果、いろいろとはっきりした。彼のドラゴン化は順調に進行中であり、しかも能力アップに比例して人間としての記憶も失われていく──。

　すでに、取り返しのつかない段階まで踏みこみつつあるのだ。

　だが、人間として強い充足感を覚える出来事（たとえば〝むっつり〟な彼の助すけ平べご心ころをいたく満足させるような）があると、彼の記憶と人間性は回復の兆きざしを見せる……。

　そうと知って、まずルナ・フランソワが言った。

『……決めた。私、えっちなハリーがよろこぶことをたくさんしてあげて、彼のドラゴン化をできるかぎり遅らせてみようと思うの』

『わ、わたしもそうします！』

　驚いたことに、おとなしい羽純まで即座に宣言した。

　対して織姫はひとり言葉に詰まったのだが、ルナ・フランソワは訳知り顔で『当然、織姫さんもそうするだろうから、共闘態勢を作るべきよね』と発言したものだ。

　かくして、進歩的なアメリカ人少女の提案がはじまった。

『いちばん心配なのは……安易に〝最後の一線〟を超えていいのか、ね。私個人はそうしたいし、ハリーもすごくよろこぶでしょうけど。でも人間、自動的にあたえられる類の幸福にはすぐ慣れるし、飽きるはずよ。そこはなるべく、ぎりぎりまで許さない感じにして、ハリーをよろこばせてあげるべきだと思うの』

　なんともストレートな表現に、日本女子ふたりは唖あ然ぜんとしたものだが。

　結局、ルナの提案を下敷きにする形で日米の共闘態勢を築くことになった。

　こっそり情報共有するだけではない。たとえば今日のように、ルナ・フランソワがつつがなくアプローチできるよう、織姫と羽純はミーティングを〝都合よく〟欠席して、ふたりきりにしてやる──。

　そういうことまでふくめての共闘態勢だった。

　尚なお、アーシャはこのメンバーには入っていない。やはりルナの提案だった。

『あの娘こは除外しておきましょう。女子力の面で不安があるし、ハリーはアーシャを身内──妹か姉みたいに思っているから、そういう対象とは最初から見なしてないし。なにより、いろいろややこしくなりそうだものね』

　そうして、今にいたるのだ。

　一応、春はる賀が晴はる臣おみと〝只ただならぬ関係〟にある十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめ。その件については羽は純ずみにもルナにも秘密のまま、この共闘態勢に参加している。なんとも複雑な立ち位置だった。

　春賀晴臣に胸をつかませたまま、織姫はつぶやいた。

「これも春賀くんの──あなたのため。それに世界のためだものね。そうじゃなかったら、絶対に許してあげないんだから」

　なるべく恨みがましくならないように意識して、さらりと言う。

　本来なら耐えがたいことだと思うのに、彼のためだと考えると、不思議と許容できる気になってくる。

　そんな自分を十條地織姫が意外に思ったとき。

　リビングのテーブルの上で、携帯端末が警告音をけたたましく鳴らした。

「!?」

　あわてて晴臣少年の手をどかして、端末をチェックしにいく。

　対ドラゴン──魔女の任務にかかわる情報が入ったときだけ、この警告音が鳴る設定になっている。携帯端末のタッチパネル液晶でおおまかなところを確認したあと、織姫は眠れる春賀晴臣をすぐに起こしにかかった。

「大変よ、春賀くん！　東京湾にドラゴンが出現したって！」

　東京湾内、浦安市付近にラプトル飛来。その数、一〇〇匹前後──。

　織姫も晴臣もまだ知らない。これこそが春賀晴臣とその仲間たちを最大のピンチに追いこむ先ぶれであり、なつかしい旧敵を招きよせる呼び水であることを……。
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　千葉県浦安市の東京湾に面した沿岸部。

　そこにはかつて、国内最大規模のテーマパークがあった。

　しかし、二〇年ほど前に旧東京租借地が成立。かつての首都は無人の廃はい墟きよと成りはて、東京近郊の人口は大幅に低下した。

　それにともない集客も落ちたため、テーマパークは神奈川方面に移転した……。

「できれば、いつもどおりの突発的な襲撃だと思いたいけど」

　巨大テーマパークの跡地上空を飛ぶ高速ヘリ。

　まっすぐ東京湾の洋上へ向かう機内で、ハルはしんみりとぼやく。

　十じゆう條じよう地じ家を訪ねたのはすでに昨日のこと。一夜明けた早朝五時のフライトだった。

「昨日のラプトルたちは新都を襲うわけでもなく、東京湾にいきなり出現した謎の島に集結……。どう考えたって、上位種やそれ以上がからんでそうな案件じゃないか」

「やっぱり竜王なんでしょうか、先輩？」

「それか、僕と同じ立場のあの人──いや、ドラゴンか。その辺だろうねえ」

　同じ機内にいる唯一の魔女・羽は純ずみの問いに、ハルは答えた。

　……衛星軌道よりラプトルの降下がはじまったのは、昨夜の二〇時頃だという。それとタイミングを同じくして、該当海域で異変が発生した。

　いきなりの地殻変動、発生──。

　やにわに海底が隆りゆう起きをはじめ、わずか一晩のうちに『島』が誕生した。

　そして、島周辺を飛びまわっていたラプトル一〇〇匹。昨夜、その掃討が新都の魔女たちによって行われた。

　特筆すべきトラブルもなく、つつがなく任務が完了したあと。

　暗視カメラを搭載したドローン、探知系魔術などによる島の調査が行われ、いよいよ早朝からは現地調査の開始となったのである。

「問題の島はあれか……」

　東京湾にぽつりと浮かぶ小島が前方に見えてきた。

　この島、お台場の埋め立て地などと同程度の面積らしい。

　なかなかに立派な陸地である。中心部が突起しており、火山活動の活発化によって水面まで隆起した海底火山さながらの様相だったのだが。

　ハルはため息をついた。

「ここが小お笠がさ原わら諸しよ島とうとか伊い豆ず諸島の近海だったら、太平洋ベルトの火山プレートが活動いちじるしいとかで海底火山が浮上──なんてシナリオもありだろうけど」

「東京から三〇分も飛んでませんよね……」

「だいぶ近場だからねえ」

　ここはその手の活動がさかんな海域とはちがう。浦安市内の浜辺、大テーマパークの跡地からも視認できるエリアなのだ。

　ハルたちのすわる後部シートの前は、操縦席である。

　海自の高速ヘリを操る正副ふたりの操縦士。彼らが任務を遂行中だ。

「すいません。予定どおり、僕らをあそこでおろしてください」

　ハルはふたりの操縦士に声をかけた。

　これから『島』へ上陸し、偵察を開始するのだ。

　しかし、明らかな危険地帯へ全戦力をいきなり投入するのはバクチがすぎる。

　アーシャ、織おり姫ひめ、ルナ・フランソワの三名はテーマパーク跡地で待機。ハルは羽は純ずみだけを連れてきた。

　彼女のパートナー・水み無な月づきもヘリに先行する形で飛行中だ。

　エメラルド色の竜りゆう蛇だはその巨体を優雅にうねらせながら、洋上の空を進んでいる。

　真っ先に危地へ飛びこむ役、本当なら最強クラスの魔女であるアーシャないしルナにまかせるのが常道だろう。だが、あえての羽純だった。

　そして──ごつごつとした岩ばかりの浜辺に、ヘリは着陸した。

　ハルと羽純だけが外に出て、操縦士二名は機内で待機。緊急事態になれば、すぐに離陸する手て筈はずになっていた。

「先輩。水無月が……警戒しています。いやな匂におい──それも昔、かいだことのある匂いがするって！」

「やっぱり、昔の知り合い関係か」

　ひとまず、ふたりは島の中心めざして歩き出す。

　中心部が山頂よろしく隆りゆう起きしている。この島全体がひとつの山だともいえる。

　ただし、荒涼たる岩山でもあった。半日前までは海中にあったのだから当然だが、草木の一本すらも生えてはいない。

　どこまでも岩場しかない、不毛の大地だった。

　しかも、足下は海水でたっぷり濡ぬれて、ぬるぬるしている。

　すべりにくい登山用の靴をはいてきて正解だった。転ばないよう注意しながら中心部めざして歩いていたとき、不意に羽純が言った。

「先輩、あれを──！」

「予想どおりだけど、できれば会いたくなかったなあ」

　中心部の頂に、ドラゴンの巨体が忽こつ然ぜんと現れた。

　瞬間転移の魔術でも使ったのだろう。体長十数メートル。朝日を浴びて、メタリックシルバーの竜りゆう鱗りんがまぶしく輝いている。

　パヴェル・ガラド。剣の竜りゆう弑ごろしを継ぐ僭せん主しゆであった。

　出現地点である山頂から、ハルたちがいる岩場まで数キロの距離がある。

　彼は悠然と銀翼を広げ、こちらにゆっくり飛んでくる。

「ひさしいな、春はる賀が晴はる臣おみ。弓の竜弑しを継承した者よ」

　まだ遠いのに、銀竜の若々しい美声がハルと羽は純ずみのもとまで難なく届く。

　伝声魔術を使ったのだろう。目の前で話しかけられたように、クリアに聞こえる。ハルもふつうに返事することにした。どうせ勝手に聞き取ってくれる。

「最近、東京をあちこちうろついていたそうじゃないか」

「知られていたか。君はやはり油断できない男だな」

　まだ一キロ以上の距離があるというのに、会話はふつうに成立した。

「こうして表に出てきたってことは……やっぱりアレ？　雪ゆき風かぜの姫と今度こそ雌し雄ゆうを決するみたいなイベントのため？」

「ほう。君にしては珍しい」

「何が？」

「聡そう明めいな君のこと、言わずとも察すると思っていた」

「…………」

「無論、雪風の姫君に刃やいばを向けるつもりで舞いもどってきた。だが春賀晴臣。君もきわめて重要な仇きゆう敵てきであり、打倒すべき標的のひとつだと、わたしは認識している……」

「できれば、友情のお言葉を頂戴したかったよ」

　パヴェル・ガラドの巨体はまっすぐこちらへ近づいてくる。

　ゆっくりと、しかし着実に、高度も落としながら。その右手に──両刃の長剣がやにわに出現した。ぶあつく、銀色に輝く刃だった。

　見覚えがある。あれこそ《剣の秘ひ文も字じ》が具現化した姿……！

「ふふふふ。宣誓しよう。今回、わたしは必ず君を倒す。そのためにはいかなる苦難も乗り越え、打ち勝ってみせると！」

「くそっ。その剣、二度と見たくなかったよ！」

　屠と竜りゆうの剣を手にした銀竜は、さらに真珠色の輝きまでその身にまとう。

　これは不ふ朽きゆうの加護。ハルたちも重宝している防御障壁だ。完全武装を施して空中より迫るパヴェル・ガラド──しかも、そこで終わらない。

「我が刻印〝蒼そう天てんの御み剣つるぎ〟に願う。雷神の剱つるぎを具現せよ！」

「って、いきなり必殺技!?」

　屠と竜りゆうの剣の刀身に沿うようにして、一九個もの魔術記号が出現した。

　全すべてルルク・ソウンの秘ひ文も字じだった。この配列、見覚えがある。意味は『我が呼ぶは雷神の剱つるぎ、急ぎ鞘さやより抜き放て』。

　直後、竜りゆう弑ごろしの長剣は電光をまとい──

　その使い手ともども、ハルたちの頭上に急降下してきた！

「我が秘剣をもって、再戦の狼煙のろし代わりとしよう。いくぞ、春はる賀が晴はる臣おみよ！」

「そこで出し惜しみしない熱血思考、あいかわらずだな！」

　愚ぐ痴ちりながらも、ハルは傍かたわらの魔女を見やり、要請する。

「頼む、白しら坂さか！」

「はいっ。水み無な月づき──わたしたちを守ってね！」

　あえての抽象的な指示。しかし、羽は純ずみのパートナーにはそれで十分だった。

　聡そう明めいというだけではなく、ハルの仲間たちのなかでも最も特別で、希少な能力にめざめたリヴァイアサンなのである。

　ずっと後方にひかえていたエメラルド色の竜りゆう蛇だ・水無月。

　彼女は迫りくるパヴェル・ガラドへ、正面から突っこんでいく。水無月の右前肢は白い宝珠をにぎっていた。

　その輝く球体のなかに、半月に似た魔術記号が浮かんでいる。

　これこそがハルの刻印《弓の秘文字》である。かくして数か月ぶりに弓と剣、ふたつの竜弑しが激突を果たす──ことにはならなかった。

「おねがい、水無月！」

　ァァァァァァァァアアアアアアアアア！

　後輩の祈りと、魔獣ならざる聖獣・水無月の咆ほう哮こうがこだまする。

　そして、竜蛇型リヴァイアサンの背後に一四個ものルルク・ソウン文字が顕あらわれた。この配列の意味は『偃えん武ぶ』。武を偃ふせる。

　武器を隠すという意味の配列は──ある奇跡を成就させる！

「おお!?」

　パヴェル・ガラドが驚きよう愕がくした。

　最大威力の雷をまとった屠竜の剣がその手から消失したからだ。

　同時に、水無月の前肢がにぎっていた宝珠も消えてしまっている。おたがいの武器＝竜弑しを封じてしまう秘儀であった。

　羽純と水無月のように、女神の力にめざめた『蛇』にしかできない術なのだ。

　そして、この隙すきにつけこむのがハルの役目──。

「女王！　必ひつ滅めつ之の法ほうを頼む！」

　体長二〇メートルはあろう巨竜がやにわに顕現を遂げた。

　かつての火ひ之の迦か具ぐ土つちの姿、紅ぐ蓮れんの女王である。パヴェル・ガラドをもしのぐほどの巨大さと逞たくましさであった。

　ハルの分身ともいうべき巨体は、その右前肢に弓を持っている。

　紅蓮色の長弓。屠と竜りゆうの弓だ。そこに女王は矢を──焔ほのおをまとう光の矢をつがえ、よっぴいて、ひょうと射る。

「おおおおおおおおおおおおおっ!?」

　矢と劫ごう火かを浴びて、パヴェル・ガラドが咆ほう哮こうした。

　今、射手である女王の頭上には二一個のルルク・ソウン文字が顕あらわれていた。

　意味は『我、射陽の神弓を以もつて天を衝つき、日輪を殺あやめん』。

　これこそ最強の切り札だった。ソロモン王の遺産《指輪の秘ひ文も字じ》まで掌しよう握あくした結果、ついにハル単独でも《射陽の神弓》を行使可能になっていたのだ。

　──我と彼、双方の竜りゆう弑ごろしを封じたうえで、最強の攻撃をたたきつける。

　この奇襲を仕掛けるため、あえて羽は純ずみを連れてきた。

　そして、もくろんだとおりにパヴェル・ガラドは紅蓮の弓矢をまともに浴びる形になり、竜をも屠ほふる劫火のなかで悶もだえ苦しみ──

「ふ、ふふふふふふ」

「先輩!?」

「なんてこった……」

　炎上しながらもほくそえむ銀竜の姿を見て、ハルはぼやいた。

　隣で羽純が唖あ然ぜんとしている。誰よりも彼女がわかっているはずだ。女神の聖なる秘術はたしかにガラドと水み無な月づき、双方の竜弑しを封じてみせたと。

　だというのに今、銀竜は──屠竜の剣をふたたび手にしていた。

　さらに、この剣をまっすぐ突き出し、その切っ先で矢を──神弓の矢をしっかりと止めてみせていた。

　その刹せつ那な、太陽を射落とすはずの一矢は粉々に砕け散る。

　パヴェル・ガラドの突き出した長剣。その刀身を取りまくようにして、新たなルルク・ソウン文字が一七個も顕れている。

　意味は『天よ、我が刃やいばに剣神の寵ちよう愛あいを授けよ』。

　そして、ハルは瞠どう目もくした。屠竜の剣は青白い焔を刀身全体にまといつかせている。

　きわめて強い魔力を宿した焔だった。その影響を受けてか、屠竜の剣も威力と魔力を大きく増している。

　直後、『ずんっ！』という轟ごう音おんと地響きがハルたちの足下を揺るがす。

　奇襲と必ひつ滅めつ之の法ほうをしのぎきった僭せん主しゆ、パヴェル・ガラドが着地を決めたのだ。

「その剣、消したと思ったんだけどな……」

「舐なめてもらっては困るな。君と再戦するにあたり、わたしもいろいろと仕込みをしておいたのだよ」

「また、ドラゴンらしくないことを……」

「何を言う。全すべて君から学んだことだぞ。力で劣るからこそ知恵をしぼり、全力で悪あがきをして、大敵に立ち向かう。ふふふふ」

　ハルたちのもくろみをやすやすと阻はばんで、ほくそ笑む。

　パヴェル・ガラド。ＲＰＧでいえば、まちがいなく『勇者』のクラスになるであろう竜族の豪傑だった。熱血気質であり、まっすぐすぎる闘争心の持ち主でもあった。

　だが、竜王をめざす『王への道』では──

　真正直に取り組むことこそが致命傷になりうる。

　そういう無理すぎる不公正なゲームに、彼もついに順応してみせたのだ。

「僕なんかを攻略本代わりにしなくてもいいのになあ……」

　士、別れて三日なれば、刮かつ目もくして相待すべし。

　柄にもなく、そんな故事成語をハルは思い出した。

　夏休みの前に雪ゆき風かぜの姫と対決した際、パヴェル・ガラドと共闘した。そのとき見聞きしたものと経験が彼を変えたのだろう。

　ともかく、このピンチを乗り切らなくては。気持ちを切り替えようとして。

「……あれ？」

　ハルは胸に違和感を覚えた。

　心臓──いや、心しん金がねがひどく熱い。それに合わせて全身も火ほ照てってきた。そして、紅ぐ蓮れんの女王にも変化が生じている。

　紅あかき元ドラゴンの女王はその全身に焔をまとう。

　めらめらと燃える焔ほのおがやにわにぶわっとふくれあがったのだ。

　あたかも《射陽の神弓》を使ったことが引き金となって、高まった闘志と魔力が猛たけ々だけしい焔と化したかのように──。

　まずい。このままでは紅蓮の女王が本格的に覚醒してしまう！

　慄りつ然ぜんとした瞬間だった。

「せ、先輩？　お体の具合、大丈夫ですか……？」

　ハルの顔色を読んだのか、羽は純ずみが声をかけてくれた。

　さすが地上に生まれた天使。よく気がつく。だが問いかけに応こたえる余裕、今の春はる賀が晴はる臣おみにはない。驚きよう愕がくにまかせて、ハルは胸を──心臓のあたりをさわるのみだった。

　そして、この直後だった。

「ふふふふふ。なにやらきなくさい気配がすると思い、来てみれば」

　可か憐れんなだけでなく、涼やかな声が天から降ってきた。

　ハルは上空を見あげた。案の定、白いワンピース姿の少女がいた。魔導の杖でもある『空飛ぶサーフボード』に乗って、高みから見おろしている。

　地上で対たい峙じする銀竜と春はる賀が晴はる臣おみの両名のことを悠然と、面白そうに。

「ひさしいな、おまえたち。この雪ゆき風かぜを歓待するに足る土俵を作るため、ふたりで知恵をしぼったと見た。なかなかの趣向ではないか！」

　ついにハルは懐かしい声を聞いた。

　夏休みのはじめ頃、伊い豆ずで会ったきりである。

　それは格下の僭せん主しゆふたりが必死にあがくさまを愉たのしげに見守る──当代の女王としての余裕であり、矜きよう持じであった。

　神出鬼没の竜王、雪風の姫が姿を見せてくれたのである。





　　　　２






「この特設リングは僕らの共同作業じゃない」

　違和感と危き惧ぐを棚上げして、ハルは言った。

　雪風の姫まで出現したことによって、それどころではなくなったのだ。












「そっちのお兄さんの仕込みみたいだよ。くわしいことは僕も知らないんだけど」

「ああ。我が宿敵と白き竜王をそろって討ち滅ぼすため、わたしが工夫を凝らした。なかなかのできばえだと自負している……」

　屠と竜りゆうの剣をたずさえて、パヴェル・ガラドがうそぶく。

　メタリックシルバーの巨体を誇る彼、屠竜の弓を装備した紅ぐ蓮れんの女王。いずれも雪ゆき風かぜの姫より見た目だけは強壮である。

　だが、この場の誰よりも剛強なる少女は悠然と、朗ほがらかに笑った。

「よく言った、銀竜！　ならば、おまえに命じよう」

　空飛ぶサーフボードに乗って、地上三〇メートルほどの高みにいるだろうか。

　雪風の姫は身も心も〝上から目線〟でハルとガラドを見おろし、王者の言葉を告げる。

「まず晴はる臣おみを倒したのち、この雪風を呼ぶがいい。かつての敗北を勝利ですすぎ、王に挑むに足る力を身につけたと証明してみせろ」

「もとよりそのつもり。姫よ、我が挑戦を受けていただき、感謝する」

「礼は早いぞ。おまえもあれこれと知恵をしぼったようだが、そのような悪巧みはむしろ晴臣の得意とするところ。屠竜の剣がこの雪風までとどくか……見物だな」

「あ、ええと」

　ガラドは血のたぎりを抑えきれない様子であり、雪風の姫はおもちゃを自慢でもするように春はる賀が晴臣の名前を出す。

　一応、凡人の自覚があるハルはひかえめに申し出た。

「僕としては、君らのどっちかとコンビを組んで、もう片方を先につぶすって戦法もいいと思ってるんだけど……」

　こんな要請が〝戦闘種族〟ドラゴン上位種の心にかなうはずはない。

　一応、言ってはみたが、雪風の姫にふっと鼻で笑われ、パヴェル・ガラドは聞こえなかったとでもいう風情ふぜいで無反応だった。

　やれやれ。ハルはかぶりを振って、話題を変えた。

「じゃあ、せめて試合開始を明日にして欲しいな。いきなり喧けん嘩かを売られても、こっちは心の準備ができてないというか」

「ほう」

　この要請に、パヴェル・ガラドは奇妙な反応を見せた。

　まっすぐハルを見おろし、それから紅蓮の女王を見やり、ほんのすこし考えこんでから、ぼそりと「なるほど」とつぶやいたのである。

　思わず、ハルはぞっとした。

　今、全身を丸裸にされたような──そんな不安を味わったのだ。

「わたしはべつにかまわないぞ。よければ、決闘場も変えるかね？」

「…………」

　意外な言葉だった。この唐突に浮上してきた小島、まちがいなくガラドの魔術で造った陸地だろう。いわば、完全なる敵地である。

　島のどこにどんな仕掛けを施してあるか、わかったものではない。

　当然、ガラドはここで戦いたがると思ったのだが。

　そんな思案を見抜いたのか、当の銀竜はこともなげに言う。

「われらは天あま翔かける身。戦闘がはじまったあとでも、好きなところへ飛んでいける」

「そりゃあ、たしかにそうだけど」

「ならば明日の朝、東京の何ど処こでもいい。好きな場所に立ち、我が名を唱となえてくれ。その地を決闘のはじまる場所とする。それでよいか？」

「……いや。べつにここでいいよ」

　パヴェル・ガラドは東京新都を遠慮なく戦場とするつもりらしい。

　そうと察して、ハルは断った。この小島、あやしいことは大いにあやしいのだが、周辺住民がいないのは好都合だった。

　それに時間の猶予をもらえたのだから、対応策も取れる……。

「代わりに、この島をちょっと調べさせてよ。変な魔術や仕掛けが仕込まれてないか、チェックしておきたいんだ。何か見つかったら破棄するか、試合延期ってことで」

「承知した。ならば存分に調べてくれ」

　あいかわらずの生き真面目まじめさで了承してから。

　ガラドは銀の両翼を広げて、南の空へと飛び去っていった。

　存分に調べろ。その宣言どおり、邪じや魔まするつもりはないのだろう。決闘を申しこんできた相手としては、なかなかフェアな態度ではある。

　そして、もうひとりの竜族はといえば。

「ふふふふ。われらの宿星が相打つ日もいよいよ近いように思えるが……それも、おまえにあの銀竜めを退ける器量があればの話」

　いつのまにか、雪ゆき風かぜの姫はサーフボードの高度を落としていた。

　五、六メートルほどの高さからハルを見おろして、

「励めよ、晴はる臣おみ。われらは対の弓きゆう箭せんを持つ者同士。雪風はおまえとの戦いこそを熱望していると心に刻み、死力を尽くせ」

　そう告げてから、雪風の姫も飛び去っていった。

　こちらは西──旧東京租借地の方角をめざして、一直線に駆けていく。

　何気ない一言でさえ、どこか詩的である姫の物言い。あいかわらずの名調子だ。それをなつかしく、そしてまぶしく思いながら、ハルはつぶやいた。

「みんな、勝手なことばかり言うよなあ」

　敵の消えた空を眺めつつ、級友・船ふな木きさんの報告を思い出す。

　各地で目撃されたというパヴェル・ガラド人間体。それに最近、新都の随所で《魔力検知》がおかしな反応を見せる事実──。

　この島はただのブラフで、本当の罠わなは東京新都のなかに？

　だとしたら、やはり東京を戦場にする方が危ない。ガラドの誘いに乗らなかったのは正解だった、でいいのだろうか。

「戦闘フリークスのドラゴンのくせに、いろいろ悩ませてくれるよな……」

　釈然としない気持ちを抱えこみながら、ハルは思った。

　銀竜パヴェル・ガラド。多くの意味で以前とはちがう。こんな怪物と明日は大決戦──なんとも気が重い話だった。




　三時間後。もろもろの調査を終えて、ハルは島を離れた。

　探索魔術──《S.A.U.R.U.サウル》の術だけでなく、ルルク・ソウン魔術まで使って、調査してみた。リヴァイアサン・水み無な月づきにもその嗅きゆう覚かく、聖獣としての超感覚を駆使して、異常や危険の火種を探ってもらった。

　地上部分だけでなく、地下深くまで念入りに調査の対象としたのだが。

　島のどこにもおかしなところは見つからなかった。要は『竜の魔術で海底を隆りゆう起きさせただけの小島』でしかないようなのだ。

「とりあえず、僕らと入れかわりに島へ上陸したルナに」

　東京新都へ帰還するため、海自の小型輸送艦を回してもらった。

　全長七〇メートル級の船内に用意してもらった船室で、ハルは同行者である羽は純ずみに語りかけていた。

「ひきつづき調査をお願いしておいた。まあ、ダメもとってやつで」

「姉さまやアーシャさんは何をされているんですか？」

「彼女たちには新都の方を調べてもらっている。ガラドのやつ、ここ何か月か新都のあちこちをうろついていたらしいから。ただ──」

　ハルはため息をついた。

「そっちで何か見つかる気は正直しない。もし見つかるなら、僕らの誰かがとっくに感づいていると思うんだ。なんといっても東京は僕らの地元だし」

「はい。この夏の間、水無月は何も警告とかしませんでした」

「たぶん、ふたつにひとつだと思う。本当に何も仕掛けられていないのか……」

「ガラドさんがものすごく慎重に、魔術で調べられたときの対策もきちんとしながら、仕掛けを進めたか……」

「そうそう。白しら坂さかもわかっているじゃないか」

「先輩に、いろいろ教えていただきましたから」

　はにかみながら、ひどく間近で羽は純ずみが言う。

　ここは輸送船の船室──せまいが個室である。そのなかのベッドにハルは腰かけていた。そして、天使すぎる後輩もいっしょだった。

　同じベッドのすぐ隣に腰かけて、しかもハルと密着している。

　空きスペースは十分あるのに、なぜここ？　正直、理解できない。しかし、ハルを横から支えるように密着してくれる羽純の感触、あたたかさはひどく心地よい。

　このままでもいいかもなーと思いかけて、ハルはかぶりを振った。

「あー。僕たち、ちょっと距離を取った方がいいんじゃないかな、白しら坂さか？」

「でも先輩、さっきはすごくきつそうでした」

「さっき？」

「はい。竜王の人──雪ゆき風かぜの姫が出てくる前。ものすごい熱でもあるみたいに寒そうにして、怖い顔をして……」

「ああ」

　納得しかけて、しかし、ハルは思い直した。

　だからって、この距離は近すぎる。一体、何のつもりなのか。いくら心配だからとはいえ、これではまるで……ここでハッとした。

　すっと羽純が左手をのばして、ハルの右手にさわったからである。

　いきなりの接触行為に『どきっ！』とする。そんな先輩の心を知ってか知らずか、可愛かわいい後輩はひどく不安そうにささやいた。

「それに先輩の体、すごく冷たくて固いです」

「そ、そう？」

「はい。なんだか金属にさわってるみたいですよ？」

「…………」

　金属。ハルは数時間前まで間近で対たい峙じしていた巨体──メタリックシルバーの竜族のことを思い出した。そして、つい考えてしまう。

　もしかしたら、自分もああなるのかもしれない……。

　なるべく考えないように心がけも、どうしても徹底しきれない可能性である。

　前向きならざる思考の迷路に囚とらわれかけたときだった。

「先輩の体、本当に冷たいです。ち、ちょっと、失礼しますね！」

　隣にすわる羽純がいきなり靴を脱いで、ベッドの上にあがった。

　そのまま膝ひざ立だちになり、ハルの頭を両手で『ぎゅっ』と抱えこんでくれた。結果、春はる賀が晴はる臣おみの顔は彼女の胸に押しつけられる形になり──

「し、白坂!?」

「すこしこのままで……いいですか。やってみたいことがあるんです」

　羽は純ずみの声には決意と意思が満ちていた。

　いつものひかえめさがうそのようだ。そして、歳下の後輩はハルの頭をやさしく撫なでまわしてくれる。硬い表面を揉もみほぐすように何度も何度も。

　その間、ハルはずっと顔面を羽純の胸に埋うずめる形になっていた。

　一四歳という年齢の割に『発育がよろしい』と評される、なかなかにふくよかな胸のふくらみ。その感触をまさか、こんな形でたしかめる日が来るとは──。

「あっ。先輩、すこしほぐれてきましたよ」

「そ、そう。よかったよ」

　いけないいけない。色即是空空即是色……。脳内にわきあがる不適切な感想を自制心で抑えこみ、羽純の気遣いに心から感謝した。

　心やさしい後輩はハルの体を心配して、こうしてくれているのだろう。

　幼児をなだめるような体勢と行為はもちろん恥ずかしい。しかし、それ以上に羽純のやさしさと──のふくよかさが心地よい。身も心もほぐれてきた感じだ……。

　なんともいえない心地よさを感じた直後、ハルの意識は遠くなっていった。

「あ、そうか……」

　考えてみれば、紅ぐ蓮れんの女王単体で《射陽の神弓》を使わせたのだ。












　初めての挑戦だった。魔力は過剰気味に高まり、ハルの全身も異様に熱くなった。その分、疲労もたまっていたはずだ。

　ようやく緊張が解けたのだろう。疲れた体を睡すい魔まが襲ってきたのだ。




「先輩、寝ちゃったんですか……？」

　羽は純ずみの胸に顔を埋うずめたまま、晴はる臣おみ先輩は意識を失った。

　軽く寝息を立てている。起こしてしまうといけないので、羽純はなるべく静かに手と体を動かし、先輩をベッドに寝かしつけた。

　寝顔が安らかなのを確認してから、あらためて手をのばす。

　先輩の頬ほおをさわる。太っているどころか痩やせ形の晴臣先輩だが、頬肉は十分以上にやわらかで、ぷにぷにとしていた。

　そのあとも先輩の頭、右手、左手などにボディタッチを繰りかえして、

「よかった。あれが効いてくれたみたい」

　ほっとして、羽純はようやく微笑ほほえんだ。あのあと──紅ぐ蓮れんの女王が必ひつ滅めつ之の法ほうを使ったあとから、ずっと気になっていた。

　今日、晴臣先輩はＴシャツに長ズボンという格好だった。

　あのあとから顔や腕などの肌が衣服で隠れてない部分がときどき陽光を反射して、きらきらと輝いている。そう見えて、仕方がなかったのだ。

　まるで、ガラスで表面をコーティングしたかのように、きらきらと。

　不安にまかせて、この船室に入ってからは先輩のそばにくっつき、肌の感触をたしかめてみたら。びっくりした。

　見た目だけでなく、さわり心地までガラスに似ていたのである。

　硬質で、ひんやりとしていた。

　しかも晴臣先輩はそのことに無自覚だった。おそらく、これもドラゴン化の進行──羽純はそう確信した。記憶が欠損していくことに気づかないように、肉体の硬質化もかえって当事者の方が把握しづらいのだろうと。

　だから羽純は先輩に気づかれないよう、どうにか驚きよう愕がくを押し殺したのだが。

「金属みたいとか言って、失敗しちゃった……」

　口にした途端、先輩の表情が曇った。

　だから羽純は失敗を取り返すため、晴臣先輩の頭を抱えこんだのだ。ああして密着すれば、よい方向に変化が起きるのではないかと。

　そして胸を押しつけていたら、期待どおりの変化が生じた。

　硬質化していた晴臣先輩の体が徐々にほぐれていき、生身の〝ぷにぷに〟を取りもどしたのである。

「火ひ之の迦か具ぐ土つちさんから聞いたとおりでよかった……」

　今、羽は純ずみは心の底から安あん堵どしていた。また、うれしく思う。

「あれで体がもどるのなら……先輩、わたしなんかのでもよろこんでくれたのかな？」

　八月のニューヨークで元ドラゴンの女王は言った。

『僭せん主しゆや雑種は戦う力や魔道の叡えい智ちを得ることで竜に近づく……』

『だが逆もある。人間なればこそ味わえる充足感の類は、竜に近づいた者をときに人へと揺りもどす』と。

　そう。むっつりすけべな先輩はえっちなことができると強い充足感を覚えて、すこし人間にもどる、はずなのだ。

　だから今回、羽純は清きよ水みずの舞台から飛びおりるつもりでがんばってみた。

　この先もこう上う手まく事が運ぶとよいのだが──。羽純は切ない思いでため息をそっと吐き出して、不安を押し殺した。
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「あの銀ギラ……パヴェル・ガラドだったか」

　皮肉っぽく火之迦具土がつぶやいた。

　ハル、アーシャと共に胡こ月げつ学園の敷地内を歩いている。尚なお、屠と竜りゆうの剣の使い手が再登場してから、半日ほどが経過していた。

　東京湾の小島で見た朝日はもう沈み、夜の一九時頃だった。

「はい。あのドラゴンがたった数か月で飛躍的にパワーアップできた理由、何なんでしょうね？　まさか羽純さんの切り札まで通じないなんて……」

「ふん。べつに妙なことなど何もない」

　不思議がるアーシャに対して、火之迦具土は平然としていた。

　学園のなかである以上、本当なら紅あかい和服姿の童女はひどく目立つはずだった。が、すでに放課後。しかも夜。図書館へと向かう道に生徒はほとんどいなかった。

　堂々と歩く火之迦具土は、にやりと尊大に笑う。

「そこの小僧にもできたことだぞ。あの銀竜の器がこいつに劣ると思うか？」

「なるほど、そういう理屈ですか」

「戦士・魔法使い・勇者……全部の適性で完敗する自信、たしかにあるなあ」

　アーシャともども、思わずうなずくハルだった。

　しかも、火之迦具土はさらに言う。

「それだけで済めばいいがな……。全すべての智ち慧えある竜は〝王への道〟を制覇するために長い探索を行う。海と大地と空を旅して、星海へも赴き、時には次元すらも超える。そうした過酷な旅のなかで燧すい石せきと竜りゆう弑ごろしを見つけた者だけが僭せん主しゆになれる──」

「宝探しのクエストってわけか」

　春はる賀が晴はる臣おみの父が形見のなかに隠していた竜族の秘宝・燧石。

　この石を砕いたときに生じる焔ほのおのみが竜弑しのルーンを覚醒させる。《弓の秘ひ文も字じ》も《双刀の秘文字》も、燧石なしではただの記号でしかなかった。

　ハル自身も体験していることだった。ということは、つまり。

「そのむずかしいクエストをまっとうしたガラドは『宝探し屋トレジヤーハンター』としても、僕以上の能力があるかも──そういう見方もできるんだな……」

「旅の途中でゲットしたアイテムや知識も豊富そうですね……」

　今までのパヴェル・ガラドは、いわば『勇者しばり』のプレイ中だった。

　だが、今回はちがう。持てる全能力を駆使して、春賀晴臣と雪ゆき風かぜの姫を連破しようとしているのではないか。

　そうと指摘して、火ひ之の迦か具ぐ土つちは消え去った。

　話しながら歩く間に、図書館の前へ到着したのだ。ただし、ハルたちの目的地はそちらではない。向かい側に建っている文化部クラブハウスの方だった。

「あれ？　みんな、来てないな」

　ハルは首をかしげた。ここで仲間たちと合流する予定なのだが。

　十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめ、白しら坂さか羽は純ずみ、ルナ・フランソワ。誰もいない。

「先に行ってましょう。どうせあとから来ると思いますし、あの人を待たせるのもめんどくさそうです」

「たしかに」

　アーシャの提案に乗って、クラブハウスの階段を登っていく。

　めざすは三階。ＵＦＯ研の部室だった。

「来たわね、アンタたち」

　ドアを開けると、お目当ての人物が待っていてくれた。

　演劇部・マスコミ研・文芸部・科学特捜部──ＵＦＯ研をふくめた五つの文化系クラブ代表を兼任し、あやしすぎる予知能力者でもある。

　マタニティドレス風の衣装をまとい、性別は不詳。

　その名はＭ部長。全部員の『母』を自称する身も心もビッグな超人だった。

「相談したいことがあるっていうから、精神集中して、待っていてやったわよ」

「ありがとうございます。相談内容は電話で説明したとおりなんですけど」

　さっそくハルは話を持ちかけた。

「東京新都を崩壊に追いこみかねない僕たちの敵……ぶっちゃけ、どんな罠わなを仕掛けてくるんでしょうね？」

「知るもんですか。アタシは千里眼でも諸しよかつ孔こう明めいでもないのよ」

　即答での、ありがたいご託宣であった。

「ま、いかなる状況も想定しておいて、柔軟に対応するのがいいんじゃない？」

「それが部長のスキルで得た助言、ですか？」

「いいえ。単なる個人的感想で常識論ってやつよ、春はる賀が」

「ははははは」

　Ｍ部長と問答しつつ、ハルは苦笑いをした。

　まあ、ダメもとで相談しにきたのだ。これ以上を望むのも罰当たりかもしれない。そういう心境に至ったがゆえの笑いなのだが。

　アーシャが眉まゆをひそめていた。

「もうちょっとなんとかなりません？　東京どころか日本沈没の危機で、世界崩壊の序曲になるかもしれないんですから。もう一声、お願いします」

「アンタも贅ぜい沢たく言うわねえ」

　ふたりだけでレッスンを繰りかえしていたせいか、部長と親密なのだ。

　その気安さにまかせたアーシャの要請で、人類の革新かもしれない予知能力者は両目を閉ざし、瞑めい想そうをはじめた。なかなか厳粛な雰囲気である。

「そうねえ……。さっき電話で聞いた話で気になったのは──天使ちゃんが使わせたっつー必殺技？　そいつを敵が封じたっていうところ」

「ああ、はいはい。竜りゆう弑ごろしの武器を消しちゃう女神の秘儀ですね」

　うなずくアーシャ。Ｍ部長は瞑めい目もくしたまま、さらに言う。

「封じたわけじゃない……もう一度、火をつけた。そういうカラクリよ」

「その心は？」

「そんなのはアタシが考えることじゃないわよ」

「了解です。もっと実践的なアドバイス、出てきたりしますか？」

「ずうずうしいわねえ。アンタって女子力が必要ない場面だと、本当にヘタレと無縁のケダモノになるわよね」

「じ、女子力のことは今、関係ありませんから！」

「はいはい。──あ、でも、何かぼんやり視みえてきたわね。ええと、『お宝にはお宝。蔵出しがおすすめ』、ですって」

「また、解釈に悩むお告げですね……」

「ないよりはいいってやつよ。溺おぼれる者は藁わらだってありがたくつかむべきだわ」

　唐突にＭ部長はぱちりと目を開け、瞑想を打ち切った。

　これで最後らしい。ハルたちが知るかぎり、部長の予知は今まで必ず〝未来の輪郭〟くらいは言い当ててきた。今度もそうなるといいのだが──。

　ともあれ『性別不詳の女じよ傑けつ』という微妙に矛盾した存在は告げる。

「最後にひとつだけ追加しておくわ。何か選択が必要になったときは三か月後、三年後を考えるといいかもね。その選択が未来をどう変えるのか……そこを踏まえて検討してみるのも、アリじゃないかしら？」




「ある意味、人間界でいちばん頼りになるのは部長かもねえ」

「なんだかんだでアドバイスはしてくれますからね。訳わからないのが多いですけど」

「いろいろ解釈できる余地を残して、人生訓っぽいコメントで締めるあたり、今回は妙に本当の占い師っぽかったな」

「もうすこしわかりやすいヒントが欲しいですよね」

　ハルとアーシャはしみじみと言い合っていた。

　ＵＦＯ研の部室を辞して、ふたたびクラブハウスの前だった。

　すでに夜の二〇時近い。だが、織おり姫ひめ・ルナ・羽は純ずみの三人はいまだにやってこない。携帯に電話をかけても通じなかった。どうしてしまったのだろう？

　ハルが首をかしげていると、不意にアーシャが言った。

「とりあえず、もう行きましょう。たぶん、ちょっとした手ちがいか軽いアクシデントなんですよ。深刻な事故とかなら柊ひいらぎさんあたりが連絡してくるでしょうし。心配する必要はないと、私は思います」

　たしかに、そんなところかもしれない。

　結局、ハルとアーシャは夜の学校をぶらぶらと歩きはじめた。

　校庭まで来ても、誰もいない。運動部の生徒はとっくに帰ったようだ。思いがけない形での、ふたりきりであった。

「だけどさ。晩ご飯とか本当にいいの？」

「ここに来る前、サンドイッチを食べてきましたから。もう十分です」

　もう十分！　食の話題で、そんな言葉をアーシャの口から聞こうとは。

　足るということを知らない人間竜巻ヒューマノイド・タイフーン──。かつての幼なじみを思い出して、ハルはやけになつかしい気持ちになった。

　しかし、この変化も受け入れるべきなのだろう、たぶん。

　思い直して、話題を変えることにした。

「でも、まさか僕たちがふつうの学校に通うことになるとはねえ」

「しかも、結構まじめに通ってますしね」

「数はすくないけど、友達っぽい人たちもいつのまにかできたし」

「晴はる臣おみなんか、ここ半年でやけに女友達が増えたじゃありませんか」

「いやいや。もともと女性の知り合いは多い方だったよ。僕らの業界、なんたって魔女を中心に回っているから」

「たしかにそうです。でも晴はる臣おみは──」

　ならんで歩きながら、アーシャは皮肉っぽく言う。

「魔女なんか恋愛対象外とか、ずっと言ってましたよね？」

「だって、いかれた……じゃない、個性的すぎる人間ばかりじゃないか。仕事上の同僚としてはまだしも、恋愛対象としては範囲外になるよねえ」

「とか言ってたくせに、どうです？　今の晴臣ときたらルナに言いよられてますし、羽は純ずみさんには『先輩♪』とか呼ばれてデレデレですし、織おり姫ひめさんとはやけに仲よさそうですし、あげくにニューヨークの《W.o.t.cウイツチーズ》まで……」

「あ、いやあ」

「でも、その分なら発言はもう撤回したようですね」

「撤回？」

「さっきのアレです。『魔女なんか恋愛対象外』って暴言。いろいろ腹立たしいのはたしかですけど、私、なんだかんだでほっとしています」

「どういうこと？」

「この私も──晴臣の恋愛対象になるということですから」

「へ……っ？」

　いきなりの爆弾発言に、ハルは凍りついた。

　今、アーシャはなんと言った？　愕がく然ぜんとしていると、幼なじみはさらに言う。

「まだわからないんですか？　私は晴臣のことをれっきとした恋愛対象として見ていますし、男と女として──おつきあいをはじめたいとも思っています」

「…………」

「大体、この間ニューヨークでキスしたじゃないですか、私たち」

「あ──まあ……うん」

「あれで私の気持ちがわからないなんて、晴臣は本当に男子力低いですね。人のこと、あれだけとやかく言っていたくせに」

　くすりと微笑ほほえんで、アーシャはハルの顔を見あげている。

　ふたりの歩みは自然と止まっていた。銀髪の幼なじみは小柄なので、自然と上目遣いになっていた。ハルはどきりとした。

　妖精じみた可か憐れんさを、強調するかのような上目遣い。

　こんな雰囲気のアーシャといっしょにいることは──初めてかもしれない。

　しかも、何かをせがむように彼女の唇はつややかだ。ハルがすこし体をかがめて、向こうがちょっと背伸びをすれば、たぶん届く。ふれ合える。

　そう確信して、愕然とする。自分は今、なんてことを考えたのだろう。

　どきりと胸が高鳴るのを、ハルは自覚した。

　そして狼ろう狽ばいする。目の前にいるのはルナ・フランソワでも十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめでもないのに、自分がこんな気持ちになるなんて……。

　しかし、もう認めざるを得なかった。

　春はる賀が晴はる臣おみは現在、家族同然だった幼なじみを『女の子』と認識してしまっている！

「え、ええと、今さらだけど、ニューヨークでのあれは……」

「私の気持ちです。晴臣のことが好きだっていう想おもいをわかってもらおうと思って、行動に移したんです」

　みごとなほどストレートな回答だった。誤解する余地はない。

「ルナに負けていられませんからね。織姫さんにも、羽は純ずみさんにも」

「か、勝ち負けじゃないと思うんだけど……」

「いいえ。こういう問題こそ勝敗がとても重要なんです。今、晴臣はまわりにいる女の子たちがみんな気になって、いろんな娘に目移りして、はっきりとした態度を取れなくなっているのかもしれませんけど」

「そ、そんなことはないよ」

　言ってから、ハルは昨夜の一幕を思い出した。

　織姫が気にしていたではないか。羽純やルナとも仲良くしていることを。その記憶がそれ以上の反論をハルから奪い、その間にアーシャはさらに言い足す。

「私……実は確信しているんです」

「確信？」

「はい。今、晴臣のまわりにいろんな女の子がいますけど。そのうち、必ず私がいちばんになるだろうって」

「…………」

　ひそかな自信を込めて、アーシャが言い切る。

　なんとも可愛かわいらしく、小悪魔風に、幼なじみのハルをからかうように。

　その仕草も表情もかつてないほど魅力的だった。長いつきあいのアーシャにこんな一面があったのかと愕がく然ぜんとし、なんとも新鮮に思えてしまった。

　別人になったような気さえするアーシャを前にして、どきどきが止まらない。

「ふふふふ。この話、そろそろやめときましょうか。入れこみすぎると、明日の決戦にさしさわりがありそうですしね」

「そ、そうしてもらえると助かるよ」

「でも晴臣。忘れないでください。雪ゆき風かぜの姫やパヴェル・ガラドの問題がかたづいたら……私の本気をたっぷり見せてあげますから」

「本気!?」

「はい。ルナも織おり姫ひめさんも、羽は純ずみさんだって存在感がかすむくらいに私が魅力的だって、時間をかけて教えてあげます。誰を選べばいいのか、鈍い晴はる臣おみでもかんたんにわかるように」

　颯さつ爽そうとしている。涼やかですらある宣言だった。

　自信と覇気が不思議なほど鼻につかない。むしろ、そういう振るまいが彼女のかっこよさと魅力を引き立てている。

　まるで戦闘中の凜り々りしいアーシャが日常にも顔を出しているような──。

　そんな気さえして、ハルは唖あ然ぜんとしてしまった。今の幼なじみは文句なしに魅力的で、美少女であった。

　強しいて文句を付けるとしたら、ひとつくらいだろう。

　そう。春はる賀が晴臣の幼なじみはこんな人間だったっけ、という一抹の疑問くらいで……。




「さて。あっちを見にいきますか」

　晴臣と校庭で別れたあと、アーシャは来た道をもどりはじめた。

　目当ての場所は、文化部クラブハウスと図書館が並び立つ一角であった。今度はＵＦＯ研ではなく、図書館の地下へ降りていく。

　地階のなかでも、《S.A.U.R.U.サウル》関係者だけが入れるフロアへ到着。

　アーシャはここの一室に鍵をかけていた。それもただの錠前ロツクではない。特級魔女マスターマギの力でかけた、《施錠》の魔術である。

　その鍵をようやく解除して、アーシャは室内に入っていった。

「お待たせして申し訳ありません、みなさん」

　まずあいさつする。返ってきたのは女子三人の声だった。

「あ、アーシャさん！」

「もうっ。わたしたちを閉じこめて、どこに行ってたの!?」

「この私をよくもはめてくれたものね……」

　白しら坂さか羽純、十じゆう條じよう地じ織姫、ルナ・フランソワ・グレゴリー。

　待ち合わせ場所に来なかった三名である。実はアーシャが前もって図書館地下へ呼び出し、ここへ閉じこめたのだ。携帯端末を没収したうえで。

　全すべては今夜、晴臣とふたりきりになるための仕込みだった。

　性格のやさしい織姫・羽純はただ動転していただけのようだが、ルナ・フランソワは明らかに不機嫌だった。

　そんな仲間三名へ、アーシャはさらりと告げる。

「ちょっと晴臣と会ってきました。みなさんが最近、私にないしょでこそこそちょっかいを出している春賀さんちの晴臣くんと……。で、訊きかせてもらいますけど」

　核心に踏みこむべく、さらに言う。

「私だけ除のけ者ものにして、何を隠しているんですか？」

「「!?」」

　素直な日本人ふたりは驚き、びくっとして、ルナの方を見やった。

　どうやらアーシャ排除の指示はあそこから出ているらしい。当のアメリカ人少女は肩をすくめて、不満そうにつぶやく。

「最近、らしくないのね。そこに気づく女子力がアーシャにあるなんて本当に予想外」

「以前の私とはちがいますから。舐なめないでください」

　決戦前の夜、晴はる臣おみとふたりきりに──だけが監禁の目的ではない。

　彼女たちにプレッシャーをあたえて、もろもろの事情を聞き出しやすくするという思惑もあったのだ。

「みなさんだけじゃなくて、晴臣本人の方も妙にこそこそしている感じですし」

「たしかに……今までのアーシャとはちがうようね。認める。実はあなたをこの件から外したのって、女子力不足が不安だったからなんだけど──」

「そんな理由だったんですか……」

「だって今のハリーにはなにより大事なことだもの。でも、これだけいろいろ気が回るのなら、あなたにも協力してもらう方がいいのかもね……」

　ルナ・フランソワはため息を吐き出した。

「でもヘビーな話よ。ハリー自身が自覚しているよりも状況はシリアスで、結構追いつめられているの。それでもいい？」

「望むところです」

　ぽつぽつとルナ・フランソワが語り出す。

　一部始終を聞き終えたとき、驚きよう愕がくと焦りがアーシャの心中を支配していた。





　　　　４






　一夜明け、パヴェル・ガラドとの約束当日が来た。

　朝の八時頃、浦安沖に現れた小島へ向けて航行中の護衛艦。海上自衛隊が出してくれた艦にハルとアーシャは搭乗していた。

「どれくらい眠れました？」

「なんだかんだで五時間くらい。今日は重要イベントの日だから、その三倍は眠って、英気を養いたかったんだけどねえ」

「それだと、開会式とイベント本番は寝坊でキャンセルになります」

「できればそうしたかったよ。でも、いろいろ胃が痛くなりそうなイベントだからか、明け方頃に自然と目が覚めちゃって」

　生あくびをしたハルへ、アーシャが言う。

　ふたりで甲板に出ている。艦内にいても手持ち無沙汰なのだ。今は東京湾の洋上をぼんやり眺めつつ、作戦開始にそなえていた。

　出動した艦艇はハルとアーシャが乗る一隻だけではない。

　ほかにも護衛艦二隻、そして潜水艦三隻が同じ海域を航行中であった。近場の航空自衛隊基地からはヘリ、戦闘機なども適てき宜ぎ出撃させる備えがととのっていた。

　全すべてハルたちをバックアップするためである。

　ちなみに織おり姫ひめと羽は純ずみはべつの護衛艦に搭乗し、作戦に参加している。

　ルナ・フランソワも指揮官として日本人組といっしょだ。

　ハルとアーシャだけが幼なじみコンビで同じ艦にいるのは、このふたりが先せん鋒ぽうとして最初に島へ上陸する手て筈はずだからだ。

　全戦力をいきなり投入しての全滅を避ける。

　昨日と同じ方針である。だが、今日こそは切り札エースの登場だった。

　やはり、春はる賀が晴はる臣おみとアーシャ＆ルサールカのチームが戦闘力、柔軟性、連携といった全ての面で最も機能的であり、この役目にふさわしいからと。

　ルナでさえ異論を唱となえなかった。

　だから今、ハルは銀髪の幼なじみとふたりで潮風に当たっている。

（昨日の話はやっぱり保留か……）

　あの『私の本気をたっぷり見せてあげます』宣言。

　今日の決戦のために一時棚上げだと、アーシャは言ってくれた。

　数時間前に顔を合わせて以来、彼女はそのことをまったく話題にしない。おかげで安心して雑談できる──。

　甲板の端にある転落防止用の柵さくにもたれかかりながら、ハルは安あん堵どしていたのだが。

　不意にアーシャがそばにやってきた。

　たがいの肘ひじと二の腕が密着する。それほどの至近距離だった。

「あ、アーシャ!?」

「晴臣。今日は私たちふたりで勝利をもぎとりましょう。約束ですよ？」

　何食わぬ顔で、幼なじみが微笑ほほえみかけてくる。

　妖精の美貌にふさわしい可か憐れんさだった。印象的で、どきりとさせられた。




　ふふっ。

　密着状態と涼しげな笑顔をキープしつつ、アーシャは心のなかでうなずく。

　案の定、晴臣はそわそわしている。さりげなく繰り出すジャブの数々、たしかに効いているのだ。まさに『計算どおり！』であった。

　今、護衛艦の甲板上でくっついているふたりを傍はたから見れば、

（まちがいなく初うい々ういしいカップルに見えるはずです！）

　そうアーシャは確信していた。

　無論、重要な決戦前にけしからんという見方もあるだろう。

　しかし、昨夜の訊じん問もんで得た情報もある。すなわち『春はる賀が晴はる臣おみ、ドラゴン化が進行中』という不吉な報しらせが……。

　織おり姫ひめ、ルナ、羽は純ずみの三人が何か隠し事をしているような──。

　以前のアーシャなら気づかなかっただろう。しかし、女子力ブースト状態の今、戦闘中に危険を察知するように、ピンとくることができた。

　竜りゆう弑ごろしのルーンを得た結果、幼なじみはぎりぎりの綱渡りを余儀なくされている。

　そうと聞いたら、協力を惜しむわけにはいかない。身体的接触をさりげなく、あるいはあからさまに繰りかえして、晴臣の回復に貢献するのだ！

　こうした選択ができるのも、女子力がアップした恩恵である。

（やっぱり、あの術は使えます！）

　催眠魔術による〝不正な能力上昇ドーピング〟。

　その効果を心からよろこぶアーシャの横で、唐突に晴臣が言った。












「ぼ、僕、ちょっと水を飲んでくるよ」

「わかりました。私はここで待っていますね」

　どきどきに耐えきれなくなったようで、晴はる臣おみが離れていく。

　表情・言葉・仕草のどれにも落ち着きがない。そわそわしている。しかし、不快そうなそぶりはない。〝女子っぽい〟アーシャを意識しているのだ。

　かつてないほどの満足感と充足感。

　幼い頃からドラゴン族との死闘をつづけてきた。だが、戦闘や勝利でこのような充実を感じたことはなかった……。

　ごきげんのアーシャは鼻歌を口ずさみ、何気なくポケットに手を突っこんだ。

　ずっと愛用してきた軍用ジャケットである。しかし、これもそろそろ新調してもいいかもしれない。もっと自分に似合う衣装はあるはずなのだ──。

「あら？」

　ポケットのなかに、メモ紙が入っていた。

　開いてみる。『後悔、先になんとやらよ』と赤ペンで書かれていた。丸っこい日本語の筆跡には見覚えがある。ここ数か月、何度も受けてきた自分磨きのレッスン。あの人がホワイトボードや台本などに書きこんでいたときの字だ……。

　そういえば、今朝はバナナ一本とカフェオレ一杯だけが朝食だった。

「大丈夫です。ハンニバルとの対決だって、何の問題もなく乗り切ったわけですし。私はこれで……いけるはずですっ」

　暗示をかけるように、想おもいを口に出す。

　もう特設リング代わりの島の近海まで到着している。ここから晴臣とふたりで上陸し、対パヴェル・ガラド戦の切り込み役となる──。

　恋愛モードを一瞬にして棚上げし、アーシャは戦闘への集中をはじめた。

　子供の頃から、ずっと繰りかえしてきた仕事である。今回も問題なく〝欧州最強の撃墜王アナスタシア・ルバシヴィリ〟の貌かおにもどることができた。

　自分の活躍を見れば、晴臣も惚ほれ直なおすはず。

　そう予感したとき。

　南方の空から、白銀の巨体が天あま翔かけてきた。

　パヴェル・ガラド。剣の竜りゆう弑ごろしを継いだドラゴン上位種。もはや見慣れたと言ってもいい宿敵の姿である。しかし、アーシャは目を疑った。

「四体もいる!?」

　そう。白銀色の剣竜は一体だけではなかった。

　彼と同じ姿形を持つドラゴンは四体もいて、編隊を組んだ戦闘機チームさながらに飛来してきたのである。




「ルルク・ソウンの魔術か！」

　艦内に鳴りひびく『ドラゴン出現！』のアナウンス。

　それを聞いて、ハルは甲板に飛び出した。《視力強化》の魔術を使って、南方の空を眺めれば──四体ものパヴェル・ガラドが高速で接近中である。

　ドラゴンたちは、その背後に七個の魔術記号をひきつれていた。

　もちろん、ルルク・ソウンの秘ひ文も字じだ。配列の意味は『分身』だった。

「「「「ふふふふ。よく来た、人間諸君！」」」」

　四体のパヴェル・ガラドが異口同音に叫ぶ。

　男らしい美声による呼びかけは、決闘場代わりの島周辺に大きく鳴りひびいた。

　この四体──本物はひとつだけのはずだった。ほか三体は幻影もしくは、魔術で模造したパヴェル・ガラドもどきなのだろう。

　しかし、僭せん主しゆの目をもってしても、本体がわからない！

　さすがというべき巧妙な偽物を造り、ハルたちを攪かく乱らんしにかかっている。

「我が宿敵の介添え役、ご苦労だとは思うが──済まないな！」

「屠と竜りゆうの秘文字を継ぐ者同士の決闘に！」

「君たち人間ごときがしゃしゃり出る余地はない！」

「すみやかな退場をお願いするとしようか！」

　白銀のドラゴン四体が口々に宣戦布告した。

　彼らが右手にかかげるのは、武骨なる長剣──。

　もちろん屠竜の剣だ。四振りの長剣はそれぞれの刀身より稲妻を放射し、周囲三六〇度を無差別に襲う。この攻撃が海面と、さらにハルたちを乗せてくれた護衛艦にも降りそそぐ。海中の潜水艦なども激しい衝撃に襲われているかもしれない。

　ゴォォォォオオオオオンンンンッ！

　ハルが乗る護衛艦も側面に稲妻を浴びて、撃沈の危機──否いな。

「ルサールカ、不ふ朽きゆうの加護！」

　幼なじみが指示する声を、ハルは聞いた。

　艦の上空に蒼あおきワイバーンが具現化し、真珠色の光を全身から放つ。

　竜王と僭主たちを守護する防御結界『不朽の加護』である。この光がルサールカだけでなく護衛艦までもつつみこみ、竜族の稲妻をぎりぎりではじいてみせる。

　さすが〝撃墜王〟アーシャ。迅速な対応で艦を守ってくれたのだ。

　また、もう一隻の護衛艦。

　その上空に悪あく路ろ王おう、水み無な月づき、グリンダ──リヴァイアサン三体が具現化していた。

　九尾の狐こ狼ろう、エメラルド色の竜りゆう蛇だ、三つもの頭部を持つ魔性の獅し子し。この三体も不朽の加護を展開して、ガラドの稲妻から乗艦を守護する。

　しかし──

　魔女とリヴァイアサンが搭乗していなかった護衛艦もいた。

　この艦は稲妻の直撃をまともに浴びる形となり、為なす術すべなく轟ごう沈ちんしていく！

　元凶である四匹もの銀竜に、人間側もすかさず反撃を繰り出した。ハルの乗る艦、織おり姫ひめらが乗る艦は近距離──三〇キロ圏内用の対空ミサイルを撃ち放ち、一二七ミリ機関砲を連射して、銀竜一体とその分身三体を狙ねらう！

　だが、計四体のパヴェル・ガラドも真珠色の光をまとう。

　不ふ朽きゆうの加護。必ひつ滅めつ之の法ほうクラスの攻撃でなくては容易に破れない防護障壁。当然、人間側の火力など鼻で笑うようにして一切を遮断する。

「ま、順当な展開ってやつだよね……」

　同じ防具を持つ身として、ハルはぼやいたのだが。

　すぐに「えっ!?」と我が目を疑う羽目になった。

「グリンダが──墜落した？」

　そうなのだ。ルナ・フランソワの相棒が墜落をはじめた。

　四体もいる銀竜を迎え撃つべく、飛行中の獅し子し型リヴァイアサン。

　その雄姿が力なく、東京湾の海面へと落ちていった。まるで『海に飛びこめ』と命じられたかのように。

　しかも戦場にもどろうともせず、グリンダは波間をブイのように漂うのみ。

　完全に活動停止だった。おまけに、この直後。悪あく路ろ王おうと水み無な月づき、日本人魔女たちのパートナーも次々と海に落ちていったのである。

　グリンダ同様、こちらの二体も波間をぷかぷかと漂っている。

「一体、何があったんだよ!?」

　べつの艦に乗っている仲間たちに非常事態が発生しているらしい。

　通信で確認──否いな、秘ひ文も字じの力で彼女たちの状態をたしかめようと考えたとき、ハルは幼なじみの鋭い声を聞いた。

「晴はる臣おみ。《弓の秘文字》を使わせてください！」

　こちらに銀髪の美少女が駆け寄ってくる。

　あいかわらずの美貌だが、さっきとはまるで雰囲気がちがう。凜り々りしいだけでなく逞たくましく、ふてぶてしい。なぜかハルはほっとした。

　アーシャは戦士の顔をしていた。ハルがよく知る顔つきだった。

「今はとにかく、ルサールカだけであの四体をまとめて相手する必要があります。それには秘文字が不可欠です！」

「了解っ。じゃあ、君の好きにやってく──」

「やらせるわけにはいかないな」

　アーシャが訴え、ハルがうなずいた瞬間、ぼそりと告げられた。

　いつのまにか、ひとりの自衛官が近くに来ていた。

　白を基調とした海自の制服を身につけている。が、なぜか顔がよくわからない。霞かすみのようなもので顔面が隠されている。

　ハルはハッとした。これは隠いん蔽ぺいの魔術だと。

「魔女……というのだったな。すまない。君のような小者を襲うなど、竜の種族としてはいささか威厳が傷つく行為だが──君らがどうしても邪じや魔まなのだ」

　その男らしい美声、パヴェル・ガラドのものだった。

　顔がよく見えない自衛官は右手の掌てのひらをまっすぐ突き出していた。不等号の印『＜』を三つ連ねた記号が手のひらに浮かんでいた。

　これこそが《剣の秘ひ文も字じ》。パヴェル・ガラドの紋様だ。

　謎の自衛官はその文字より白い光を放ち、銀髪の美少女を狙ねらい撃つ──！

「アーシャ！」

　気づいた瞬間、ハルは右手に魔銃を呼んでいた。

　撃つ。ためらわず自衛官を撃つ。彼の全身を守るように不ふ朽きゆうの加護が広がって、ハルの銃撃をはじきとばしてしまう。

　しかし、この衝撃が狙いを狂わせた。

　自衛官の放った光はアーシャを貫くはずだったが、わずかに右へずれる。

「よく防いだ、春はる賀が晴はる臣おみ」

　標的を外した自衛官は飄ひよう然ぜんと言う。

　彼の顔を隠していた靄もやが晴れた。銀髪で、しかも白はく皙せきの美貌。見覚えがある。かつて一度だけ目撃した──パヴェル・ガラド人間体の貌かおだった。

　そして次の瞬間。

「はあっ！」

　ガラド人間体がやにわに駆け出し、長剣を突きこんできた！

　その切っ先をハルは不朽の加護で受けとめる。もちろん屠と竜りゆうの剣だった。服装も一瞬にして変わっている。夏物のジャケットにシャツ、ズボンという一式だ。幻覚系魔術で変装していたのだろう。

「空で暴れている連中──あいつら、全部偽物か！」

「あいかわらず聡さといな。あわよくば君の眷けん属ぞくたちを……この姿で襲い、ひそかに抹殺しようとも考えたのだが」

「!?」

「しかし、さすが君の下僕たちだ。皆、なかなかに心利いていた。姿を偽ろうともかんたんには始末できそうになかったので──」

　ハルは一瞬だけ愕がく然ぜんとして、すぐに安あん堵どした。

　リヴァイアサン三体が墜落した理由、まさか魔女たちの身に危害がおよんだからかと恐怖に襲われたのだが、そうはならなかったらしい。たしかに、今もアーシャはガラド人間体の前から退避すべく、全力疾走をはじめていた。

　甲板から艦内に駆けこみ、ハルの足手まといになるまいと。

「晴はる臣おみっ。とりあえず、この場はまかせます！」

　己おのれの能力の限界を超えるような無む茶ちや・無む謀ぼうはしない。

　さすが歴戦の勇者という判断力で駆け出したアーシャ。しかし──その足下にルルク・ソウンの秘ひ文も字じ《呪じゆ縛ばく》がいきなり顕あらわれた。

　せっかくの全力疾走はぴたりと、不自然に静止してしまう。

　金縛りの魔術によって、銀髪の幼なじみは身動きを封じられたのだ！

「アーシャ！」

　叫びながら、ハルは目撃する。

　颯さつ爽そうと飛行していたルサールカが羽ばたきをやめ、墜落していく、

　東京湾の海面に着水したあとは、難破船の木材よろしく波間を力なく漂うのみ。ほかのリヴァイアサン三体と同じ状態だった。












「ほかのみんなもアーシャと同じ術で《呪じゆ縛ばく》したのか!?」

「うむ。あとは君についてだが──わたしと共に旅立って欲しい」

　ガラド人間体の頭上に、ルルク・ソウンの秘ひ文も字じが輝く。

　数は四つ。配列の意味は《高速飛行》。直後、ハルの体は空に浮き上がっていた。

「晴はる臣おみ!?」

　金縛りを受けても、声は出せるらしい。アーシャの叫び声が聞こえる。

　しかし、それで飛行は止まらない。幼なじみと護衛艦から引きはなされる形で、ハルはガラド人間体といっしょにぐんぐん高度を上げていった。

「やはり人間などに化けるのは気疲れするな」

　ガラド人間体が目の前で変身をはじめた。

　美青年の姿形から、白銀のドラゴン上位種へ早変わり。体のサイズも一八〇センチ程度から全長一七、八メートルへ、一気にふくれあがった。

　銀竜に押し上げられる形で、ハルの体は高度数百メートルまで一気に運ばれた。

「僕をどこに連れていくつもりだよ!?」

「ひとまずトーキョーに向かうとしよう。君のまわりの邪じや魔ま者は排除できた。春はる賀が晴臣。これでゆっくりと、君の相手をできるはずだ……」

　邪魔者。排除。どきりとして、ハルは視線を下に向けた。

　遥はるか眼下の海面に、ルルク・ソウンの秘文字が一三個も顕あらわれている。その配列はきわめて巨大で、全長一三〇メートルの護衛艦とほぼ同じサイズだった。

　意味は《異界の門よ、開け》。

　転移の魔術である。何かをここではない何ど処こかへ運ぶための……。

「させるか！」

「あいにくだが、それはわたしの言うべき言葉だな」

　転移魔術を消滅させるべく、とっさにハルは《解かい呪じゆ》を使ったのだが。

　術は何の効果も発揮しなかった。見れば、ドラゴンにもどった旧敵の巨体──その胸に《術法妨害》のルルク・ソウン文字が浮かんでいる。

　至近距離で使われた魔術を無効化する。防御魔術の一種だ。

　これを破るには必ひつ滅めつ之の法ほうレベルの魔力を術に注ぎこむか、すこしでもいいから術者と距離を取るか──。魔導の杖である魔銃が教えてくれた、

　しかし、もう遅い。

　ぷかぷかと海面に浮くだけとなっていたリヴァイアサンたち。

　ルサールカ、悪あく路ろ王おう、水み無な月づき、グリンダが一三個の文字列《異界の門よ、開け》に吸いよせられ、そのまま消失していった。

　海の藻も屑くずになったのではない。残骸も残さずに消滅させる攻撃魔術でもない。

　ここではない何処かへ転移していったのだ。

「アーシャ！　十じゆう條じよう地じ！　白しら坂さか！　ルナ！」

　ハルは立てつづけに名前を呼んだ。仲間というだけではなく、魔術の絆きずなで結ばれた同士である。だから、すぐに直感できた。

（……いなくなった）

　どれだけ大声を張りあげても、目をこらしても、彼女たちに届くことはない。

　春はる賀が晴はる臣おみの眷けん属ぞくたちは──その存在ごと、地上から消滅を遂げていた。死んではいないという直感はあるものの、地球上のどこにも彼女たちは〝いない〟気がする……。

　ガラドの秘術《異界の門よ、開け》。

　その畏おそるべき効果はリヴァイアサンだけでなく、そのパートナーたちまで護衛艦の上から消失させたのである。

「みんなをどこにやったんだ!?」

「地上、地底、海中、空、星海……そのいずれでもない場所とだけ言っておこう。わたしを倒したあとで、じっくりと探すことだな」

　目の前のドラゴンを詰問しても、平然たる声しか返ってこない。

　すさまじい高速で東京方面へ運ばれながら、ハルはため息をつきたくなった。

「あの島、これ見よがしに造っただけで、ただの囮おとりだったのか」

「まあ、そういうことだな。なんでもよかったのだよ。君の注意を惹ひきつけ、わたしの意図を悟らせない──そのための道具になるのなら」

「僕と魔女のみんなを分断したのも、その一環ってわけか」

　たしかに、自分でもそうすると。ハルは暗あん澹たんたる気分で思う。

　春賀晴臣を追いこみたいなら、まず協力してくれる魔女たちとひきはなす。

「でも、まさかあんたにやられるとはね……」

　戦闘種族のドラゴンらしい勝利への執念。

　そして、戦闘種族のドラゴンらしからぬ細心の気配り。

　かつてと変わった旧敵の恐ろしさを目の当たりにして、ハルは大きく息を呑のんだ。こんなモンスターを相手に、自分はどこまでやれるのだろう？

　真珠色の加護に守られながら、不安と緊張で身も心も固くなる。

　結局、自分は非戦闘要員なんだな──そういう自覚をあらたにする。ここで闘志がわき出てくるほど、春賀晴臣にファイターの気質はないのだ。

　だが、それでもやらなければ。

　闘志ではなく義務感と開き直りにまかせて、ハルは叫ぶ。

「頼む女王！　僕の手足になって、こいつと勝負してくれ！」

　東京新都を舞台にする僭せん主しゆ同士の対決、第二ラウンド。

　いよいよはじまりだった。





【第三章　新都騒乱】
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　胡こ月げつ学園一年Ｆ組は二時間目の授業中であった。

　一学期のスタート時よりも、クラスメイトが二割ほど減っている。ここ数か月の間に頻発したドラゴン・ストライクの影響である。

　しかも、今日はイレギュラーな欠席者が三名もいた。

　春はる賀が晴はる臣おみ、アナスタシア・ルバシヴィリ、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめ──。

　武む藤とうさんと船ふな木きさんにとっては〝仕事仲間〟でもある友人たちだ。欠席の理由、詳しくは聞いていない。しかし、東京防衛の要かなめらしい〝対ドラゴン関係者〟が三人まとめて不在であることから、余程の何かがあるのだろうとは漠然と察していた……。

　だからだろう。

　二時間目の授業中。市街のあちこちに設置されたスピーカーが緊急避難勧告をいきなり放送し出しても、まったく動揺しなかった。

『都民のみなさん、落ち着いて所定の避難所へ──』

　女性によるアナウンスが〝ドラゴン〟の接近と退避の必要を告げる。携帯端末にも続々と避難を誘導する情報が届けられる。

　しかし、このときまではクラスの大半が落ち着いていた。

　多少そわそわする生徒がいる程度だった。なんといっても二一世紀生まれ、竜の存在が当たり前になった時代の子供たちなのだ。

　整然と、秩序を守って、避難を開始しようという寸前。

「きゃあああああああああっ!?」

　窓際の女子生徒がそれに気づき、悲鳴をあげた。

　外を指さしている。低空域──高度百数十メートルあたりを、巨大生物が二匹も飛行中だった。片方は紅ぐ蓮れん色、もう片方は白銀である。

　もちろんドラゴンなのだが、どちらも体格はラプトルの倍以上であった。

　そして、二匹とも真珠色のバリアーめいた光をまとっていた。

　白銀色が紅蓮色にしがみついている格好だ。しかも〝白銀色〟の右前肢は相手の喉のど仏ぼとけをおさえ、そのまま隅すみ田だ川がわ方面へ〝紅蓮色〟を運んでいる！

「あのときのドラゴンじゃん！」

　銀色のバケモノを見るなり、武む藤とうさんは立ちあがった。

　夏休み前、ひょんなことから知り合った美青年──別れる直前、彼は銀と赤のカラーリングでおなじみの宇宙戦士よろしく変身した。あの銀色のドラゴンに。

「今の二匹、どっちも分類としてはドラゴン上位種だよね」

　級友・春はる賀が晴はる臣おみから竜族についての専門知識を山ほど得ている。あの巨体と力強さ、瞳ひとみに宿る知性の輝き。まちがいない。

「この目で見られる日がまた来るなんて……」

　感動にまかせて、つぶやく。だが、周囲はそれどころではなかった。

　二匹の上位種はかなり間近を──それこそ学園校庭の端をかするようにして、通過していったのである。また、竜たちはなにか魔力のようなものをまきちらしていたらしく、いきなり教室のガラスが全すべて──ぱりんと砕け散った。

「きゃあああっ！」「わああっ!?」

　ふたたび女子の悲鳴。男子の悲鳴もつづく。

　休み時間でなかったのが幸いだった。もしそうなら、窓際にいた生徒が怪け我がをしていたかもしれない。

　授業でみんな席に着いていたおかげで、その手の被害者はゼロだった。だが。

　代わりに、大混乱がはじまった。級友たち、さらには教師までもが我先にと教室から飛び出していき、一刻も早く校舎から出て行こうと階段に殺到していく。

　しかも廊下にあふれ出た生徒は、一年Ｆ組だけではない。

　ほかのクラス──否いな、学校中が似たような状況らしく、すさまじい数の生徒が廊下で押し合いへし合いをしている。

　とはいえ、四分の一ほどの生徒はなんとか冷静さをキープしていた。

　彼ら・彼女らはほかの仲間に落ち着けと訴えているが、ほとんど効果はない。

　無論、武む藤とうさんも数少ない〝冷静側〟の一員だったのだが。

「……ちょっといい？」

　制服の袖を引かれた。ツインテール女子の船ふな木きさんだった。

「こんなんじゃ当分、上う手まく避難できそうにないしさ。さっきのドラゴンたち、どうなったか見にいかない？」

「お、いいね」

　教室の天井を指さされて、武藤さんはすぐに意味を呑のみこんだ。

「じゃあ、行っちゃう？」

「うん。ところで、銀のドラゴンのところに行けば、あのイケメンさんにまた会えたりするのかな？」

「あいつが──ドラゴンのやつが変身してくれたらだけどねえ」

　ふたりは教室を出た。

　人を押しのけながら、苦労して階段へ向かう。一年Ｆ組は五階建て校舎の四階にある。一階玄関よりも、上に向かう方がもちろん楽だった。

　しかも、ほかの人間はみんな下をめざしている。

　というわけで、比較的すくなめの労力で〝屋上〟までやってこられた。

「あれえ？　部長じゃないですか！」

　先客を見つけて、武藤さんは驚いた。

　ＵＦＯ研の部長にして上級生、Ｍ部長が屋上に来ていたのである。

「アンタたちも同じこと考えたみたいね」

　推定体重一二〇キロの部長は、旧東京の遠景をバックにたたずんでいた。

　旧東京租借地。実は両りよう国ごくにある学園から一キロと離れていないのだ。

　かつての東京都心部──山手線、新宿、渋谷、六本木といった市街はあのなかでむなしく廃はい墟きよとなり、鉄くずやガレキとなって、無惨に沈黙している。

　そして、旧東京のランドマークは今日も健在だ。

　昔、銀座と呼ばれた土地に屹きつ立りつする純黒の三角柱・モノリス。高さ一千メートルにも達する建造物は学園からもよく見えた。

「ドラゴンたちは向こうの方に落ちていったわよ」

　Ｍ部長は北──駒こま形がた、吾あ妻ずま橋ばし方面を指さしてみせた。

　隅すみ田だ川がわの近くである。この一級河川の東は東京新都、西は旧東京租借地という区分なのだが、駒こま形がた界かい隈わいはまぎれもなく東側……。

　武む藤とうさんは愕がく然ぜんとした。

「じゃあ、新都のなかに敵のドラゴンが二匹も……」

「両方とも敵じゃあないと思うけどね」

「どういうことですか!?」

「紅あかい方はたぶん、春はる賀がの息がかかっていると思うの」

「ホントですかっ!?　なら、そんなに大変なことにはならないかもですねー！」

　船ふな木きさんがよろこぶ。

　未来を見通すかのごとき、Ｍ部長の超能力ないし霊感。そのすごさ、武藤さんだけでなく船木さんもすでに知っているのだ。しかし。

「でも、あいつの方もピンチみたいよ。アタシは……春賀のやつが仲間とはぐれて、ひとりきりになってるように感じるのよね」

「ええっ!?」

「このままだと……ダメかもしれない、あいつ」

　Ｍ部長は深刻そうに『むふうん』とため息を吐き出した。

　一年生ふたりはごくりと息を呑のみ、学園最大の怪人を不安と共に見つめるのだった。
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「ルルク・ソウンの叡えい智ちよ、我に力を！」

「以下同文で僕にも力を！　頼む！」

　僭せん主しゆ二名による魔術行使の指令呪文コマンドワード。

　パヴェル・ガラドは《高速飛行》のルーン配列で飛び立った。これは生身であるドラゴンの飛行速度を桁外れに上げて、音速の壁を突破させる術だ。

　しかし、ハルも《念動力》の配列を使う。

　敵の音速飛行を見えざる念力で抑えこむためであった。

　本来なら、マッハ一〇にも二〇にも到達したであろう銀竜の飛ひ翔しよう。

　それをハルの念力が時速五、六〇キロ程度まで封じにかかる。だが、その減速状態をガラドの念力が中和しにかかり、結局ふたりは高速道路を走る自動車並みのスピードで浦安沖から東京新都へ移動し、隅田川を超えて──

　最後は、旧東京租借地の浅あさ草くさ界隈に墜落する格好となった。

　雷門、浅せん草そう寺じなどの観光名所を要した市街である。紅ぐ蓮れんと白銀、二体のドラゴン上位種はそのまま球場でスライディングする野球選手のようにすべり、旧浅草の廃はい墟きよをまとめてなぎ倒していった。

　浅あさ草くさ駅近くの高層ビルにぶつかり、ようやくスライディングが止まる。

　ちょうどパヴェル・ガラドが紅ぐ蓮れんの女王を組み敷いているような体勢だった。その瞬間、ハルは女王に『蹴けれ！』と命じていた。

「この！」

「ふふふふ。力強くなったものだな！」

　左後うしろ肢あしによって、ガラドは大きく蹴り飛ばされた。

　ただし、白銀色の腹部を抉えぐるはずだった蹴りは不ふ朽きゆうの加護の光で阻はばまれ、竜族の勇者はなんら傷ついていない。

　が、ノーダメージは女王も同じ。

　立ち上がると同時に、ハルは《不動呪じゆ縛ばく》の行使を命じた。

　ルルク・ソウンの秘ひ文も字じを七つ、拘束具のように敵へ投射して、身動きを封じてしまう魔術だった。物理ダメージではないので、加護では防げない。

　しかし、パヴェル・ガラドも慣れたものだった。

　紅蓮の女王が投じた秘文字七つを、左掌てのひらで受けとめてみせる。

「凶呪を祓はらう盾よ！」

　白銀の掌には、ルルク・ソウンの秘文字が二個顕あらわれていた。

　意味は《聖霊の盾》。悪あしき呪じゆ詛そを封じる術である。この配列とぶつかって、女王の《不動呪縛》は消滅してしまった。

「魔法使いのテクニックじゃ、あっちがだいぶ上か」

　ハルはつぶやいた。

　ふたつのルルク・ソウン魔術の並行使用。適切な対抗呪じゆ文もんを瞬時に選択するなど。魔術使いとしては、やはり純血のドラゴン上位種に一いち日じつの長があった。

　しかし、ハルにもアドバンテージはある。

「ソロモン先輩──僕に力を貸してくれ」

　古代イスラエル王にして、いにしえの大魔術師ソロモン。

　夏休み中、紅蓮の女王は彼の霊魂を《指輪の秘文字》ごと呑のみこんだ。大王の魂はいまや春はる賀が晴はる臣おみの下僕といってもいい存在なのだ。

　女王の心しん金がねを出力全開にしたところへ、大王と指輪の霊力を上乗せすれば──

「ほう！」

「ハンニバルとも渡り合えたくらいだし、これなら……！」

　ニューヨークで紅あかき竜王と対決したとき、まさにこの状態だった。

　あのときはソロモン王が下心から手助けしてくれた。が、今は完全にハルの意思で大王と指輪のパワーを掌しよう握あくしている。

　体長二〇メートル近い女王。その全身が白金色の光につつまれた。

「弓の秘ひ文も字じ──」

　つぶやきつつ、ハルは実感していた。

　今、女王が手にした魔力はパヴェル・ガラドのそれを凌りよう駕がしている。

「あとはおまえにまかせた！」

　紅ぐ蓮れんの翼を大きく広げ、紅あかきドラゴンはふたたび宙に浮かびあがった。

　その左手に具現するのは屠と竜りゆうの弓。そして、右手に具現するのは焔ほのおの玉──。女王は焔の玉を弦つるにつがえて、ぎりぎりとひきしぼり、撃ち出す。

「竜王の御お歴れき々れきにも見劣りしない力……みごとだ！」

「いけ！」

　焔の玉は九発もの火焔弾に増殖しながら、地上へ降りそそぐ。

　その全すべてが白銀の巨体に襲いかかっていった。フルバーストの必ひつ滅めつ之の法ほうだった。対するパヴェル・ガラドの手にも、屠竜の剣が忽こつ然ぜんと顕あらわれる。

「燃えよ、我が剣……」

　見慣れてしまったはずの長剣に変化が生じていた。

　昨日と同じく、刀身が蒼あおき焔につつまれた。そして、燃える刃やいばを取りまくルルク・ソウンの秘文字が一四個……！

　意味は『我こそは神速の剱つるぎを振るう者なり』。

「竜に仇あだなす不ふ祥しようの器、疾とく両断せよ！」

　目にも止まらぬ早さでパヴェル・ガラドは九度、突きを放った。

　青白く燃える長剣の切っ先は、九つもの火焔弾をほぼ一瞬にして貫いてしまう。時間にしてコンマ一秒すらもかかっていないかもしれない。

　しかも、貫かれた火焔弾はそのままあっさりと消滅を遂げる……！

　奇跡の剣速による九段突き。だが、ハルはべつの点に注目していた。

「剣の秘文字──前より威力が上がった？」

　弓と剣。ふたつの竜りゆう弑ごろしが必滅之法をぶつけ合い、対消滅していった。

　それが今の攻防だ。しかし、たがいの威力がほぼ互角でなければ、相打ちにはならない。威力で劣る方がはじきとばされるだけだろう。そして、紅蓮の女王は竜王級の魔力で必滅之法を放ったのである。

　それと相打ちになったガラドの剣、こちらにも竜王級の威力があったのか？

「だったら、もう一度だ！」

「何度でも同じこと。試してみるがいい！」

　女王はふたたび九つの火焔を放ち、銀竜は九段突きでその全てを刺しつらぬく。

　まったく同じ攻防が録画のように繰りかえされた。つまり、パヴェル・ガラドが見せた力はまぐれではない……！

「君も、炎帝も、気づいていなかったようだが──」

　銀竜が言う。炎帝とは、竜族の間での竜王ハンニバルの呼称だ。

「わたしは忍びに長たけた眷けん属ぞくを北米大陸に派遣し、君たちの戦いを記録させていたのだよ。春はる賀が晴はる臣おみはいまや竜王に近しい力を持つ。その事実、とっくに承知していた」

「また、らしくない小細工をしているな」

　ハルは眉まゆをひそめた。

「そういうのは僕みたいな小者がやればいいことで、あんたは実力者らしくどっしりかまえていればいいんだよ」

「ああ。これはまさしく『君のやりそうなこと』を模倣したのだ」

　適当な憎まれ口に、思いもかけない答えが返ってきた。ぎょっとするハルへ、さらに予想外の言葉が降りかかる。

「わたしは君を超えるために春賀晴臣という男を──そして人間という種族を研究し、分析してみた。結果、こう考えたのだよ。人間である君の流儀にも見習うべき点がいくつかあるようにも思える……。試しに模倣してみてはどうかと」

「な、なんだって？」

「竜族の流儀にこだわるだけでは、王への道を成就できない。ならば、己おのれを変えるしかないだろう。ふふふふ、君が教えてくれたことだぞ？」

　感謝するようにパヴェル・ガラドは語る。

　しかも愕がく然ぜんとするハルへ、竜族の勇者はさらなる衝撃をもたらした。

「だが、変わったのはわたしだけではないだろう？　そもそも先に人間以外のものに変わったのは君の方だ」

「えっ？」

「竜王の心しん金がねを取りこんだ時点で、君は人間を逸いつ脱だつしたと言える」

「…………」

「その後も人ならざる魔導の徒として成長を重ね、わずかな間にわれらジズーを凌りよう駕がするまでの力を得た──。実際、昨日も君の変化を見て、感動したものだ」

　パヴェル・ガラドは興奮に打ちふるえる声で言う。

　哲学と方法論に変化はあっても、血気さかんな熱血気質はあいかわらずらしい。だが、ここでハルはあることに気づいた。

　そういえばガラドのやつ、さっきから僕を全然見ていないぞ。

「人間を超える心金と魔力を得て、君の肉体は変へん貌ぼうしつつあるのだな。人間出身の僭せん主しゆは多くがそうなると聞いていたが──春賀晴臣もその道を往ゆく、か」

　今、白銀のドラゴンが見つめるのは紅ぐ蓮れんの女王だった。

　まるで春はる賀が晴はる臣おみその人へ語りかけるように、怪獣サイズの紅あかきドラゴンと見つめ合い、銀の右手で屠と竜りゆうの剣をかまえている。

　──待て待て。じゃあ、僕は一体どこにいるんだ？

「!?」

　ようやくハルは自覚した。いつのまにか宙に浮いている!?

　対たい峙じするガラドと女王から一〇メートルほど距離を置いたあたりの空中。そこにふわふわとハルは浮いていた。

　服を着た全身が──なかば透きとおっている。

（実体じゃない……今の僕は霊魂、みたいな状態なのか！）

　すぐに思い直した。みたいではない。霊体そのものだった。

　そして、パヴェル・ガラドに語りかけていた言葉の数々。それらは紅ぐ蓮れんの女王──その心しん金がねから発信されていたのだ。

　白銀のドラゴンはおそらく、ハルの霊体を認識していない……。

（というか、もうあっちが僕の本体になりつつあるのかも）

　とんでもない可能性まで思いついてしまった。

　もし実体だったら、がくがくと全身が震えていたかもしれない。一方、パヴェル・ガラドはますます意気軒高として言い放つ。

「君をまがいものの蛇どもと魔女なる輩やからより切りはなしたのも、勝利のための布石だ。孤立無援の君を──今から、我が眷けん属ぞくと共に追いつめるとしよう」

　そのまま屠竜の剣の切っ先を天に向けた。

　ルルク・ソウンの秘ひ文も字じが出てくるのかとハルは予想し、それは正解だったのだが──顕あらわれた文字の巨大さを見て、仰天することになった。

　天に描かれたのは、不等号の印『＜』を三つ連ねた《剣の秘文字》。

　ただし、おそろしく巨大だった。この竜りゆう弑ごろしのまわりを丸でかこめば、円周四〇キロほどになるだろうか。

　かつて東京都を周回していた山手線の円周と、ほぼ同じスケールである。

　そして、巨大すぎる《剣の秘文字》が下界に──東京新都に向けて、まるで雪でも降らすように黄金色の小さな粒子を放出しはじめた。

　もしかしたらと、ハルは生なま唾つばを飲みこんだ。

　パヴェル・ガラドは今、東京新都の全域を対象にして、なにか壮大な儀式魔術をかけているのではないか。

　ハルは紅蓮の女王にメッセージを発信させた。

「あんたがここ二か月くらい東京のあちこちに出没してたのって……やっぱり、その見るからにとんでもない感じの術を仕込んでいたのか？」

　確認ではなく、もはや確信と共に訊きく。

「一体、何をやってたんだよ？」

「あまり派手な細工をしては、君たちに気づかれる。このトーキョーという都を形作る大量の石と金属──そのなかにわたしが錬成した鋼はがねを混ぜていっただけだ。我が術への反応を迅速かつ鋭敏にするために」

「そういえば、錬金術も得意なんだっけ……」

　さまざまな呪じゆ的金属を用途別に錬成。さらには魔力も付与する。

〝錬金魔術師〟パヴェル・ガラドの得意分野だった。そのような細工をひとりで、しかもわずか二か月の間に行うなど、只ただの人間には不可能もいいところだろう。

　だが、ドラゴン上位種のスキルをもってすれば──

　さほどの難事とは思えない。はたして、これから何が起きる？

　ゴォォォォォオオオオオオオオオオオオオンンッ！

　いぶかしんだ瞬間、爆音がとどろいた。

「!?」

　自分たちは今、隅すみ田だ川がわのほとり・隅田公園にいる。

　花見スポットとしても有名な、新都内にしては広い公園だ。そして、隅田川と並行して、かつて『首都高』と呼ばれた道路──新都高速道路がのびている。

　この高速道路の一部がいきなり爆発した。

　とある部分の高架線と、それを下で支える極太の柱が何の前ぶれもなく大爆発を起こしたのである。大小さまざまなコンクリート片が飛散する。

　……また、ふきとぶ破片とガレキのなかに、鋼の棒らしきものがまざっていた。

　鋼の棒はぐねぐねと曲がり、変形をはじめた。あっというまに生き物の骨格めいた形になってしまった。

　そのまわりにコンクリート片が次々とくっついていく。

「まさか、ゴーレムの一種か……？」

　魔術で創造した操り人形をゴーレムという。

　今、ハルの目の前で、鋼の骨格とコンクリートを素材とする魔法生物が誕生した。形と体のサイズは竜族小型種ラプトルに酷似している。

　しかも一体だけではない。ふきとんだ破片のことごとくが合体・変形したのである。

　ざっと見ただけでも、二〇〇体は誕生したのではないだろうか？

　形状もさまざまだ。ラプトル型が多いが、ほかにも蛇の形態をしたもの、昆虫の形態をしたもの、魚類の形態のもの──。

　どれも体長七メートルほどで空を飛ぶ。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じ……」

　ハルはすかさず魔術を使う。顕あらわれたのは《目》を意味する一字のみ。

　この秘ひ文も字じが空へ昇っていった。下界の様子を高みから広く俯ふ瞰かんし、情報収集する便利な術なのだ。

　新都各地で予想どおりの異変が起きている。ハルは驚かず、むしろあきれた。

「要するにアンタは……」

　首都高の爆発箇所は、ハルたちがいる隅田公園の前だけではなかった。

　堀ほり切きり、向むこう島じま、両りよう国ごく、清きよ洲す橋ばしなどなど、ほかにも数十箇所。その全すべてのポイントから大量のゴーレムが誕生しつつあった。

　パヴェル・ガラドの思惑、ハルにはもう理解できていた。

「東京のいたるところにある鉄筋建築やコンクリートなんかを素材にして、大量のゴーレム──自分にしたがう軍勢を造ろうと考えたんだな！」

　対して、今のハルには仲間がいない。

　助けてくれる魔女たちも、リヴァイアサンも不在だった。

　孤立無援の春はる賀が晴はる臣おみに勝機はあるのか？　先行きの暗い戦いがはじまろうとしていた。





　　　　３






　東京を守護するはずだった四人の魔女たち。

　しかし、パヴェル・ガラドの秘術にとらわれて、『蛇』と呼ばれる彼女たちのパートナーは四体とも東京湾から消滅した。

　それと同時に、魔女たちも意識が朦もう朧ろうとなり──そのまま数分が経過。

　正気にもどったところで愕がく然ぜんとした。状況は思いがけない方向に一変していた。

「わたしたちって、東京湾にいたはずよね？　いつのまになんとか砂丘まで瞬間移動したのかしら？　大手チェーンのカフェとコンビニとかすくない県の」

　ルナ・フランソワが不満そうにつぶやいた。

　四人は今、砂地の上にいた。

　とにかく一面の白い砂。地平線の彼方かなたまで延々と続いていそうだ。砂漠と形容すべき広さかもしれない。東京湾ならぬ砂の海であった。

「まあ、ここが日本国内かはだいぶあやしいものだけど」

　皮肉っぽくルナはつぶやく。

　空はどんよりとした、鈍い灰色である。

　しかし、曇っているわけではない。なにしろ雲ひとつないのだ。空自体の色が絵の具を塗りたくったように灰色で、しかも太陽までない。

　気温は二八度前後だろう。決して涼しくはないが、耐えがたい炎暑でもない。

　そもそも微風のひとつも吹かない、無風の砂漠などありえるわけがない。ないない尽くしの異様すぎる世界なのである。

　ルナ・フランソワは肩をすくめて、同じ特級魔女マスターマギに声をかける。

「アーシャ。ルサールカを偵察に出してくれる？」

「了解です。ただ、完全に勘で言いますけど……この不自然すぎる空間で、心あたたまる発見は期待できないと思うんですよね」

「そうね。私、ここが地球じゃない説に一〇〇ドル賭かけようかしら」

「あからさまに異様ですからね」

　世界の不自然さをあげつらう魔女仲間の横で、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめが従い姉と妹こに向けて言う。

「何か気になることがあるの、羽は純ずみ？」

「あのね、姉さま。水み無な月づきが言っているの。ここ、夏休みにわたしと先輩が閉じこめられたソロモンさんの結界に──似ているって。同じ感じがするみたい……」

　ひかえめな羽純がおずおずと報告してくれる。

　アーシャとルナ・フランソワは訳知り顔でうなずき、しみじみと言った。

「ま、そういうオチですよねえ」

「私たち、ドラゴン城の囚人になったのかしら？」

「晴はる臣おみと私たちを分断し、各個撃破する。戦闘狂バトル・ジヤンキーのドラゴンらしくはありませんが、戦術の常道で上策です」

　ソロモン王は遺産である箱船内部におそろしく広大な結界を造り、そこに春はる賀が晴臣を招き入れた。パヴェル・ガラドはかの王と同じく〝僭せん主しゆ〟と呼ばれる存在。しかも、力量ではガラドの方が完全に勝っている。

　同系統の結界を使っても、まったく不思議ではない。

　そして十数分後。

「とりあえず、ルサールカをあちこち飛ばしてみました」

　アーシャと魔女たちの頭上を、帰還した蒼あおきワイバーンが横切っていく。

　ルサールカの飛行速度は『蛇』たちのなかでも特に速い。最速かもしれない。そこを見こんでの偵察役だった。

「北西の方角に何十キロか進むと、遺跡のようなものがあります。なかなかの規模です。ドラゴンをはじめとする生物の姿は一切なし」

「今はいなくても、魔術でいくらでも召喚できるでしょうけどね」

　ルナ・フランソワが相づちを打つ。アーシャはうなずいた。

「同感です。で、この遺跡以外は予想どおり不毛の大地みたいですね」

「進展を求めるなら行くしかないのかしら？　厄介なイベント発生も織りこみ済みで」

「ここにとどまって、来る当てのない救助を待つ手もありますよ。十分な水も食糧もありませんから、いつまで待てるかはわかりませんけど」

「屋根も壁もないうえに砂っぽいし、ちょっと遠慮したいところよね」

　特級魔女マスターマギふたりはうなずき合い、虎こ穴けつに入る意思を共有した。

　こうなると日本の魔女ふたりは先輩陣の意見を尊重するので、話はすぐに決まる。四人はルサールカ以外のリヴァイアサンも呼び出した。

　全長十数メートルが『蛇』たちの基本サイズである。

　それを三分の一ほどに縮小させる。慣れた魔女なら、そういう指示を出せるのだ。いつもよりサイズを小さくしたパートナーの背にまたがり、移動を開始する。

　四つ足の悪あく路ろ王おう、グリンダは砂地を駆けていく。

　ルサールカと水み無な月づきはごく低空を飛んで、見つかりにくくする。

　なだらかな砂地を往ゆく旅路。めぼしい障害物もない。ひたすら直進するという退屈な行動の繰り返しだった。

　約二〇分後、魔女たちはついに目的地に到着した。

「ルサールカが空から見た感じですと、かなり大きな遺跡ですよ。東京ドームが十何個も入りそうです」

　相棒が見たものを、アーシャは自分自身の視覚情報として認知できる。

　パヴェル・ガラドの結界内に存在する遺跡──。

　ざっくり言えば、〝露天掘りの鉱山〟に酷似していた。

　すり鉢状の巨大な穴を掘った結果、地下の赤茶けた鉱脈がむき出しになっている。露天掘りで開けた穴、直径はおそらく二キロ近くにもおよぶ。

「す、すごい姉さま！」

「本当！　なんて大きいのかしら！」

　四人の魔女は今、〝すり鉢状の露天掘り〟の縁に立っていた。

　ここが地球上なら、世界遺産に登録されそうな偉容だ。感動のあまり、羽は純ずみと織おり姫ひめが両目を見開き、〝露天掘り風の遺跡〟を見おろしている。

　すり鉢の底、深さは五〇〇メートル以上にも達するだろう。

　そして、すり鉢の斜面上には建造物が建っていた。

　塔や屋根付きの神殿めいた家屋である。どれも素材は黒曜石……に似た質感の石。建築様式は、人類の感覚では古代ギリシアのそれに近い。

　この露天掘りの上空に──透明な水晶球が浮いていた。

　支えも釣り糸もなしに空中浮遊し、微動だにしない。水晶球の直径は一四、五メートルほどで、リヴァイアサンたちと類似のサイズである。

「あの水晶玉、見るからに胡う散さんくさいですよねー」

「……あ。みんな、ちょっといい？」

　アーシャのコメントの直後、不意に織おり姫ひめが固い声を出した。

「穴から──いやな匂においがしてきたみたい。悪あく路ろ王おうが急に緊張し出したの。この感じだと、もしかしたら敵の匂いなのかも」

「「「…………」」」

　九尾の狐こ狼ろう型リヴァイアサン、悪路王。

　十じゆう條じよう地じ織姫のパートナーは犬科の形態を持つだけあって、今いる四体のなかでは最も嗅きゆう覚かくがすぐれている。

　織姫を乗せたまま、グルルルと険しく唸うなりはじめていた。

　そして、すり鉢状の露天掘り──その赤茶けた斜面から、次々と竜が湧き水のように染み出してきたのである。一箇所から、だけではない。それこそ雨後の竹の子を凌りよう駕がする勢いであちこちから。

　それは竜族小型種、ラプトルの大量発生であった。

　しかも、見ているそばから五匹生まれ、さらに七匹生まれ、その次は九匹生まれてと──一向に終わる気配がない。

　誕生直後のラプトルはぼーっとしており、すぐには動き出さない。

　だが、この軍団が一斉に襲いかかってきたら。魔女たちは息を呑のんだ。

「みなさん、戦闘態勢です！」

　アーシャはとっさに、相棒の背から飛び降りた。

　途端にルサールカは空へ駆けあがりつつ、巨大化していく。縮小させていた体をもとのサイズ、全長十数メートルにもどしたのである。

　ほかの三人と三体もすぐに真ま似ねをして、巨大化をはじめた。

　四足獣型のグリンダと悪路王は地上にとどまり、露天掘りの外縁近くで待機。水み無な月づきは魔女たちの頭上に陣取る形で空中に静止する。

「でも、すごく数が多いけど」

　自分と仲間を励ますように、織姫が言った。

「ラプトルたちは秘ひ文も字じを使うわけじゃないし、なんとかなるわよね！」

「待って、織姫さん。あれ……！」

　珍しく硬い表情で、ルナ・フランソワがつぶやく。

　彼女は露天掘りの底を見つめていた。そこから青い火花が打ちあげられて、上空に浮遊していた水晶球へ命中し──このあやしげな球体を爆発させたのである。

　四散した破片の代わりに、空には魔術記号が残された。

　白金色の光で描かれている。不等号の印『＜』を三つ連ねたルーンだった。

「剣の秘ひ文も字じ、ですか!?」

　アーシャが愕がく然ぜんとするのと同時だった。

　露天掘りのなかから誕生しつづけて──ラプトルたちはついに約五〇〇匹。いずれの個体の額にも《剣の秘文字》が紋章のごとく浮かびあがっていた。

　しかも、弱敵であるはずの小型種どもは〝変形〟をはじめた。

　竜の口と鼻はな面づらがひとつに融合し、カジキのそれのように長くのびていく。その先端は鋭く尖とがり、剣の形状になってしまった。

　ラプトルたちの鼻の先に、屠と竜りゆうの剣が装着されたのだ！

　そして、五〇〇匹の軍団はいよいよ飛ひ翔しようと襲撃に取りかかるべく、ばさばさと羽ばたきをはじめた。

　一匹、また一匹と空へ浮きあがり、露天掘りの外をめざして飛行開始。

　敵軍団はまるで弱った蝶の群れだった。よたよたとふらつきながら、それでも露天掘りの外に広がる空をめざして、すこしずつ、着実に上昇していく。今はまだ緩慢とした動きだが、いずれ完全覚醒するのは明白だった。

　しかも屠竜の剣まで装備済み。アーシャは仲間たちに声をかけた。

「みなさん、弓の秘文字を使うことはできますか!?」

「ダメみたい。たぶん、ここにハリーがいないからでしょうね。この種の結界を超えて彼と通信できる魔術も、私たち人間は使えないし──」

　魔女たちが竜りゆう弑ごろしの力をあずかるとき、左手の甲に秘文字が浮かびあがる。

　しかし今、いかなる刻印も出現していなかった。《弓》だけでなく《双刀》《指輪》といった竜弑しのルーンも顕あらわれない。

　アーシャとルナ・フランソワだけでなく、織おり姫ひめと羽は純ずみの手にも。

「わ、わたしたちはダメなのに、あちらの竜たちはどうして剣の文字を──!?」

「ここは向こうのホームだし、さっき見た水晶とか火花とかがまちがいなく関係してるのでしょうけど……詮せん索さくはあとまわしね」

　動転している羽純を尻しり目めに、ルナは叫ぶ。

「グリンダ、あの連中を地面に縫いつけて！　Gravity Pressure!」

　三頭の獅し子し型リヴァイアサンが疑ぎ似じ神しん格かくを使った瞬間。

　ふらつきながらもついに露天掘りの外へ飛び出そうとしていた五〇〇匹以上ものラプトルが──高速で垂直落下し、露天掘りの斜面に激突していった。

　グリンダの《重力》属性を用いた、強引すぎる墜落だった。

　飛んでいるラプトルを真下方向に思い切り引きよせ、大地にたたきつける。

　理屈は単純だが、これを約五〇〇匹のラプトル全すべてを標的にして、あざやかなほどあっさりと成功させる。特級魔女マスターマギルナ・フランソワの技ぎ倆りようがあればこそだった。

「すごいわ、ルナさん！」

「で、でもドラゴンたち、まだ元気そうです……！」

　織おり姫ひめが賛嘆し、羽は純ずみは心細げにささやく。

　重力操作によって、露天掘りの内部に縫いつけられた五〇〇匹ものラプトルたち。四肢や翼をばたばたと必死に動かすものの、身を起こすこともできない。が、その動きがどれも力強く、なかなかに元気であることも事実だった。

　落下の衝撃程度、頑健すぎるラプトルたちには痛打にならないらしい。

　これも《剣の秘ひ文も字じ》の恩恵だろう。竜りゆう弑ごろしを得た生物は冗談みたいに頑丈になる。前に春はる賀が晴はる臣おみも実体験したことだ。しかし。

「ハリーの助けなしでどこまで拘束できるかは読めないけど──ラプトルたちはできるかぎり押さえこんでおくから、あとはおねがいね！」

　ルナ・フランソワが呼びかける。

　それに合わせて、疑ぎ似じ神しん格かくを今も行使中の三頭獅子グリンダはしっかりと四肢を広げ、力のかぎり踏んばって、猛たけ々だけしく咆ほう哮こうした。

　ルォォォォォォォォォォォオオオオオオオオオオッ！

　グリンダの全身から魔力がほとばしる。

　ラプトルの群れを露天掘り内部に縫い止めつづける疑似神格の効力を──強めるためである。約五〇〇匹のなかにはかなり激しく暴れることで拘束をゆるめ、今まさに飛び立つ寸前のラプトルも十数匹はいたのだが。

　竜たちを大地に押さえつける重力がふたたび強くなった。

　飛ひ翔しよう寸前だったラプトルたちも『がん！』と砂の上にあごや体の前面をたたきつける羽目になり、また動けなくなってしまう。

　直後、真っ先に動いたのは織姫だった。

「そういうことなら……悪あく路ろ王おう！」

　九尾を持つ狐こ狼ろう型リヴァイアサン、悪路王。

　織姫のパートナーが《火》の疑似神格を使い、尾の先端──九つ全すべての尾から焔ほのおの渦を吐き出して、露天掘りのなかにとらわれたラプトルどもへ浴びせかける！

　この一撃で、五〇匹前後を燃やし尽くすことができた。

　頑丈すぎるラプトルたちも、さすがに耐久力の限界を迎えたのである。

「水み無な月づきも手伝ってあげて！」

　エメラルド色の竜りゆう蛇だ型リヴァイアサン、水無月。

　大きく口を開けて、青白い熱線を飛び出してきたラプトルたちへ吐き出した。

　七匹を灼やいて、まとめて絶命させる。パートナーに疑似神格を使わせなかったのは、白しら坂さか羽純が魔女として成長した証あかしだった。

　このなかで〝女神の力〟による治ち癒ゆ魔術は水み無な月づきだけが使える。

　仲間が傷ついたときにそなえて、疑ぎ似じ神しん格かくの使い時を見きわめようとする。戦闘・魔術のどちらも未熟だった頃はできなかった発想だ。

「ルサールカ。攻撃開始。一撃必殺ワンサイド・キルです」

　アーシャは冷静に、冷酷に指令をくだした。

　今、グリンダの疑似神格が全ラプトルを地上に押さえつけている。

　それを活いかすため、ルサールカは空からの急降下と急上昇を十数回もくりかえした。地上で動けないラプトルの頭部を後うしろ肢あしでわしづかみにして、『がきっ』とひねり、頸けい骨こつをねじ切って致命傷とした。

　だが、ラプトルたちは暴れつづけて、拘束を解こうとする。

　ルナ・フランソワとグリンダの魔力・集中力も永遠には保もたない。重力の枷かせは徐々にゆるみはじめていく。その見えざる枷をひきずりながらも、ふらふらと飛び立つラプトルも一匹、また一匹と顕あらわれるようになってきた。

　危険度増大。が、アーシャは淡々と指示を重ねた。

「ルサールカ。格闘戦ドツグフアイトに移行。速攻です」

　飛びはじめたラプトルがふらついていると見れば、ルサールカは急接近。

　体当たりで突き飛ばし、ひるんだ敵の頸くびに喰くらいついて、噛かみちぎり、ほぼ一瞬で死亡ないし戦闘不能まで追いこんでしまう。

　が、これを繰りかえす間に重力操作の拘束力はさらに弱まっていく。

　もともとの機敏さを取りもどすラプトルも増えてきた。そういう個体は今までの鈍重さがウソのような獰どう猛もうさで突撃してくる。

　剣の形状に変わった鼻はな面づらを、ぐさりと突きこむつもりなのだ。

　だが、撃墜王コンビは変わらず冷静で、冷酷だった。

「ルサールカ。敵正面を避け、後背を突く。それが第一選択肢フアーストチヨイスです」

「ルサールカ。熱線の息ブレス使用を許可します。ただし緊急時のみ」

「ルサールカ。角状部位を準備」

　状況が変わるたび、きびきびとアーシャは指示を出す。

　ルサールカはあざやかな身のこなしでラプトルの背後に回りこみ、ブレスに頼ることなく獲物の頸を噛みちぎり、さらには〝角状部位〟である額の角を突き立てて、ほとんど工場の流れ作業のように虐殺を続けていった。

　百戦錬磨のアーシャと、その手足となるルサールカ。

　実のところ、蒼あおきワイバーンは指示を最後まで聞いていない。銀髪の魔女に名前を呼ばれた瞬間、あとに続く指示どおりの行動をはじめてみせる。

　以心伝心。アーシャが思考した時点で意図は相棒に伝わっているのだ。

　かつて欧州最強とうたわれた撃墜王コンビにとって、言葉とは補助的なコミュニケーション手段にすぎないのである。

　ルサールカは百戦錬磨のアーシャの狙ねらいによく応こたえた。

　そう。パヴェル・ガラドが増援を送りこまないとも限らない。

　使用回数に制限のある疑ぎ似じ神しん格かくは濫らん用ようを避けるべきだった。そして、逆にまったく使用しないというのも愚策だと言えた。

「アーシャ。あの連中に重しをもう一度乗せようと思うの。力を溜ためる間、ガードを頼んでもいいかしら？」

「了解です！」

　重力操作の拘束力がほとんど失われた頃、ルナから要請を受けた。

　すでにほとんどのラプトルが自由を取りもどし、ふたたび露天掘りの外へと飛び出してきていた。今度こそとばかりに、四体の『蛇』たちへ襲いかかっていく。

　今は乱戦の真っ最中なのだ。

　敵の残りは三〇〇匹というところか。そのうちの数十匹が地上で奮闘するグリンダのまわりを飛びまわり、鼻先の剣で襲おうとしている……。

　この集団のどまんなかにルサールカは飛びこんだ。

　両翼を広げて、空中で静止。すかさずアーシャは指示を出した。

「ルサールカ。グリンダの直上に飛びこむと同時に疑似神格を使用。あそこの連中を全滅させます。凍える息フロストブレス！」

　疑似神格《水》と、息ブレス攻撃を組み合わせての必殺攻撃だった。

　ルサールカは氷片と雪片まじりの白い冷気を吐き出した。

　それは蒼あおきワイバーンの前面だけでなく、前後左右・周囲一帯にまんべんなく広がっていく魔性の領域だった。

　その冷気を吸いこんだラプトルの心臓ならぬ心しん金がねは──一瞬にして停止した。

　凍死である。しかも死亡直後、息絶えたラプトルたちの肉体はハンマーで打たれた氷細工のようにパリンと砕け散り、四散していく……。

　結果、三八匹のうち三六匹までを瞬時に抹殺してみせた。

　仕留めそこねたのは凍死領域の端っこにいた二匹だけである。その連中だけ、術のかかりが浅かったらしい。

　二匹は冷気を振りはらうように羽ばたき、飛行と攻撃を再開する。

　そして、まさにこの瞬間。アーシャは愕がく然ぜんとした。

「……えっ？」

　この一撃で目の前の標的を全すべて掃討できると、直感していたのである。

　だが、見立てが狂った。二匹、仕留めそこねた。

　九死に一生を得たラプトルのうちの一匹が頭から突っこみざま、鼻はな面づらの剣をルサールカの左肩に深々と突き刺した。存分に抉えぐる。

　ラプトルはさらに、ぶんと頭を大きく縦に振った。

　その拍子に翼が──ルサールカの左肩から腕の代わりに生えている翼が、肩の付け根から切り落とされる。

　直後、アーシャは自分自身の左腕を切り落とされた……ように錯覚した。

「あ」

　切られたのは錯覚だが、鋭い痛みが左肩の付け根に走る。

　あのラプトルはパヴェル・ガラドの眷けん属ぞく。《剣の秘ひ文も字じ》を託されている。竜りゆう弑ごろしでリヴァイアサンが傷つくと、そのパートナーにも苦痛は伝わるのである。

　空中で片翼を失い、重傷のルサールカ。

　キュアアアァァァァァアアアアアッ！

「痛────！」

　苦く悶もんの絶叫をあげ、ルサールカは為なす術すべなく墜落していく。

　アーシャの方も膝ひざを折り、地面に頭から突っ伏した。痛みがひどすぎるようで、左肩の感覚がない。意識も遠くなってきた。

　また、もう一匹の仕留めそこねたラプトルはといえば。

　あろうことか、グリンダのすぐ真上をこするように通過した瞬間、その鼻面の剣で獅し子し型リヴァイアサンの背中を存分に切り裂いていった。

「きゃああああああっ！」

　今度はルナ・フランソワが悲鳴をあげて、くらっと昏こん倒とうした。

　アーシャ同様、パートナーの苦痛を受け取ったのだ。当のグリンダもかなりの深ふか傷でだったらしく、どうと横に倒れていった。

「る、ルナさん!?」

「アーシャさんも大丈夫!?　しっかりして！」

　羽は純ずみが絶叫し、織おり姫ひめも唖あ然ぜんとしていた。

　だが、歳上の日本人魔女はとっさに悪あく路ろ王おうを自分たちのもとに呼びもどした。

　ちょうどすぐそばで深傷を負ったルサールカとグリンダ、そして魔女四人の比較的近くにいた水み無な月づきを守るための指示だった。

　直後、彼女たちの頭上に生き残りのラプトルたちが集まってきた。

　ゆっくりと旋回しながら、強襲するタイミングをはかっている。それを牽けん制せいすべく、悪路王と水無月がうなり声をあげる。

「背水の陣、みたいになってきたわね」

　昏倒したルナ・フランソワ、左肩を押さえて悶もん絶ぜつするアーシャ。

　ふたりの先輩魔女をちらりと見て、織おり姫ひめはつぶやいた。羽は純ずみが気丈な顔を作って、すぐそばに来てくれる。しかし、不安と恐怖の翳かげはさすがに隠し切れていない。

「ここが正念場みたいよ、春はる賀がくん……」

　不在の少年の名をつぶやいて、織姫は左手をにぎりしめた。

　弓の秘ひ文も字じ。双刀の秘文字。いつもなら竜りゆう弑ごろしの魔術記号がここに顕あらわれる。しかし今回、それらの助けは受けられない──。
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　ドラゴン上位種パヴェル・ガラドと《剣の秘文字》。

　もちろん、強敵だとは認識していた。

　しかし、さすがに紅あかきハンニバルや雪ゆき風かぜの姫ほどではないと──

　心のどこかで、楽観していたのかもしれない。そんなハルを嘲あざ笑わらうように、竜族の勇者は予想外、もしくは予想以上の奇手を次々と繰り出してくる。

　魔女たちとの切り離し、謎の焔ほのおで《剣の秘文字》を強化、ゴーレム大量生産。

「まさに『手を変え、品を変え』ってやつじゃないか……」

　霊体のまま戦闘を見守りつつ、ハルはつぶやいた。

　今、戦場は東京新都の上空だった。二体のドラゴン──紅ぐ蓮れんの女王とパヴェル・ガラドは新都内をあちこち飛びまわりながら、空戦を展開中なのだが。

　問題は、やはり一騎打ちではないという点だった。

「こっちには、ひとりも味方がいないってのに！」

　パヴェル・ガラドの錬金魔術で生み出されたゴーレムたち。

　コンクリートや鉄筋など、建材の残骸から誕生した連中は多た士し済せい々せいだった。

　ラプトルと同じ羽トカゲ型。大蛇型。羽を持たない大トカゲ型。

　左右の前肢が剣の形状をしたカマキリ型。角の部分がやはり剣になっているクワガタムシ型。口が剣さながらに長く鋭いカジキ型。トビウオ型は羽根が刃物でもあり、剣として使用可能になっている。

　さらにサメ型、シャチ型、ワニ型、サンショウウオ型。

　クビナガリュウ型、プテラノドン型、アンモナイト型、三葉虫型……。

　さっきハルの目の前で誕生したゴーレムたちだった。爬は虫ちゆう類るい、昆虫類、魚類などがこの空域だけでも二〇〇体以上はいる。

　いずれも空を自在に飛び、額の部分に《剣の秘文字》を授かっていた。

　秘文字がある以上、ゴーレムたちが振るう剣も〝屠と竜りゆうの剣〟。そうそう不覚を取ることもないはずだが、あまり受け続けたくない。しかし、不可能だった。

　ゴーレムたちは数にまかせて、四方八方から雲うん霞かのごとく群がってくる。

「いちいち一匹ずつ狙ねらっていたら間に合わない……」

　フルバースト。必ひつ滅めつ之の法ほうをハルは命じた。

「まとめて蹴け散ちらしてくれ、女王！」

　紅ぐ蓮れんの女王は、手にした屠と竜りゆうの弓を無造作に──天へ撃ち放つ。

　真上に飛んだ光の矢は打ち上げ花火のように爆裂し、一千発はあろう光のシャワーとなって地上へ降りそそいだ。

　それを一筋でも浴びたゴーレムは『じゅっ』と音を立てて蒸発してしまう。

　結果、二〇〇体以上もいたパヴェル・ガラドの創造物は光のシャワーによって、ほぼ一瞬で洗い落とされ、女王のまわりに静寂が帰ってきた。

「ガラドのやつを探そう。あいつ、どこに隠れているんだか」

　視界内にシルバードラゴンの姿はない。

　指示を受けて、紅蓮の女王は隅すみ田だ川がわの下流方面へ飛ぶ。

　幸いというのも妙だが、霊体となったハルはふわふわ飛んでいけるため、同行するのもたやすい。女王のあとに続きながら、探知系魔術を使おうとしたとき。

「ついに集まってきたか……」

　荒川方面──東京新都の東部より、大量の敵が飛来してくる。

　そして砕けたコンクリートや鉄筋から、またしてもゴーレムが誕生する。ラプトル型、大蛇型、トカゲ型、カマキリ型、クワガタ型、カジキ型、トビウオ型……多様なデザインもさっきと同じ。額に《剣の秘ひ文も字じ》を授かっている。

　今度のゴーレム軍団、総数は三〇〇体ほどであった。

「ほかはどうだ？」

　さっき東京上空に打ちあげた、《目》の魔術記号。

　ハルは両目を閉ざした。上空から俯ふ瞰かんした東京全域を見せろと、あの魔眼に念じる。

「やっぱりか……」

　まぶたの裏に浮かびあがった情景を確認して、ハルはうめいた。

　パヴェル・ガラドが『素材の山』として目をつけた旧首都高。この高速道路網は東京新都のなかに大きな楕だ円えんを描き、周回できるようになっている。

　そのうちの六、七〇箇所が爆発し、怪物軍団の発生源となった。

　結果、いまや一千体を軽く超えそうな数のゴーレムどもが新都の空を悠々と、我がもの顔で飛んでいる。

　しかも、その全すべてがハルの現在位置である向むこう島じま方面へ集結中──。

「ま、そんなことだろうとは覚悟してたよ」

　ハルはため息をついた。

　パヴェル・ガラドの施した仕掛けはかなり広範囲だ。ハルがどこに逃げようとも必ず追いつめ、追いかけるつもりでそうしたのだろう。瞬間転移の魔術で空間を超えようとしても、おそらく妨害魔術をかけられる。

　つまり、これから行く先々で大量のゴーレムたちと遭遇するはずなのだ。

　そのたびに必ひつ滅めつ之の法ほうを使うわけにはいかない。

　あれはハルの体力・集中力をすくなからず削り取っていく。消耗が大きい。

　いつもはその負担を魔女とリヴァイアサンたちに請け負ってもらっていたが、孤立無援の今は全すべて自腹でまかなわなくては──

「ひとまず高度を上げよう。地上から離れるんだ！」

　紅ぐ蓮れんの女王とハルの霊体は上昇をはじめた。

　ぐんぐん高度を上げていく。地上から一五〇メートル、二〇〇、二五〇──新都の市街地をかつての東京タワー展望台から見渡すくらいの高みにまで昇ってきたとき、いよいよ肉眼でもゴーレム軍団の影が見えるようになってきた。

　東から、西から、南から、北から。

　さまざまな形状のゴーレムたちが一千体以上、紅蓮の女王を包囲するように全方位から飛来してくるところであった。

「撃て！」

　まずは女王に弓を撃たせた。

　連射開始。屠と竜りゆうの弓より次々と光の矢を放ち、パヴェル・ガラドの下僕たちをひとつ、またひとつと射落としていく。

　だが、そうするうちに敵の軍団との距離は大いに詰まった。

　もう接近戦も可能というとき、ハルは心臓にぐさっと痛みを感じた。

「うわっ!?」

　空中で静止し、射撃中だった紅蓮の女王。

　その間近をトビウオ型のゴーレムが飛んでいったのである。しかも、すれちがいざまに羽根で切りつけていった。

　トビウオの羽根は鋭い刃物でもあり、屠竜の剣なのだ。

　もちろん、眷けん属ぞくが振るう程度の斬ざん撃げきで女王を守るバリアーは破れない。しかし、不ふ朽きゆうの加護への攻撃はハルの心臓＝心しん金がねにもわずかなダメージとして伝わってくる──。

　おまけに、これは猛攻のはじまりにすぎなかった。

　カマキリ型、ラプトル型、大蛇型──新たにゴーレム三体が急接近し、それぞれの肉体に装着された『剣』で女王に斬きりかかる！

「く……っ」

　全すべて不朽の加護ではねかえす。が、ハルの心臓はしくしくと痛む。

　しかも、攻撃してきたゴーレムたちは女王との空中戦を続けようとせず、さっさと飛び去っていった。だが、新手が次々と襲ってくるのだ。

　前後左右上下、ありとあらゆる角度から。

　ラプトル、大蛇、トカゲ、クワガタ、カジキと姿の方もなんでもありだ。

　紅ぐ蓮れんの女王はすかさず焔ほのおのブレスを吐いて、前方から迫ってくるゴーレムどもを灼やき殺してしまう。この隙すきに射陽の神──否いな。

　まだすこし早い。思い直して、ハルは命じた。

「武器を変更！　双刀の秘ひ文も字じを使うんだ！」

　今のハルは霊体だが、右手の掌てのひらには竜りゆう弑ごろしのルーンがちゃんと顕あらわれている。

　これまでは『傾いた半月』、弓を意味する象形文字だった。これが双刀を意味する『十字架の形』に変わった。

　合わせて、女王の武器も弓から大小二振りの太た刀ちとなる。

　射撃戦から接近戦仕様へのチェンジだった。紅蓮の女王は右手で大だい刀とう、左手で小こ太だ刀ちを振るい、際限なく迫りくるゴーレムを斬きり裂き、殴りつける。

　おまけにドラゴンの尾を鞭むちのように振って、後方に来たゴーレムを打ちのめす。

　下からの敵襲には後うしろ肢あしで足あし蹴げりを喰くらわせ、もちろん竜の顎あごより焔も吐く。左右二振りの太刀だけでなく、全身を武器にして迎撃態勢をととのえた。

　これに不ふ朽きゆうの加護がくわわるのだ。

　ゴーレムたちが必死の特攻を仕掛けてきても、せいぜいハルの心臓がちくりと痛む程度であった。代わりに、紅蓮の女王は無造作かつパワフルな一撃をたたきつけて、のこのこ近づいてきた獲物を秒殺してしまう。

　ドラゴン王の肉体にふさわしい、難攻不落の構え。

　数で勝るゴーレム軍団が次から次に押しよせてくる。だが、紅蓮の女王はもう敵方の特攻を泰たい然ぜんと受けとめつつ、適当に返り討ちにするだけでよかった。

「このまま、『なんとか無双』みたいに勝てればいいんだけどな」

　だが、そんなことはもちろん不可能だった。

　つぶやきながら、ハルの霊体はある行動をイメージしていた。そのとおりに紅蓮の女王が動き出す。左右の太刀を胸の前でクロスさせ、『×』印を作ったのだ。

　ゴォォォォォォォォオオオオオオオオオオッ！

　ガキィィィィィィィィィンンンンッ！

　その刹せつ那な、轟ごう音おんがとどろいた。

　はじめは音速を突破した際にまき散らされるソニックブーム。次は金属と金属が激しくぶつかり合う衝撃音であった。

　双刀で描いた『×』印で、女王がパヴェル・ガラドの斬ざん撃げきを受けとめたのである。

「ふふふふ。楽には勝たせてくれぬようだな！」

「それはこっちのセリフだよ！」

　この一刹せつ那なの間に、ガラドと屠と竜りゆうの剣が目の前に顕あらわれていた。

　双刀による『×』で受けとめた剣は青白く燃えている。ハルはその焔ほのおから強烈な魔力を感じつつ、おそるべき魔法剣の使い手を凝視した。

　ルルク・ソウンの秘ひ文も字じ《高速飛行》──。

　その効果で推定速度マッハ一・二をたたき出したパヴェル・ガラド。

　ハルと女王の集中力が鈍ってきたと見るや、いきなりの音速飛行で距離を詰め、必殺の一斬を繰り出してきた。その接近をハルが察知できたのは、上空に用意しておいた《目》の御ご利り益やくだった。

　あの魔眼は広く状況を見渡すだけでなく、音速すら見切る力を持つのだ。

　おかげで、どうにか鍔つば迫ぜり合あいに持ちこめた。こんな仕込みがなければ、音速で飛んでくる剣など防御できるはずない。

　まさに間一髪。しかも、この鍔迫り合い、思わぬメリットもあった。

「あんたの剣、僕の双刀とほとんど同じ威力みたいだな……。しばらく見ないうちに、妙なデコレーションを付けちゃって」

　紅ぐ蓮れんの女王のすぐ目の前で、屠竜の剣が青白く燃えている。












　その燃焼をついに間近で観察できて、ハルは大きくうなずいた。理屈ではない。魔術使いの勘が教えてくれた。

　自分はこれを──ガラドが操る焔ほのおを前に見たことがある！

　また、さらによろこばしい発見もあった。

「火の勢いが弱くなってきたけど、いいのかい？」

　屠と竜りゆうの剣がまとう焔、ハルの指摘どおりに小さくなりつつある。

　直後、鍔つば迫ぜり合あいの均衡が崩れた。紅ぐ蓮れんの女王が持つ大小二刀──鋼はがねの十字架と押し合いをしている屠竜の剣にひびが入ったのだ。

「む!?」

　パヴェル・ガラドがわずかにあせった。

　剣のひびはさらに増えて、細かい亀き裂れつが刀身に走る。

　青い焔が弱まるのに比例して、屠竜の剣に宿る魔力も低下しつつあった。対して、女王が振るう双刀は竜王クラスの魔力を宿したままだ。

　魔力の差はそのまま威力と頑丈さの差になり、双刀が有利になってきた……！

「我が秘蔵の宝ほう物もつよ！」

　いきなりガラドが唱となえた。

　その瞬間、屠竜の剣にまといつく焔が『ごうっ』と勢いを取りもどした。刀身に生じていた亀裂もきれいにふさがってしまう。

　剣に宿る魔力も、ふたたび双刀と見劣りしないレベルに持ちなおす。

　昨日のＭ部長のお告げ、もしかしたら──。とっさにひらめいて、ハルは訊たずねた。

「竜りゆう弑ごろしの秘ひ文も字じに力を吹きこむ焔……もしかして、僕も知ってるやつか？」

「ほう。気づかれたか。あいかわらずの聡そう明めいさだな」

　パヴェル・ガラドが感心したようにつぶやく。

「こんな短期間で気づかれるとは、正直予想していなかった」

「僕の手柄じゃないよ。運よくヒントをくれた人がいたんだ。あれがなかったら、たぶん理解不能だった」

「謙けん遜そんを言う。幸運もまた戦士の資質だぞ」

「バカ言わないでくれ。僕はそんなものじゃないぞ！」

　戦士呼ばわりに反発したものの、もう目の前に銀竜はいなかった。

　いきなり飛行を再開して、紅蓮の女王から猛スピードで離れていったのである。

　追わなければ。だが、その前に──反撃がはじまった。おびただしい数のゴーレム軍団が女王への攻撃を再開したのだ。

「くそ……っ」

　次から次へと、多種多様なゴーレムたちが突っこんでくる。

　ハルは不ふ朽きゆうの加護を大きく広げて、三六〇度どんな方向から剣で斬きりかかられても防御できるようにした。

　紅ぐ蓮れんの女王をつつみこむ、真珠色のバリアー。

　その光をすれちがいざまに斬り裂いていくラプトル型、プテラノドン型、カジキ型、オニヤンマ型、スズメバチ型、イノシシ型、サイ型、シャチ型──。

　どれだけ猛攻を受けようとも、眷けん属ぞく程度の剣で不朽の加護は揺るがない。

　守りの堅さにまかせて、女王は悠々と焔ほのおのブレスをはきかけ、左右の大だい刀とうと小こ太だ刀ちで切り返して、近寄ってくるゴーレムどもを適当に返り討ちにしていたのだが。

　そんななか、とあるラプトル型が女王に突っこんでくる。

　そいつが尋じん常じようでない魔力をまとっていると気づいて、ハルはとっさに《解かい呪じゆ》のルルク・ソウン魔術を使わせた。

「気をつけろ、女王！」

　案の定だった。《解呪》を受けて、問題のラプトル型が姿を変えていく。屠と竜りゆうの剣を持つ銀竜パヴェル・ガラドへと。変身魔術で化けていたのだ。

「ははははは、またしてもよく気づいた！」

　ガキィィィィィィィィィィィィィィィンンンンッ！

　青く燃える屠竜の剣と双刀が今日、二度目の激突を迎えた。

　上段から振りおろされた長剣を、交差させた大小二振りの太刀が受けとめる。パヴェル・ガラドは攻撃が失敗したと見るや、あっさり女王の前から高速飛行で離脱していく。

　追撃──はまたしてもできなかった。

　ガラドという軍団長が去るや、ゴーレム軍団がまた女王への攻撃を再開したからだ。

「今日は徹底的にこれを繰りかえすつもりか……」

　ハルは理解した。

　大量生産した配下のゴーレムたちを囮おとり、そして牽けん制せい役として最大限に利用しつつ、パヴェル・ガラド自身は紅蓮の女王を一刀両断するため、知恵と力の限りを尽くす。

　熱血気質の敵らしくない、正々堂々とは言いがたい戦法。

　わかっているのだ。地力ではハルと女王に──だいぶ上を行かれていると。

　だからこそ、差を埋めるためにこれだけの仕掛けをした。ハルを魔女たちと切り離し、圧倒的物量を牽制役に活用し、〝例の焔〟で屠竜の剣も強化する。

　全すべては春はる賀が晴はる臣おみとその竜りゆう弑ごろしを撃滅するために。

　こんな敵を返り討ちにするには──やはり、最強の攻撃力が必要だった。

　弓と、必ひつ滅めつ之の法ほう《射陽の神弓》である。そして昨日の失敗を繰りかえさないよう、今度こそ渾こん身しんの一撃で勝利をもぎとらなければならない。

「我、射陽の神弓を以もつて天を衝つき、日輪を殺あやめん……」

　例の呪じゆ文もんをぼそりと唱となえる。

　まわりはみんな敵ばかり。集まってきたゴーレムたちはいまや幾千体。その全すべてが紅ぐ蓮れんの女王を狙ねらっており、パヴェル・ガラドもどこかに隠れている。

　そんななか女王の武装がいよいよ紅蓮色の弓となり、光の矢をつがえた。

　そして発射。天へ向けて撃ち放つ。

　この矢は地上一千メートルに到達したところで爆裂。幾千筋もの光のシャワーとなって下界へと降りそそぐ……。

　そこまではさっきのフルバーストと同じだった。

　だが、今回はただ無差別に弾たまをばらまくような攻撃とはちがう。

　全ての光を敵に命中させる。これは狙撃なのだ。東京新都に出現した数千体のゴーレムを全て〝狙い撃ち〟にする必ひつ滅めつ之の法ほうなのだ。

「頼む！」

　ハルは心臓＝心しん金がねより、さらなる魔力を引き出した。

　それは血液さながらに女王の巨体の隅々にまで行きわたり、さらには弓から射出した幾千の閃せん光こうにまで宿っていった。

　いまや紅蓮の女王こそがハルの肉体であった。

　屠と竜りゆうの弓より放つ矢のひとつひとつがハルの分身だとさえ言えた。

　追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え。追え！

　必滅之法《射陽の神弓》で放った数千もの光。

　そのひとつひとつが外敵を滅ぼすための、必殺の魔弾であった。

　光で頭部や心臓を撃ち抜かれた瞬間に、ゴーレムたちの全身は劫ごう火かにつつまれる。

　激しい焔ほのおのなかで、魔法鋼とコンクリートを素材とする数千体の魔法生物は──ひとつの例外もなしに爆発し、吹き飛んだ。無数の残骸が新都中に落ちていく。

　一発の無駄弾も使わず、紅蓮の女王が成し遂げた奇跡である。

　かかった時間はほんの十数秒。かつて射の神技を誇ったという竜族の女王にふさわしき大量殺さつ戮りくであった。

「ガラドのやつはどこに行った？」

　紅蓮の女王──ドラゴンの顎あぎとより、ハルは声を発した。

　神弓を撃ち放ったあと、女王の肉体とハルの霊体は融合を遂げたのだ。

　最高位の必滅之法でこのむずかしいタスクを実行するにあたり、ハルと女王の心臓＝心金は臨界まで高まり、霊体と肉体はほぼ完璧に同調してみせた。ゆえに、両者がひとつに合わさることはごく自然な結果だと言えた。

「見けん敵てき……」

　ハル＝紅ぐ蓮れんの女王はささやいた。

　人間界で使う些さ細さいな術だが、《見けん敵てき》はなかなか役に立つ。今回も三キロほど離れた位置で飛行している敵をすぐに察知できた。

　ここからは上空に貼りつけたルルク・ソウンの《目》で観みればいい。

「なるほど」

　魔眼が教えてくれた。敵は《透明化》で全身を隠している。

　しかし、ルルク・ソウンの叡えい智ちで作った《目》は真の姿をあっさり看かん破ぱした。燃える剣を持つ白銀のドラゴンだった。

「最後の仕上げだ……」

　機械的ですらある平板さで、ハル＝紅蓮の女王はささやいた。

　紅蓮色の弓に光の矢をつがえ、必ひつ滅めつ之の法ほうを投射キヤスト準備。今回は《飛ひ鳥ちよう落らく命めいの神弓》を選択した。

　獲物の急所をただの一矢でつらぬき、絶命させるための秘術だった。

「あんたとも妙に長いつきあいになったけど、そろそろ終わらせよう」

　ぼそり。淡々とした平板さでふたたびささやく。

　だが、心の内側では黒い情念めいた何かがぐるぐる渦巻いていた。

　最高に手て強ごわかった獲物をついに葬ほうむり去れるという達成感。あれほどに逞たくましく強大な生命を我が手で蹂じゆう躙りんできるという征服感。それは魂の奥底に眠っていた狩猟本能の発露であり、殺傷本能ゆえの衝動であり、闘争本能の覚醒でもあった。

　そして、ついにハル＝紅蓮の女王は弓を射る。

「行け」

　最も竜王の座に近しい者の威厳をもって、短く命じる。

　弦つるを離れると同時に光の矢はすぐさま五倍の長さ・太さにサイズアップし、光の槍やりというべき形態になって飛ひ翔しよう。

　コンマ二秒後、透明化したパヴェル・ガラドの胸部をあっさりとつらぬいた。

　剣の白銀竜はそのまま紅蓮の焔ほのおにつつまれ、大爆発。肉塊も竜りゆう鱗りん一枚すらも遺のこさずに空中で散さん華げしていく──。

　暗い愉ゆ悦えつがこみあげてきた直後、ハル＝紅蓮の女王はびくりとした。

　竜の翼をとっさに羽ばたかせ、最大限のすばやさで後退する。だが間に合わない。目の前に忽こつ然ぜんと出現したパヴェル・ガラドが繰り出してきた屠と竜りゆうの剣──必殺の突きをかわすことはもちろん、不ふ朽きゆうの加護で阻はばむこともできず。

　竜をも葬る刃やいばは、みごとハル＝紅蓮の女王の胸に突き刺さっていた。

　傷は深く、人間の心臓にあたる心しん金がねにまで達するほどだった。

「らしくないではないか……」

　ついに屠と竜りゆうの剣を突き立てた雄敵、パヴェル・ガラドは言う。

「戦士と狩人かりゆうどの性に身をまかせ、凶猛なる一撃を放つ……。たしかにそれも恐ろしいが、それはあくまで竜族の流儀だぞ。わたしが知る春はる賀が晴はる臣おみではないな」

　倒したはずではなかったのか──いやいや。

　かんたんなトリックだ。ガラドはすこしだけ温存しておいたゴーレムを魔術で変身させて、またも囮おとりに使っただけなのだ。あとは勝利の余韻に酔うハル＝紅ぐ蓮れんの女王の隙すきを突くだけのお手軽な仕上げでいい……。

　刺されたダメージのせいか、急速に〝春賀晴臣らしい思考〟が回復しつつある。

　しかし、少々遅かった。パヴェル・ガラドがうそぶく。

「惜しいことだ。最後の最後で竜の魂に呑のまれて、己おのれを失ったか。しかし、これだけルルク・ソウンの秘奥に近づいたのだから無理もない──」

　なるほど、竜族の頭のなかはあんな感じだったのか。

　もうすこしあの状態を持続させて、データを取ってみたい気もする。

　だが、アレを繰りかえすのは御免こうむりたいところ。そのうえ、そんな時間と余裕はもうなさそうな……なんてことだ！

「せめてもの手た向むけに教えよう。我が結界のなかで、君の眷けん属ぞくたち──魔女とかいう雌どもは今まさに窮地を迎えている。おそらく皆、つつがなく冥めい府ふへ旅立つものと思われる。君はひとりではない。安心してくれ」

　あいかわらずのどこかズレた律りち儀ぎさで、ガラドは教えてくれた。

　そんなことを知って、誰が安心できるものか！　ツッコミを入れたかったが、もう声を出すこともままならない。

　そんな想おもいにも気づかず、パヴェル・ガラドは女王の巨体から剣を引き抜いた。

　もう紅蓮の女王は飛ぶこともできない。墜落がはじまった。東京新都のどことも知れない市街へ、まっさかさまに落ちていく。

　うすれゆく意識のなかで、ハルは魔女たちのことを思い浮かべた。

　白しら坂さか羽は純ずみ。ルナ・フランソワ。十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめ。そしてアーシャ。彼女たちやパートナーのリヴァイアサンたちと心を通わせるべく、精神集中を開始──。

　しかし、もちろん間に合わない。

　それでもハル＝紅蓮の女王はかろうじて右手をにぎりしめる。

　何かを──つかんだ。なつかしい感触だった。やわらかく、弾力に富み、しっとりと手に吸いつくようで、ささやかな手ざわりでもあり、逆にハルの手をみっしりとつつみこむような感触でもあった。

「アーシャ……十條地……」

　親しい少女たちの名をつぶやく。

　彼女たちと早く合流しなくてはいけない。早く。早く。早く……。だんだんと思考が鈍くなっていく。胸の痛みも。

　ハルはやがて何も考えられなくなり、ついに意識を失った。





【第四章　魔女彷徨】
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　高さ一千メートルを超す、純黒の正三角柱。

　旧東京租借地の銀座にそびえ立つそれを人類は『モノリス』と呼ぶ。が、竜の種族はより簡潔に《楔くさび》と呼びならわしていた。

　その呼称のちがい、もちろん地球人類の知るところではない。

　例外は、ドラゴン族との接点が多い春はる賀が晴はる臣おみと──もう一名だけだろう。

　その者の名はソフォクレス。

　長身であり、壮年であり、渋みの強い美男子でもある。

　白人にしては色黒、東洋人にしては顔の彫りが深すぎ、黒人の特徴はない。素す性じようどころか人種さえも不明であった。

　そのソフォクレスが今、銀座のモノリスの頂にいる。

　人前に出るときはいつもそうだが、今日も黒い背広を着ていた。

「ご機嫌うるわしくは……ないようですな、姫」

「言うな。晴はる臣おみのやつ、この雪ゆき風かぜとの対決を前に……あんな銀竜ごときに討ち取られてしまうとは。なんという失態だ！」

　黒衣の妖よう人じんに問いかけられて、雪風の姫は忌々しげに吐き捨てた。

　地上一千メートル以上の高所である。その頂ではびゅうびゅうと強風が吹きすさんでいる。さえぎるものは何もない。

　にもかかわらず、姫もソフォクレスも平然と会話していた。

「竜王ギルダルの位をめざす僭せん主しゆどものゲーム『王への道』……。今回の勝利、むしろ大きく出遅れていたパヴェル・ガラドめがみごと挽ばん回かいしてみせたと、評すべきでは？　それが竜王たる者の器量でしょう」

「そんな理屈は知らん」

　あからさまに拗すねた口ぶりで雪風の姫は言う。

　見た目が一四、五歳の彼女がこんな真ま似ねをすると、ひどく幼い印象になる。対するソフォクレスはどこまでも慇いん懃ぎんかつ淡々と受け答えする。

「ならば、なにゆえあの竜と少年を競わせたのです？」

「決まっている。その程度の試練も乗り越えられずして、この雪風と対決する資格なし。それを晴臣めに教えるためだ」

「パヴェル・ガラドの相手をされる気はもともとなかったと？」

「そこまでは言わん。だが、似たような輩やからとはこれまでもさんざん立ち会ってきた。今さら新鮮味もない。どうせなら晴臣がいい。あの者の方が──」

　単純な勝敗と生死だけでなく、いくさ場に興趣を求める傾かぶ奇き者もの。

　その性さがにまかせて、雪風の姫は言い切った。

「遥はるかに面白く、好ましい」

「しかし、かの少年は敗れた」

　ソフォクレスは陰気な口調で相づちを打つ。

「姫のおっしゃったとおり……竜王になるどころか、王座を得た御お歴れき々れきと競う資格すら彼にはなかったのでしょう。姫の慧けい眼がんが証明されたのです」

「ふん」

　誉ほめそやされても、駄だ々だっ子こめいた顔つきで口く惜やしげにそっぽを向く。

　雪風の姫は竜王のなかでも最も若い。見た目だけでなく中身まで若い──否いな、むしろ幼い。稚気にあふれている。

　だからといって、こんなあやしい人間の賛辞程度で機嫌を直しはしなかった。

　が、いつまでもへそを曲げているわけにもいかない。

「まあいい。あの銀竜めに勝者への恩おん寵ちようをくれてやろう。雪風が直々に立ち会い、ふたたび我が手で葬ほうむってくれる」

「お気をつけて、いってらっしゃいませ」

「たしかソフォクレスだったな。おまえはどうする？」

「私には──いますこし気になることが」

　雪ゆき風かぜの姫が覇者にして戦士であるならば。ソフォクレスは神の視点から全すべてを見透かすゲームマスターめいた義務感と共に、淡々と言う。

「パヴェル・ガラドめはこの決戦の舞台を執しつ拗ようにととのえることで、優位を得た。しかし、少年の方にもまだ盟友となる巫み女こたちが残っている」

「そういえば、晴はる臣おみのまわりをちょろちょろしている輩やからがいたな」

「あの娘ら、なかなかに心利いた者がそろっております。あるいは、それが勝敗を分ける鍵に──ふたつめの鍵になるやもしれませぬ」

「……ほう」

　ソフォクレスの意図を察して、雪風の姫はひさしぶりに微笑ほほえんだ。

　それは鋭気とふてぶてしさに満ちた極上の笑みであり、雪の精のごとき少女の美貌を歴戦の猛も者さの顔に変える闘将の印でもあった。

「つまり、まだ何かが起きるかもしれぬと、おまえは見ているわけだな」

「さて。全ては憶測。そのように事が運ぶか否いなか、この目で見とどけぬかぎりはなんとも申し上げられません」

「はははは。ならば疾とく去り、見きわめてこい！」

　ついにいつもの快活さを取りもどし、雪風の姫は颯さつ爽そうと命じる。

「その間、雪風はパヴェル・ガラドめの相手をして、果報を待つとしよう。出陣する。剣の秘ひ文も字じをもってしても屠と竜りゆうの箭やは払えぬと──天地に示してくれる！」
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　パヴェル・ガラドの用意した結界内部。

　露天掘り構造の不思議な遺跡を前にしての、大戦闘。四人の魔女とリヴァイアサン四体は絶体絶命の窮地に追いこまれていた。

　膨大な数のラプトルたちに包囲されている。

　はじめ五〇〇匹以上いた竜の群れ、どうにか三〇〇匹弱にまで減らしていた。

　が、多勢に無勢は変わらない。

　しかもエース格のアーシャとルナ・フランソワはそろって戦闘不能。こちらは竜りゆう弑ごろしを使えないが、敵方は《剣の秘文字》を授かっている。

　まず勝ち目のない状況だった。

　それでも十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめは背筋をのばして、にらみつけていた。空を好き勝手に飛びまわる〝屠と竜りゆうの剣付きラプトル〟たちを。

　敵はまだ攻撃してこない。悪あく路ろ王おうと水み無な月づきが吠ほえ声ごえを発して、牽けん制せいしているからだ。

　クォォォオオオオオオオオオンンンンッ！

　ラァァアアアアアアアアアアアッッッッ！

　悪路王は地上にいる。頭と上体を低くして、尻しりだけ高く突き出した格好だ。威い嚇かくの体勢であった。九つの尾はどれもまっすぐピンと直立し、扇のように広がっている。

　水無月の方は、魔女たちの比較的近くで浮遊している。

　こちらはことさら獰どう猛もうさを見せていない。が、それでもエメラルド色の竜りゆう蛇だは低いうなり声を発しながら、空の敵たちを超然と見据えていた。

　尚なお、水無月の心やさしいパートナーは心配げに傷ついた仲間を見つめている。

「みんな……」

　羽は純ずみは切なげにささやいた。

　背中を大きく切られたグリンダ、左の翼を肩から切断されたルサールカ。昏こん倒とうして、意識不明らしいルナ。痛みのあまりうつぶせに倒れ、苦く悶もんしているアーシャ。

　水無月に頼めば、治ち癒ゆの力で回復させられる。

　だが、それは隙すきにつながる。水無月が牽制をやめた瞬間、空のラプトルたちは一斉に襲いかかってくるのでは──？

　その予感が羽純を躊ちゆう躇ちよさせていた。そして、それは杞き憂ゆうではないはずだった。

　そんなとき、魔女たちはハッとした。

　きわめて親しい人物が心のなかで彼女たちのことを想おもい、その安否を気遣っていたと──なぜか確信できたのである。

「……えっ、先輩？」

「今のってまさか春はる賀がくん!?」

　その感覚はほんの一瞬だけ感じ取れた。羽純と織姫は愕がく然ぜんとした。

　ひとり地上にとりのこされた彼のピンチが──一瞬だけのつながりで伝わってきた。同じ僭せん主しゆとの激闘。ついに屠竜の剣で刺されてしまった。うすれゆく意識のなかで、春賀晴はる臣おみは仲間のことを想い、それがこうして伝わってきた……。

「大変！　このままじゃ先輩が──」

「誰も助ける人がいないんじゃ、もう……！」

　最悪の結末を想像し、ショックを受ける。

　日本育ちの羽純と織姫が見せた反応、きわめてまっとうだと言えるだろう。

　そうなのだ。それが健全な人間、善良な少女というものだ。だから、こんなことに思いいたるアナスタシア・ルバシヴィリはきわめて特殊だと言える。

　だが仕方ない。彼女たちとは、もともと光と闇やみほどに差異があるのだから。

「なんだ……」

　左腕が付け根から切断されたかのような幻痛。

　その耐えがたい痛みに苦く悶もんし、のたうちながら、アーシャは理解した。冥めい府ふ帰りの死人のごとく力ない声でささやく。

「私たちと晴はる臣おみの間にある霊的結合スピリツト・リンク……消滅してはいなかったんですね──。同じ世界線にいないから、確認しづらいだけで……」

　だが今の一瞬、晴臣が強く魔女たちの安否を案じたおかげで、つながりを持てた。

　ということはつまり。この霊的結合、人為によって創り出すことが可能なのだ。激痛にさいなまれながら、アーシャは確信した。

　敵は妙な水晶球やらの仕掛けで《剣の秘ひ文も字じ》を使用可能にしたようだが──

　そんな方法は邪道だ。

　欧州最強の撃墜王とその相棒なら、魔女としてのセンスと魔力だけで十分。必ず、自前の力だけで今の──晴臣との結合を再現してみせる！

　痛みのせいで、最近のテーマ『女子力向上』が頭から吹き飛んでいる。

　だからだろう。今、アーシャは不純物の一切ない〝完全なる魔女〟として、超高難度の魔導技法に取り組みはじめていた。

「古き……清浄の御み印しるしよ。私とルサールカにもう一度、力を」

　魔女とリヴァイアサンが奉じる五ご芒ぼうの星へ、呼びかける。

　祈りではない。あの魔術の紋章から力を〝引きずり出す〟ためだ。

　アーシャは幼くして特級認定を受けるほどの天性を持つ。だから知識としてではなく、持って生まれた皮膚感覚として熟知している。

　魔術というのは──他人に祈って、成就してもらうような法ではない。

　ここに魔力があるとする。その行使中、呼吸するタイミングをコンマ一秒まちがえただけで暴走し、都市をまるごと崩壊させかねないほどの。

　その力を──術者の感性と知識で無む理り矢や理りに屈服させ、下僕に変える。

　それが魔術なのである。

　失敗など考えない。本当に失敗したとしても気にしない。都市がひとつ吹き飛んだとしても、まあ仕方ない。次、成功すればいい。

　その境地にいる者だけが偉大なる魔術の業アルス・マグナを達成できる。

　祈りだの無私の心だのは、どこかの宗教家にまかせておけばいい。傲ごう慢まんかつ無む謀ぼうなほどに己おのれの成功を確信し、他者をかえりみず、魂を闇と魔性に染めた者こそがアーシャたちの高みにまで登りつめるのだ！

「……くぅっ」

　うつぶせになりながらも、上体をどうにか起こした。

　左肩が激しく痛む。本当なら、まともに身動きできる状態ではない。だが、もう痛みさえも逆に集中力を高める要因でしかなかった。

　体の苦痛を忘れるために精神を研ぎすまし、アーシャは感じ取った。

　胸──魔力を生み出す源・魔女の心臓に最も近い左の乳房。そのささやかなふくらみに何かがふれている。いつか晴はる臣おみがさわったときのように。

「……ルサールカ。弓の秘ひ文も字じを使用」

　気絶しそうなほどの痛みに耐えつつ、アーシャは不敵に微笑ほほえんだ。

　左手の甲に『傾いた半月』の記号《弓の秘文字》が顕あらわれる。

　世界を超えて、晴臣との霊的結合を再構築。あのわずかな一瞬がそのためのコツを教えてくれた。要は〝あのときと同じ感覚〟を再現すればいいのだ。厄介な作業ではあったが、そこは天性の魔術センスにまかせて上う手まくやった。

　あっちの世界で晴臣は意い識しき朦もう朧ろうとして、生死をさまよう状況のようだが──

　まあ、もうすこし保もってくれるだろう。こっちが一撃放つまでの間、走そう馬ま燈とうを見ながらでもいいから生きていてくれればいい。

「ルサールカ。疑ぎ似じ神しん格かくで攻撃開始。必ひつ滅めつ之の法ほうです！」

　血を吐くように叫ぶ。蒼あおきパートナーもさすがだった。

　片翼を失い、白い砂漠の上に墜落していた。悶もん絶ぜつし、もはや戦闘不能だった。しかし、必死に頸くびをのばし、天を鋭くにらんで、大きく咆ほう哮こうした。

　キュアアアアァァァァァァァァァアアアアアアアアアアアッ！

　ルサールカの頭上に白い鏃やじりがふたつ、忽こつ然ぜんと顕れた。この鏃が上空で強襲開始のタイミングをうかがっていたラプトル約三〇〇匹のまっただなかに飛んでいく。

　かくして、アーシャとルサールカの死力と魔力が必滅之法を解きはなったのである。




「あれは──春はる賀がくんの力!?」

　ぱっと織おり姫ひめは表情を輝かせた。

　いきなりルサールカが攻撃魔術を行使した。上空では氷・雪片・凍気が吹きすさび、荒れ狂うようになって、剣付きのラプトルたちをさいなんでいる。

　しかも氷の嵐のほかに、ルサールカは白い鏃を生み出していた。

　陶器のような素材で、質感が白磁めいていた。

　この美しい鏃も凶悪だった。先端から青白いレーザーを次々と乱射し、ラプトルの肉体を切り裂いていくのだ。

　まちがいない。アーシャさんは《弓の秘文字》を使っている！

　先輩魔女の姿をちらりと見る。すこし離れたところでうずくまっていた。

　ルサールカの傷から伝わる痛みがアーシャを苦しめ、悶もん絶ぜつさせているのだ。しかし、かつて欧州の撃墜王だった少女はやってのけたのだ。

　今、上空のラプトルたちは必ひつ滅めつ之の法ほうを受けて、浮き足立っている。

　下界の織おり姫ひめたちを襲うことも忘れて、竜りゆう弑ごろしのレーザーから逃げまどっている。だが、この攻撃だけで敵を全滅させられるかは……おそらく微妙だ。

　織姫はなんとなく直感した。たぶん、その前にルサールカが力尽きる。

　魔女としての勘、なのだろうか。なぜか確信できた。自分も──やらなくては。

「悪あく路ろ王おう……わたしに力を貸して」

　アーシャさんにできるのなら、わたしにだって。

　などとは到底思えない。そこまでの自信も、才能も十じゆう條じよう地じ織姫にはない。でも。

「要は、さっきと同じ感覚を再現すればいいのよね……！」

　一瞬だけ〝つながった〟直後、アーシャは秘ひ文も字じを使ってのけた。

　つまり、そういう理屈ではないかと勝手に見当をつけたのだ。駄目でもともと。今はとにかくやるだけやって、悪あがきをすればいい。

　挑戦。勇気。思い切り。くそ度胸。開き直り。運うん否ぷ天てん賦ぷ。

　ポジティブでもあり、やや無責任かつ『結局、上う手まくいくかどうかは神様の思おぼし召めし次第よね』という大らかさにまかせて──

　織姫は世界でいちばん恋しい男の子のことを想おもった。

　正直、美点はたしかにあるにせよ、いろいろ問題が多すぎる相手だと自分でも思う。社交性に難ありだし、いろいろ秘密にしたがるし、妙に頑固だし。

　しかし、それだけあげつらったあとで、自然とつぶやきたくなる。

（でも好き。大好き）

　人前で口に出すのはさすがにためらわれる。恥ずかしい。

　それはやっぱり、〝ふたりきり〟のときだけにしておこう。また、こうも思う。わたしはこれだけ春はる賀がくんを好きだし、春賀くんもわたしを────なんだから。

「世界を超えて、魔法の力をもらえるくらいの絆きずなはあるわよね」

　心からの確信が愛いとしい彼と〝つながった〟ときの感覚を思い出させてくれた。

　そして、織姫は感じ取った。

　胸──魔女の心臓に最も近い左の乳房。そのふくらみに何かがふれている。たぶん、いつものように彼の右手がまさぐろうとしているのだ。

「もう。春賀くんったら、やっぱりえっちなんだから」

　今となっては、この手の感触をすっかり覚えてしまっている。

「好きなだけ……さわらせてあげる。こんなこと言うの、春賀くんにだけなんだから。それくらい、あなたのことが──好きなんだから」












　愛いとおしい想おもいを噛かみしめながら、織おり姫ひめは霊的結合を再構築した。

　左手の甲に《弓の秘ひ文も字じ》が顕あらわれる。ここからは魔力を全開、いつもの調子で必ひつ滅めつ之の法ほうをぶつければいい──。

　その瞬間、自分自身とパートナーである悪あく路ろ王おうにある大きな変化が起きたと。

　雷にでも撃たれたように、織姫はハッと悟った。
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　以前、十じゆう條じよう地じ織姫は春はる賀が晴はる臣おみから言われた。

　君のようにまともで健全な人間は魔女に向いてないと。しかし、元竜王・火ひ之の迦か具ぐ土つちはこう言っていた。闇やみと魔道に染まるだけが道ではないと。

『巫み女この聖なる輝きによって、魔性の蛇が神に近づくのも天地の理ことわりなのだ』

　別世界にいる仲間との霊的結合を再構築する。

　本来、織姫の力量では不可能であるはずの芸当だった。しかし、愛しい人を想うことでその難関をクリアできると──今の織姫は知っている。

　闇と魔性に染まる以外の方法でも、自分はもっと強くなれる。

　その確信が新たなステージへと織姫を引きあげ、さらなる恩おん寵ちようをあたえてくれた。

「光……？」

　織おり姫ひめはつぶやいた。

　彼女のパートナー、悪あく路ろ王おうの属性は《火》である。

　しかし、稀まれに複数の属性を持つリヴァイアサンが出現する。織姫の場合、希少なはずの実例が身近にふたつもあった。

　アーシャの〝蒼あおきルサールカ〟は《水》と《月》の二重属性。

　ルナの〝南の善き魔女グリンダ〟は《重力》と《幻影》の二重属性。

　どちらも魔女の世界では異名がつくほど有名な個体だという。魔力の強大さ、能力の多彩さ、そしてパートナーの優秀さから。

　そうした『撃墜王クラス』を間近で見てきたがゆえに。

　火のリヴァイアサンである悪路王に宿ったもの、その正体をすぐに理解できた。

「もうひとつの力……」

　それは覚醒であり、成長だった。

　闇やみではなく、聖なる心を持つ魔女としての成長が悪路王に新たな力を授け、第二の疑ぎ似じ神しん格かくとして発現──。織姫は新たな力を解きはなつ。

　ちょうどルサールカによる最大連射フルバーストが途切れた直後だった。

「悪路王、太陽の魔法を使って！」

　クォォォォォオオオオオオンンン！

　パートナーは咆ほう哮こうし、第二の疑似神格を行使した。

　今まで擬似的な〝火の神〟であった悪路王。新たな力は《太陽》。世界に輝ける光と熱を振りまき、闇を駆逐する〝太陽神〟のそれであった。

　その聖なる力が生み出すものは当然──




　露天掘り構造の遺跡とリヴァイアサン四体、さらに数百匹の剣付きラプトルたち。

　それらよりも遥はるかな上方、天の高みに──悪路王が新たな疑似神格で創造したものを見あげて、白しら坂さか羽は純ずみは感動した。

「まるで太陽みたい……。すごい、姉さま！」

　悪路王は〝巨大な光の玉〟を天空に造り出したのだ。

　直径七、八〇メートルほどの球体だった。神々しい、金色の光を放っている。

　これが羽純たちの遥か上空に陣取る。そこでは標的ども、数百匹の剣付きラプトルが飛びまわっていた。悪路王と水み無な月づきに牽けん制せいされつつも空中を乱れ飛び、攻めこむ隙すきをうかがっていた連中だ。

　そして攻撃の開始。光の玉が──不可視の光線を乱射しはじめた。

　魔術的視覚を発動させていなければ、羽純にも視みえなかった。

　光線は〝巨大な光の玉〟のいたるところから、あらゆる方位へ射出された。

　わずかでも当たったら最期。そのラプトルは『ジュッ』と溶け去り、一瞬にして蒸発してしまう。まるで超高熱にさらされた雪像さながらだ。

　命中率は決して高くない。だが、放たれる光線はとにかく大量だった。

　しかも不可視。回避できるはずもなく、ラプトルたちはそこかしこで蒸発していく。

　疑ぎ似じ神しん格かく《太陽》と、世界を超えて授かった《弓の秘ひ文も字じ》のコンビネーション。その威力に見入っていたとき、羽は純ずみはかぼそい呼びかけを聞いた。

「は……羽純、さん」

「ルナさん！　大丈夫ですか!?」

　すこし前、屠と竜りゆうの剣で切られたグリンダ。

　その痛打のフィードバックで昏こん倒とうしたルナ・フランソワが意識を回復していた。先輩魔女の声を聞き、あわてて羽純は駆けよっていった。

「今、水み無な月づきに頼んで、手当てをしてもらいますね！」

「ダメ……。その前に私と羽純さんで、あれをやりましょう」

　羽純に支えられながら、ルナ・フランソワがどうにか体を起こす。

　痛むのだろう。すばらしいバストのふくらみ──心臓の上あたりを右手で押さえている。いつもは華やかな美貌も、げっそりとやつれていた。

　しかし、金髪の特級魔女マスターマギは強いまなざしで羽純を刺すように見つめる。

「アーシャと織おり姫ひめさんと同じやり方でハリーの秘文字を借りて、この結界を切り裂くの。双刀の文字を使えば、できるはずよ」

「で、でも、わたしにもできるでしょうか？」

　悪あく路ろ王おうの二重属性をめざめさせた従い姉と妹この織姫。

　魔女としての力量、第三階かい梯ていの白しら坂さか羽純よりもおそらく上──。その直感にまかせて答えたら、ルナ・フランソワはあっさりと言う。

「無理でしょうね。今の織姫さんはたぶん第四階梯……特級認定も降りそうなくらいに力を増している。羽純さんはそこまでじゃない。だから私のフォローなの。見てのとおり、私はこんなありさまだし」

　ダメージのせいで憔しよう悴すいし、早口になり、いつもの小悪魔めいた余裕はない。

　が、それゆえにかえってルナ・フランソワは本物の悪魔じみた迫力と凄すごみをまとい、ふだんよりも美しいとさえ言えた。

「でも安心して。手負いのアーシャにできることが私にできないはずはない。羽純さんの手を借りるのは、弓よりも双刀のあつかいの方が面倒だからよ。わかった？」

「でもルナさん、お体の方は……」

「バカね。そんな話は術を成功させたあとですればいいの！」

「で、でも」

「ここでべつの術を使ったら、羽は純ずみさんはさっきハリーと接触したときの感覚を忘れちゃうかもしれない。だから、その前に」

　我が身より、魔女としてのプライドを躊ちゆう躇ちよなく最優先する。

　ふつうは逆だ。魔術などより体の心配をするのが、人道的に正しい。しかし、そんな羽純を心得ちがいとしかりつける。

　物腰の柔らかさでいつもは隠している、ルナの〝壊れた〟一面だった。

「急いで。織おり姫ひめさんだって、あれをいつまでも続けられるはずないんだから！」

「わ……わかりました！」

　羽純は左手をのばし、先輩魔女の左手と絡み合わせた。こことはちがう世界にいるはずの晴はる臣おみ先輩のことを一心に想おもい──数十秒。

　ふたりの左手の甲に、十字架型の紋章が顕あらわれる。

「き、来ました！」

「……よかった。さっきの感触だとハリーがもうすぐ死んじゃいそうな気もしたのに、なんとか持もち堪こたえているみたい。誰か応急処置をしてくれたのかしら……？」

　無邪気によろこぶ羽純に対して、ルナはあくまで実務的だ。

　同じ《双刀の秘ひ文も字じ》を見て、この反応のちがい。年齢とキャリアだけでなく、覚悟と精神力の差もきっと関係しているのだろう。

　もっとしっかりしなくちゃ──羽純は強く思った。

　夏休みのニューヨーク、あの箱船のなかでシャミーラムから学んだように。

　一方、ルナ・フランソワはついに必ひつ滅めつ之の法ほうの実行に取りかかる。

「陰と陽……相反する二つの要素を融合させて、陰いん陽よう相そう克こくの一撃と成す。ここにハリーがいなくたって、必ず成功させるんだから……！」

　後輩と手を取り合いながら、特級認定の魔女はうそぶく。

　だが──羽純はちらりとよそ見をした。

　彼女たちのすぐそば、砂漠の白い砂の上で〝南の善き魔女〟グリンダが力なく横たわっている。立つ気配も、双刀が顕れる気配もない。

　特級魔女マスターマギの力量をもってしても、この最高難度のタスクは処理しきれないのか。

　しかし、ルナは一いつ喝かつする。

「この文字は光と闇やみ、相反する力の強さを拮きつ抗こうさせないといけない。私が担当する『闇』にくらべて、『光』が弱いみたい。聖と邪、善と悪、陰と陽、魔性と神性……あなたと水み無な月づきをより聖なる存在に変えるのよ、羽純さん！」

「は──はい！」

　いかなるものを聖なる存在と呼ぶのか、羽純にはわからない。

　わかるのは、気後れしてはいけないということだった。己おのれの理想とするところを一いち途ずに念じて、その成就のために魔力とパートナーを最大限に活用する。今、まさにルナ・フランソワがそうしているように。

「わたしは……大切な人たち、みんなに無事でいて欲しい。傷ついて欲しくない。だから水み無な月づき、おねがい！」

　心の底からの祈りを、リヴァイアサンに向けて送りこむ。

　ちょうど彼女たちの近くで浮遊していた水無月は──澄んだ声で鳴いた。

　ラァァァァァアアアアアアアアァァァァァ！

　エメラルド色の竜りゆう蛇だである水無月。その頭上にルルク・ソウンの秘ひ文も字じが一九個も出現し、白金色の輝きを放つ。

『我、辟へき邪じやの双刀を招き奉る。悪あしき邪竜に熾し天てんの制裁を下さん』

　邪を祓はらい、悪しき魔力を駆逐する。そういう意味の配列だった。

　そして、水無月には左右の前肢がある。その右前肢はふだん、宝珠をにぎっている。これがいつのまにか──大おお太だ刀ちに変わっていた。

　左前肢には当然、小こ太だ刀ち。左右一振りずつ、双刀遣いの実現だった。

　ただし、人間の剣客が持つときとちがい、どちらの刀も〝逆手〟で持っている。この両刀──大太刀を縦に、小太刀を横にまっすぐ振るい、水無月は砂地に十字を刻んだ。

　これこそ双刀の刻印。心から羽は純ずみはよろこんだ。

　仕上げとばかりに竜蛇型リヴァイアサンは双刀を大地に突き立て、砂上に描かれた十字の刻印へ膨大な魔力を送りこむ！

「成功した……よかった！」

　しかも、水無月はさらに魔力を使う。その巨体の背後に、今度はルルク・ソウンの秘文字が七つ顕あらわれた。意味は『癒いやしの手』。

　効果は甚じん大だいだった。

　背中を切り裂かれ、ずっと横たわっていた魔獣グリンダ。右肩に山や羊ぎ、左肩にドラゴンの頭部まで持つライオン型リヴァイアサンはむくりと起きあがった。

　大きく伸びをする。背中の傷はふさがっていた！

「まあ……。結局、治ち癒ゆの力を使ってしまったのね」

「す、すいません！」

　ルナ・フランソワの美貌からも苦痛の陰が消えていた。

　せわしなかった息づかいもふつうになり、だいぶ楽になった様子だ。パートナーの回復が魔女の痛みを消し去ったのだ。

　が、羽純は反射的にあやまっていた。これは明らかな命令違反である。

「いいのよ。わたしはそれ、余分な手間だと思ったけど」

　しれっと金髪の天才魔女は言ってのける。

　治ち癒ゆがだいぶ効いたのか、いつもどおりの余裕と優雅さだった。

「羽は純ずみさんにはすごく大切なことだったみたいだし。なにより肝心のあっちが上う手まくいったんだから、文句を言う筋合いじゃないでしょ」

　水み無な月づきが双刀を突き刺した砂漠の一点。

　その箇所を中心とする半径二、三〇メートルほどが『海』になっていた。

　今まで白い砂漠の砂だけがどこまでも広がっていたのに、そこだけが海水になり、マリンブルーに変色していたのである。

　決してあざやかというわけではない、東京湾の海の色だった。

　これが色だけでなく完全に海水となったとき、もとの世界にもどれる……。そう直感した羽純へ、ルナ・フランソワは言う。

「私たち魔女の世界は結果オーライ。どんなやり方だろうと、成功した人間の主張が全面的に正しいってことになるの。だから羽純さん、グッジョブよ」

「そ、そうですか」

　あっけらかんとウインクしたうえに、先輩魔女は親指まで立ててみせる。

　ノリの軽さに唖あ然ぜんとしたとき、事件が起きた。

　不可視のレーザーを休みなく発射していた疑似太陽が──唐突に消えたのである。

　灰色の空に残ったのは、蒸発をまぬがれたラプトル数十匹のみ。しかし、討ちもらしであることはたしかだった。残敵はわずかなのになぜ攻撃をやめるのか？

「姉さま!?」

　すこし先で織おり姫ひめが倒れていた。

　灰色の空をずっとにらんで、悪あく路ろ王おうに《太陽》の疑ぎ似じ神しん格かくを使わせつづけてきた。だが慣れない術で体力を消耗し、ついに倒れた。

　それに合わせて、九尾の悪路王も非実在化して、姿を消したのだ。

　標的を数秒に一匹のペースで葬ほうむってきた光線の消滅にともない、散り散りに空を逃げまわるだけだった剣付きラプトルたちもどうにか落ち着きを取りもどした。

　空中の敵、残り五、六〇匹。

　この連中が思い思いに地上への降下と──攻撃を再開した！

　だが水無月は依然として、双刀を〝海水色の大地〟に突き立てたまま。グリンダも魔力を送りこんで、その双刀遣いをサポートしている。

「ど、どうしましょう、ルナさん!?」

「水無月は双刀のオペレーション、グリンダはそのフォローを続けさせなきゃダメ。迎撃行動を起こす余裕、どちらにもないようね……」

　このままでは、ラプトルの群れに為なす術すべなく蹂じゆう躙りんされるしかない。

　ふたりが息を呑のんだとき、思わぬ救い主が空へ飛び立った。

　キュアアアァァァァァアアアアアアッ！

　蒼あおきルサールカ。失ったはずの片翼がよみがえっている。さっき羽は純ずみが祈った『大切な人たちに傷ついて欲しくない』。その願いはグリンダだけでなく、ルサールカまでも治ち癒ゆしていたのである。

　額から一角を生やしたワイバーンは、ラプトルたちの群れに突入していく。

　氷雪の嵐と竜りゆう弑ごろしのレーザー。その最大連射フルバーストがふたたびはじまった。《弓の秘ひ文も字じ》を使ったのだ。

「さっきの大失敗ミステイク、それで埋め合わせるつもりなのね……」

　ぼそりとルナ・フランソワがつぶやいた。

　直後、やにわに羽純とルナ、そして倒れていた織おり姫ひめの体は沈みはじめた。海水色になっていた地面がついに〝完全なる海水〟となったのである。

　海中に沈んでいく魔女三人。

「!?」

　もはや羽純が見あげるのは灰色の空ではなく、くすんだ色の海水だった。

　数十匹のラプトルたちも、ルサールカも、視界から消え去っていく。代わりに周囲の全すべてが海水へと置きかわり──

　羽純たちの頭上は地上の青空に変わってしまった。

　もう足下も砂地ではない。数時間前まで羽純たちを運んでくれていた海上自衛隊所属の護衛艦──その甲板の上である。

　大気に立ちこめる匂においは九月の東京のそれだと、水み無な月づきの超感覚がかぎとった。

　パヴェル・ガラドが作った結界──その一部を《双刀の秘文字》で切り裂くことで、ようやく帰還を果たしたのだ。

　羽純たちが乗る護衛艦、もちろん砂漠ではなく東京湾の海面に浮いている。

　そして、いっしょに帰ってきたグリンダ、水無月、悪あく路ろ王おう──三体のリヴァイアサンの実在化が解除される。『蛇』たちの姿はゆっくりと消えていった。

「姉さまは!?」

　あわてて従い姉と妹この姿を探し、ほっとする。すこし離れたところで織姫が寝ている。

　安らかな寝顔だった。安あん堵どの吐息をこぼした瞬間、羽純は気づいた。

「アーシャさんはどこに……？」

　甲板の上を見渡しても、どこにも銀髪の魔女はいない。

　どこかに隠れているのか、それとも──。不安が羽純の心をざわつかせる。一方、ルナ・フランソワは肩をすくめて、ごく冷静に言った。

「地上こつちがどうなっていたか情報収集したら、さっそく出発しましょう。たぶん、ハリーは大変なことになってるはずよ。私たち、これから大車輪で働かなくちゃ」

　四人目の不在をわざと無視するような言い方だった。
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「ようやく──ですか」

　しばらくぶりに一息つくことができて、アーシャは安あん堵どした。

　パヴェル・ガラドが砂漠の結界内部に配していたラプトルたち。さんざん苦労させられたが、ついに在庫切れまで追いこんだ。

　三体のリヴァイアサンといっしょに、魔女三名が地上へ帰還したあと。

　アーシャとルサールカは《弓の秘ひ文も字じ》を使い、十数分かけてラプトルの群れを掃討したのである。増援が現れないかとしばらく身がまえていたのだが、一〇分経たってもその気配はない。

　仲間たちの撤退を助けるため、あえて残った甲か斐いがある。

　灰色の空のもと、どこまでも白い砂漠が続く。その異様すぎる世界には今、自分とルサールカ以外に生き物はいない。すくなくとも彼女の視界内には。

　退却する友軍のしんがりを守る──。

　その役目、自分が果たすしかない。アーシャはそう判断したのだ。

「ひきかえに、ひとりだけ残る形になっちゃいましたけど、仕方ないことです」

　自分を納得させるように、つぶやく。

　まあ、あのときアーシャ以外にこの役目ができる者はいなかった。それにもうひとつ、無視できない理由があった。

「ルナに負い目を作ったままなのも、目覚めが悪いですからね」

　今回の戦闘で、ルサールカとグリンダが重傷を負った原因。

　結局のところアーシャのミスである。あのときグリンダのまわりにいた敵を一撃で殲せん滅めつできると確信し、その前提で行動して──二匹、しとめ損なった。

　結果、特級魔女マスターマギふたりのパートナーたちは甚じん大だいなダメージを負った。

「ルナのことです。絶対、気づいていたはずです」

　互角の力量を持つ者同士。織おり姫ひめや羽は純ずみが気づかなくとも、ルナ・フランソワだけは絶対にアーシャのミスだとわかっている。

　あとで皮肉のネタにされるより、自分からペナルティを支払っておこう。

　そういう考えがなかったと言えばウソになる。だから、みんなのそばをこっそり離れて、こんな役目をつとめた。

　戦場の主役であるべき撃墜王アーシャが黒子の仕事をはたすべく──

「…………」

　いや。実はもうひとつ選択肢があった。

　上空で迫りくるラプトルたちを単騎で翻ほん弄ろうする八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍をしつつ、仲間たちが地上に帰還する直前、まさに七、八秒前に急降下と急加速を行う。ぎりぎりのタイミングで合流をはたし、いっしょに帰っていく──。

　急降下の開始が早すぎると、敵を仲間のもとにひきつれていくことになる。

　ぎりぎりの一瞬を見切り、いかなるリヴァイアサンもおよばぬ速度でルサールカに飛んでもらう必要がある。だがアーシャと相棒ならできるはずだった。

　だというのに。

　アーシャはそれを選ばず、安全策を取った。

　予感があったのだ。降下をはじめるべき『ここ！』というタイミングにコンマ数秒遅れそうだとか、ルサールカ本来の最高速度をたぶん引き出せないとか。

「本当の本当にほんのすこしですけど、キレと魔力が鈍ってますね……」

　灰色の空のもと、異様に白い砂漠のなか、たったひとり。

　ひとりごとを聞く者は誰もいない。だから言葉にできたのか。ついにアーシャはかねてからの疑惑を認めて、口にしてしまった。

　女子力アップのセルフ催眠術。その影響らしい食欲不振。

　それと連動する『実は魔女として若干パワーダウンしている!?』疑惑。

　ここ一か月以上、いくつかの兆候はあった。だが竜王ハンニバルとの激戦を乗り切ったことで、その危き惧ぐを忘れることができていた。

　それに何より──認めたくなかった。

　あの催眠で得た女子力があればこそ、恋愛面で逆転の目も出てきたのだ。

　そこに負の要素があるなど、考えたくもない。しかし今回、こういう形で催眠の影響が出てしまった……。

「それにしても、おなかがすきました」

　ぐぅぅぅぅぅぅぅぅ。ひさしぶりに腹の虫が鳴っていた。

　催眠をかけて以来、はじめてのことだった。負傷したルサールカのフィードバックで激痛にのたうちまわりながら、魔女としての本性をむき出しにしたせいだろうか。

　ぐぅぐぅとおなかが騒がしい。

　栄養を、カロリーを、満腹感を──魔力の源を狂おしく求めている。

「ううううっ。でも、ここで食べたら今までの苦労が水の泡……」

　アーシャが愛用する軍用ジャケット。

　フェミニンとはお世辞にも言えない、可愛かわいげのない代しろ物ものだ。だが頑丈だし、汚さないように気を遣う必要もない。またアーシャ独自の工夫も凝らしてある。

　内側にいくつも隠しポケットを作ってあるのだ。

　そして、長年の習慣で──携行食入りの小袋を常に隠しいれていた。

　キャンディ十数個。ビスケット。米軍ご用よう達たしの熱帯気候でも溶けない粒状チョコレート。ドライフルーツ＆ナッツ盛り合わせ。バー状に焼き固めたシリアル。ビーフジャーキー。クラッカー。粉ミルク。にぼし。スポーツようかん。ゼリー状栄養補給食品。塩・胡こ椒しよう・砂糖などの調味料……。

　すっかり人並みの食欲に落ちたあとも、補充と入れ替えは続けていた。

　なんとなくやめどきを見失っていたのである。もしかしたら、〝いつか〟必要になるかもという──漠然とした不安のせいかもしれなかった。

　ぐうううぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ。

　低い重低音。また腹の虫だ。今まででいちばん長い。

　せめて飴あめ玉だまのひとつでもと隠しポケットを探ろうとして、アーシャはぶんぶんと激しく頭を振った。それはたぶんまずい。

　その一口が催眠崩壊の引き金になりかねない。本能的にそう思う。

　せっかく手にした女子力を失ったら、ここで人生が詰みになりかねない！

「また自己催眠をかけようとしても、上う手まくいかない気がします……」

　ぼそりとアーシャはつぶやいた。

　魔女としての勘だった。逆に何度も繰りかえし施術できるのなら──それはおそろしく危険だと思える。なんといっても、性格まで変えるような強度の催眠術なのだ。一種の洗脳であり、自我が崩壊する可能性すらあるかもしれない……。

「と、とにかく！」

　空腹をまぎらわすため、大声を出す。

　アーシャはさっと右手を挙げた。空からルサールカが降下してくる。いつもの全長十数メートル級の巨体ではなく、三分の一ほどにサイズを縮小させている。

　断たれた片翼も無事に復元していた。

　羽は純ずみと水み無な月づきが治ち癒ゆ術をかけてくれたおかげであった。

　アーシャはすでに《跳躍力増幅》の魔術を自身にかけている。身軽さを増した体でひょいひょいとルサールカの背中に駆けあがった。

　ここからはワイバーンである相棒の背に乗り、移動する。

　目の前にある露天掘り構造の不思議な遺跡。深さ五〇〇メートル以上はあるはずの最深部が目的地であった。

「ハンニバルとぎりぎり撃ち合いできるくらいまでパワーアップした晴はる臣おみに、パヴェル・ガラドは《剣の秘ひ文も字じ》を強化することで対抗した……」

　すこし前、すり鉢の底から青い火花が打ちあげられた。

　その火が《剣の秘ひ文も字じ》を生み出し、アーシャたちの苦戦の原因となった。

「パワーアップの秘密がもし私の予想どおりなら……」

《双刀の秘文字》でいっしょに陰いん陽よう相そう克こくの術を使ってくれる魔女はいない。そうである以上、脱出の当てもない。知的探究心を追求する方が生産的だ。

　アーシャは仮説をたしかめるべく、相棒を飛び立たせた。
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　意識を回復したとき、ハルはまず思った。

（……この人たち、誰だっけ？）

　仰あお向むけに横たわる春はる賀が晴はる臣おみのそばに、三人の男女がいる。

　ここが寝室なら枕元というところだが、やわらかな芝生の上だった。そして、胸──心臓がずきりと痛む。

　ここを剣で突かれたようにも思ったのだが……。

　首をかしげながら、ハルはとりあえず上体をむくりと起こした。

「よかった！　春賀くん、目を覚ましてくれたよ～！」

「でも、まだ完全に起きてないみたい。ぼーっとしちゃって、目の焦点合ってないよ」

　ハルの容態を心配しているらしい三人組。

　女子ふたりに男子ひとりという組み合わせだった。

　騒いでいるのは女子の方だった。ひとりめは活発そうなショートカット、ふたりめは小柄なツインテール。どちらもハルのことを知っているらしい。

　三人目の男子は──無言でこちらを見おろしている。

　彼はサマーニット帽をかぶり、体つきは細身だ。なかなかの雰囲気イケメンというハルの知り合いにはすくない感じの人物だった。

　みんな高校生らしい。男女用のちがいはあるが、同じ学校の制服を着ている。

　さて、この人たちは本当に誰だろう？　ハルはいぶかしんだ。

（僕の名前を知っているから、やっぱり顔見知りだよなあ）

　そもそも、自分はどうして芝生の上で寝ているのか？

　見たところ、かなり広い公園らしい。意識を失う直前、僕は何をしていたのだろう。空から墜落していたことと、何かを右手でつかんだことはなんとなく覚えている……。

　無意識にぐっと右手をにぎりしめ、ハルはハッとした。

　あのときつかんだはずのやわらかで張りのある感触。そのことに思い至った瞬間、目の前にいる級友たちの名前を思い出したのである。

「ええと。武む藤とうさん……に、船ふな木きさん。君たち、どうしてここに？」

「おー。春はる賀がくん、やっと正気に返ったねえ」

「ほんとほんと。無反応すぎるから、このまま病院に直行しなきゃダメかなーって心配になってたよ～」

　武む藤とうさんがにやりと笑い、船ふな木きさんがほっとした顔で言う。

「あたしたちはさ。『紅あかいドラゴンがやられそう、胸騒ぎがする』って部長に言われて、様子を見にきたの。でも、やっぱりあの人めちゃくちゃだね。『行けば春賀がいるかも』なんて予言してて、そのとおりになったから」

「ぶちょう──ああ、Ｍ部長？」

「もちろん」

　ハルと武藤さんが共に部長と呼ぶ人物、ＵＦＯ研の怪人・Ｍ部長。

　そちらもなんとか思い出せた。しかし──ハルはずっと無言でいる雰囲気イケメンの男子をさりげなく見た。この人は……誰だ？　まったく心当たりがない。

　本当に初対面なのか、失礼にもど忘れしているのか。

「そういや春賀くんは顔を知らないんだっけ。あの人もＵＦＯ研の部員で、ほら、桜さくら庭ばさん。名前は教えてたでしょ？」

「ああ、そういえば」

　武藤さんが教えてくれた。桜庭先輩。名前だけは聞いていた。

　抜群の調査力を誇り、しょっちゅう取材のため校外をうろついているという。

　部室に来ること自体が稀まれなので、ずっと面識がなかった。しかし今日、ようやく初顔合わせをすることができた……。

　が、これまでずっと無言。紹介されたあとも無言。

　ただハルの顔を見て、やっぱり無言のままうなずきかけるだけだった。

「もしかして、部室に来ないのは無口で人見知りだから？」

「当たり。でも春賀くんを見つけられたの、先輩のおかげなんだよ。新都に銀の──あのイケメンに変身するドラゴンと紅いドラゴンが飛んできたときも、避難しないで錦糸町のビルの屋上から写真撮影してたらしくて」

　桜庭先輩を親指で示しながら、武藤さんは語る。

「ドラゴン同士の戦いも、銀ドラが勝つところも、紅あかドラがここ──清きよ澄すみ庭園に墜落していくところもばっちり撮っていて。部長命令で紅ドラ探しに出発するときも、電話したら、すぐにここを教えてくれたんだから」

「ははあ……」

　やはり、学生ばなれした取材能力だった。

　尚なお、武藤さんたちは学園がある両りよう国ごくから、自転車でこの公園まで来たという。

　二駅分の移動距離になるが、ドラゴン襲来と同時に電車も車道も使用不能になり、通行規制がかかる。航空機をのぞけば、今の東京で最も効率的な移動手段なのだ。

「ところで僕──どういう感じで見つかったのかな？」

「それがねえ。桜さくら庭ば先輩が『この公園に紅あかドラが落ちるところを見た！』って証言を当てにして乗りこんでみたら、ノックダウンしたドラゴンの横で寝ている春はる賀がくんを見つけたんだよねえ」

「……紅いの、近くにいないようだけど」

「春賀くんが起きる前にパッと消えちゃった。あれ、非実在化ってやつだよね」

　魔術用語も勉強中の武む藤とうさんが教えてくれた一幕。

　ハルは精神集中して、己おのれの心臓──心しん金がねの具合を探ってみた。覚醒直後から、ずきずきと痛んでいたのだ。

（今の出力は……通常時の三〇％ってところか）

　しかし、予想よりもダメージは軽い。不思議だった。

　なにしろ屠と竜りゆうの剣で心金＝心臓をぐさりと抉えぐられたのだ。紅ぐ蓮れんの女王も、同化していた春賀晴はる臣おみの魂も、いっしょに死んでいたっておかしくはない。

　だが、どちらも生きのびた。心金が無事なら、また女王を召喚できるはずだ。

（助けてくれたのは……アーシャと十じゆう條じよう地じだ）

　なぜか確信できた。気絶する直前、朦もう朧ろうとした意識のなかでハルは地上から消えた魔女たちの精神と──短時間だが接触できた。

　そして、大ピンチらしい魔女たちに秘ひ文も字じの力を託したはずだった。

　この辺の記憶は曖あい昧まいなのだが、はっきりわかることもある。

　あのとき右手に伝わってきた感触は二種類。ひかえめすぎるアーシャのそれと、逆に量感がありすぎる織おり姫ひめのそれだった。

　かつて我が手でたしかめた感触だ。まちがえるはずはない。

　ふたりとの接触は、なぜかハルの魂と女王のシンクロを弱めてくれた。

　だからだろう。あのとき女王が胸に受けたダメージ、ハルの心臓には三、四割ほどしか伝わらず、おかげで命拾いしたのである。

　どうして〝胸をさわった感触〟がそんな効果を生んだかはさておき。

　ハルはもうひとつの疑問を訊たずねることにした。

「銀のドラゴン、紅いやつのとどめを刺しに来なかった？」

「来てないよ。今、いそがしいみたいだから。ほら」

　武藤さんは空を指さした。その先で空戦が行われていた。

　屠竜の剣を持つ銀竜パヴェル・ガラドが白きドラゴンを追いかけている──。ひさしぶりに見る竜王の雄姿だった。

　雪ゆき風かぜの姫、そのドラゴン体。紅蓮の女王よりもだいぶ細身だ。

　ハルが所有する《弓の秘ひ文も字じ》と対になる《矢》を継承し、その白き肉体そのものを屠と竜りゆうの矢へと変える。今、その畏おそるべき雪ゆき風かぜの姫に斬きりかかるべく、パヴェル・ガラドは懸命に高速飛行を続けているが──

　追いつけない。追いつけない。追いつけない。

　姫の飛ひ翔しようは高速であるうえに、その空中機動も複雑だった。

　ジグザグに飛び、鋭いターンを描き、螺ら旋せん状じようにきりもみ飛行をする。パヴェル・ガラドも遅いドラゴンではないはずだが、まあ、相手が悪かった。

「あんな追いかけっこをしてたら、僕のところにまで来る余裕はないか……」

　どうやら、雪風の姫に命を救われたらしい。

　ふぅ。ハルはため息を吐き出した。心を切り替えよう。今はいい感じに暴れまわっているドラゴンたちを東京から追い出すのが先決だ。

　そして、我ながら〝ちょっとずるい〟と思える小細工を思いついた。

「試してみるのもいいかもな……」

　尚なお、様子のおかしいハルのことを、救い主の武む藤とうさん・船ふな木きさん・桜さくら庭ば先輩は心配そうに見守っている。不可解な点が多いだろうに根掘り葉掘り質問もしてこない。きっと緊急事態だからと遠慮してくれているのだ。

　常識的に考えれば、早急に避難させるべきだった。しかし、ハルはこう持ちかけた。

「ねえ、みんな。よかったら、すこし頼まれて欲しいんだけど」

　もしかして、Ｍ部長はここまで予感していたのだろうか？

　そんなことを考えながら。




　学園の仲間たちと別れて、ハルはひとりにもどっていた。

　淡々とした足取りで、清きよ洲す橋ばし通りを歩いている。めざすはパヴェル・ガラドと雪風の姫、両者が対決中の最前線であった。

　現在、新都内部には緊急避難警報が発令中だ。

　車道には多くの──数え切れないほどの車が止まっている。

　警報発令中は、特別な緊急車両のほかは使用禁止となる。ドライバーは速やかに愛車を放棄して、携帯端末などで調べた最寄りの避難所へ向かうのだ。

　グラウンド、公共の公園、河川敷、広い校庭を持つ学校などが避難所となる。

　この一帯の避難はあらかた終わっているらしい。往来を歩く人間はハルひとりくらいで、静かなものだった。

　そんななか、歩きながらハルはふとつぶやく。

「あれ……？」

　おかしい。自身の異変に気づいて、足を止めた。

　体の不調ではない。問題は頭の方だった。ほんのすこし前まで話しこんでいた相手、ＵＦＯ研の仲間たち──あの三人組。

　彼女らの顔と名前がまたわからなくなってきた。

　さらに言えば、春はる賀が晴はる臣おみとして生きた一六年の内容もあやふやに思える。

　そもそも僕は何者なのか？　人間？　高校生？　トレジャーハンター？　竜りゆう弑ごろしの文字を継承した僭せん主しゆ？

　ひょっとしたら。ハルはある可能性に気づいた。

　話相手の人間がいなくなったことで、一気に竜の側へ近づいたのかもと。

　多くの記憶が曖あい昧まいになってきた。だが、ひとつだけ確実なものがある。

　パヴェル・ガラドとの戦い。数時間前に経験したばかりの戦闘──その最後あたり。紅ぐ蓮れんの女王と一体化して、あの銀竜と直に撃ち合った……。

　敵は熱血気質の僭主。彼の血の熱さと闘志を間近で感じつつ、激闘した。

　その一コマ一コマを鮮明に思い出せる。

　屠と竜りゆうの剣で斬きりかかられ、不ふ朽きゆうの加護で防ぐ。しかし、剣からほとばしる衝撃と魔力は容よう赦しやなくハル──否いな、女王の肉体に伝わり、臓ぞう腑ふと骨を揺るがせる……。

　頭ではなく、ハルの心臓＝心しん金がねが覚えている記憶なのだろう。

　ドラゴンの最重要器官は訴えている。あれこそが竜の種族にとって最大の快楽であり、愉ゆ悦えつなのだと。

「と、とんでもない……。僕はあんなの、二度とゴメンだぞ……」

　うすれゆく意識のなか、精一杯に反論する。

　しかし、心臓＝心金にとどいた気配はなかった。たぶん×賀×臣の思考には、たいして強制力など残っていないのだ。なにしろ今までの人生はおろか、自分自身の名前すらもあやふやな状態なのだから……。

「ふむ。なにやら雲行きがあやしくなってきたな、小僧」

　どこかの誰かがつまらなそうにつぶやく声を耳元で聞いた。

　しかし、それすらも誰とはもう特定できない。おそらく×賀××の知人であったとは推測できるのだが……。

「あ」

　気づけば、歩幅が大きくなっていた。

　一歩踏み出すだけで、ずいぶんと前進できる。足音も妙に重低音だ。『ずん！』と重々しく響き、アスファルトの地面を揺るがせる。ガードレールも踏みつぶした。

　いつのまにか、視線がやけに高い。

　なにしろ信号機や電柱のてっぺんを見おろしながら歩いているのだから……。

　ハルは気づいた。足の長さ、体重、身長──どれも破格なまでに増大している。今は身長おおむね二〇メートル程度ではないか。

　尾てい骨には、長く太いしっぽがぶらさがっているような……。

　手を見てみる。紅ぐ蓮れん色の竜りゆう鱗りんでおおわれていた。

　腕も、胸も、胴体も、腰から下も、全すべてドラゴン族のそれであった。

「ああ……」

　ずん。ずん。ずん。重低音を響かせながら、歩く。

　清きよ洲す橋ばし通りの界かい隈わいは〝おしゃれな都会〟という風情ふぜいの街並みだが、竜族の目で眺めると妙にハリボテくさい。ちょっと小突けば、すぐに壊れそうな……。

　実際、壊れるだろう。いまや己おのれはドラゴン王の手足を持つ身なのだから。

　しかし、だんだん足取りが重くなってきた。

「やっぱり、本調子じゃないのか」

　胸の奥──心しん金がねの傷がうずく。誰かが応急手当でもしてくれたのか、傷口は今までふさがっていたのだが、それが開いてしまったようだ。

　屠と竜りゆうの剣でしたたかに抉えぐられたドラゴン体の動力源。

　卑小な人間体ならともかく、竜王の肉体を動かせるコンディションではないのだ。

「すこしだけ……休もう」

　新都上空のどこかで、パヴェル・ガラドと雪ゆき風かぜの姫が激闘している。

　だが幸いにも、この近くではない。静かな場所に身を横たえ、心金を休ませる程度の余裕はあるはずだ。しかし、そう長くは休めない。

「もたもたしていると、姫がガラドを八つ裂きにするかもしれない……」

　竜としてのパワーを単純に比較するならば。

　やはり、パヴェル・ガラドは雪風の姫に遠くおよばない。なんといっても、あの清せい冽れつなる美少女は竜王なのだから。とはいえ、あの銀竜が為なす術すべなく順当に敗れるという構図も想像しづらかった。

「ここがよさそうだ」

　清洲橋通り沿いに、中学校があった。その敷地内に入りこむ。

　とっくに避難したのだろう。校内は無人だった。ちょうど日陰になっていた中庭にもぐりこみ、校舎のすぐそばでうずくまる。

　とぐろを巻いて、睡眠の体勢になる。

　これがＪ・Ｒ・Ｒ・トールキンの小説なら、はなれ山の地下の広間にドワーフ族が貯ためこんだ宝物を敷きつめ、それを寝床に眠るところだ──などと、×××臣の知識と発想で面白がりながら……。




　そのまま、まどろむこと暫しばし。熟睡はしない。休んでいるだけだ。

　紅ぐ蓮れん色のドラゴンは人間の──しかも雌の匂においをかいで、わずかに身じろぎした。ひとりではない。雌が三人も近づいてくる。足音も聞こえる。

　ｇｒｒｒｒｒｒｒｒ……ｈｈｈｈｈｈ。

　寝言のように低く唸うなる。両目は閉ざしたまま、体勢も変えない。

　今はとにかく寝ていたいのに、この連中はなんだというのだ？

　悪さをするつもりなのか？　もしそうなら──

　まどろみのなかで竜はほくそ笑む。そのような不届き者にどんな報いをくれてやればいいかと。焔ほのおを吐きかけるか。しっぽの一振りで薙なぎ払はらうか。

　あるいはなぞなぞでも解かせて、不正解なら喰くらってしまうか。

　全すべては竜の一族たる我の裁量次第。

　かつて××××だったドラゴンは夢見のなかで人間族の来訪者を待ち受け、その悲惨な末路をまどろみながら夢想し、ひそかに面白がっていた……。





【第五章　起死回生】
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　幼なじみの春はる賀が晴はる臣おみいわく、

『お宝の隠し場所には持ち主の性格がにじみ出る……ときもある』であった。

　言い切らないあたりが疑うたぐり深ぶかい彼らしさ、とも言える。

　いずれにせよ、アーシャと古いつきあいの男の子はその道の達人であり、彼流の経験則には敬意を払ってしかるべきだった。

　また最近、この説のサンプルとなりそうな事例があった。

　元竜王・火ひ之の迦か具ぐ土つち。彼女が〝あれ〟を隠していた場所の、なんとも人を喰った適当さといえば──。聞かされた直後はあきれたが、しかし、なかなか合理的かつ発見されにくい場所でもあった。

　そして、パヴェル・ガラド。

　熱血気質であり、真面目まじめすぎる硬骨漢である。

　彼のことだ。宝物はきっと厳重すぎるほどに警備を固めた建物の奥深く、堅けん牢ろうな宝物庫のなかに秘蔵するのだろう。扉に魔術の鍵を幾重にもかけて。

「……かといって、秘蔵しすぎて『死蔵』になるような甲か斐い性しようなしじゃないあたり、あの熱血勇者キャラ〝らしい〟と言えますね」

　予想どおりの品物を発見して、アーシャはうなずいた。

「必要なときはこうして蔵から出して、有効活用するのですから……」

　パヴェル・ガラドが魔女たちを閉じこめた砂漠の結界。

　その一角にある〝露天掘り構造の奇妙な遺跡〟。すり鉢状に掘った『穴』は直径二キロ、深さ五〇〇メートルにもおよぶ。

　縮小させたルサールカの背に乗って、アーシャは穴の底まで来ていた。

　中心に黒い石材が置かれている。横長の立方体で、祭壇のようにも見える。身長二メートルの人間が横たわっても、足がはみ出ることはないだろう。

　ドラゴン上位種なら、さしづめ手のひらを置く台というところか。

　そして、台の上には二種類の品物がある。

　ひとつめは『砕けた小石の破片』だった。色は黒。ほとんど粉末化している。

　ふたつめは『ほとんど丸みのない、鋭角的な石×二個』だった。こちらも色は黒。地上の物質でいうと石英に似ている。

　アーシャ自身は初めて見た。が、いかなるものかは十分に聞き知っている。

「燧すい石せき……」

　晴はる臣おみの父が遺のこした懐中時計に隠されていたという。

　火ひ之の迦か具ぐ土つちの宮殿・竜りゆう宮ぐう楼ろうの花園に、無造作に転がしてあったという。

　そして『覇者の秘ひ文も字じ』に命を吹きこむための火打ち石だという。この石がなければ、竜りゆう弑ごろしのルーンがあっても宝の持ち腐れだという。

　春はる賀が晴臣をこの戦いに巻きこんだ、全すべての発端とも言える石だった。

「燧石が二個と……燧石の砕けた破片が一個分。パヴェル・ガラドはここに貴重な石をみっつも置いていたわけですか」

　なぜ一個だけ砕けているのか。それも察しがつく。

　さっきラプトルたちが襲撃を開始する直前に割れたのだ。

　その拍子に燧石から吹き出た火花は空中の《剣の秘文字》を活性化させ、ルサールカたちを追いつめる原動力となった……。

　特級魔女マスターマギとして断言できる。あの焔ほのおは昨日も見ている。

　東京湾の洋上に『囮おとり』として出現した島。あそこでパヴェル・ガラドが屠と竜りゆうの弓に対抗するため、屠竜の剣を強化したとき。

　剣の刀身にまといついた焔は──さっき目撃した燧石の火花と同じものだった。

「燧すい石せき……魔導の触媒としても使つかい途みちがいろいろあるようですね。ドラゴンたちが一生かけて探し求める秘宝だっていうのに、どれだけ貯ためこんでいたことやら」

　パヴェル・ガラドは今も複数個を携帯しているはずだ。

　晴はる臣おみが操る屠と竜りゆうの弓に対抗する際の切り札として。もしかしたら、あの銀竜は燧石単品ではなく、その鉱脈でも発見したのかもしれない。

「さすがＭ部長。あのお告げ、ちゃんと当たっていたんですね」

　封じたわけじゃない……もう一度、火をつけた。

　Ｍ部長の予言どおり、水み無な月づきの秘術《偃えん武ぶ》はしっかり《剣の秘ひ文も字じ》を封じてみせたのだろう。だが、銀竜は燧石の焔ほのおを以もつて、屠竜の刻印を復活させたのだ。

　部長はほかにも何か言っていた。たしかこうだ。

『お宝にはお宝。蔵出しがおすすめ』

　アーシャはハッとした。このアドバイス、晴臣に向けたものという先入観があったのだが──今、はっきりと気づいた。

「あれは……私へのお告げだったんですか！」

　確信した直後、想像力は勝手にイメージを広げていく。

　今頃、地上ではパヴェル・ガラドが燧石を触媒にした強化魔術エンチヤントを使い、晴臣を追いつめているはず。そして今、敵の切り札である秘宝がアーシャの前にある。これを持ち帰ることができれば──

「あまり……現実的じゃありません。帰る方法なんてありませんし」

　つぶやきながらも、実はとっくに気づいている。

　ほかの仲間が帰還時に使った《双刀の秘文字》、たしかにあつかいがむずかしい。たったひとりで使いこなせる可能性はきわめて低い。だが。

　可能性が低いだけか、ゼロかは──トライしないとわからない。

　もちろん、それは魔女としての限界に挑む行為となるだろう。ルサールカと共に全身全霊を振りしぼり、ベストの力で臨まなければ意味がない……。

　アーシャはさらに思い出した。Ｍ部長の助言、まだほかにもあった。

『三か月後、三年後を考えてみろ』

『後悔、先になんとやら』

　震える手つきでジャケットの隠しポケットを探る。

　粒状チョコの小袋を取り出し、それをつかんだまま、目の前の燧石ふたつを茫ぼう漠ばくたるまなざしで見つめ、つぶやく。

「仮に帰れたとしても、あとのことが上う手まくいくとは限りません……」

　否定の言葉がねっとりと喉のどに絡みつき、離れない。

　そんな気がした。もちろん気のせいだ。だが、おかげで自己正当化をスムーズに続けられない。代わりに苦戦しているであろう晴はる臣おみのことを考えてしまう。ここまでの戦い、彼はかなり上う手まく切り抜けてきた。

　しかし、それはある意味、敵に恵まれたからだ。

　今回、パヴェル・ガラドの逆襲を受けて、よくわかった。

　誰が相手だろうと頓着しないドラゴン上位種や竜王たちなら、得意の裏技でどうにか立ち向かえてきた。しかし、きちんと春はる賀が晴臣の攻略法を研究してくるような敵が相手では──やはり適切なサポートが必要なのだ。

　アーシャの幼なじみは戦士でもなく、兵士ですらないのだから……。

「ううううっ」

　帰還していった魔女仲間のことも心配だ。

　立ち向かう相手はパヴェル・ガラドだけではない。そのあとに雪ゆき風かぜの姫という破格の大敵までひかえている。撃墜王アーシャの存在なくして、どこまで通用することか。

「で、でも、昔の私にもどれば……あの催眠もきっとご破算に──」

　粒状チョコの袋を持つ右手がガタガタと震えて、止まらない。

　葛かつ藤とう。懊おう悩のう。自己欺ぎ瞞まん。良心の呵か責しやく。晴臣と魔女仲間への誠意。乙女としての気持ち。自分こそが幸福になるべきだというエゴ。魔女としてのプライド。心は揺れる。揺れる。揺れる。揺れる。揺れる……。

　どれだけの時間、アーシャは硬直していただろう。

　わからない。しかし、それでも。

　小刻みに震える手で苦労しながらチョコの小袋を開け、一粒つまみ、苦悩にまみれた手つきで口元へ運ぼうとした──その矢先。

　かつん。革靴の硬いつま先が小石を蹴け飛とばす音だった。

　ハッとして、アーシャは振り返った。唖あ然ぜんとする。ここはドラゴンの結界内部。世界遺産めいた露天掘り、その底であるというのに。

　黒い背広姿の男が──人間の男性が歩いて、近づいてくる！

「お初にお目にかかる。竜の世界の帝王ロードたちと、人・竜を問わず僭主テユラノスたちは私をソフォクレスと呼んでいる」

　晴臣のレポートを思い出して、アーシャは黒衣の人間をにらんだ。

　ソフォクレス。十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめも一度だけ会ったらしい。竜族のゲーム『王への道ローズ・トウ・ロード』を観察し、ときどき参加者に接触をはかるという。

「突然の参上で申し訳ない。非礼をお詫わびしよう」

「べ、べつにあやまってもらう必要はありませんけど……どうやってここに？」

「紅ぐ蓮れんの女王から聞いていないのかね？　私は地上のみならず、世界のどこにでも現れる。遥はるかなる星海でも、次元の門を超えた先にある秘密の幻夢境でも」

　こんな場所への神出鬼没を紳士のたしなみのように語る。

　ついに遭遇した謎の男ソフォクレス。聞きしに勝る怪人であるようだ。

「実は……君がこれから、きわめて危険かつ──有意義な冒険に乗り出すようだと見て、どうしても声をかけたくなった」

　それはひどく慇いん懃ぎんであり、真しん摯しですらある言葉だった。

　しかし、アーシャは確信した。今、目の前に登場した男はまちがいなく悪魔の同類であり、決して盲信してはならない存在だと。

「魔女よ。君に死力を尽くす覚悟があるのなら、その冒険をいくらか援助してもいい。君の挑戦にはそれだけの価値があると思うのだよ」
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「まさかと思いたいところだけど……いよいよ緊急事態かしら」

　ルナ・フランソワはため息と共に言った。

　どうにか東京湾に帰還できたのは数十分前。状況を確認したあと、高速ヘリで新都中心部の清きよ澄すみ白しら河かわまで護送してもらった。

　こちらに紅ぐ蓮れんの女王が不時着した──その情報を得たからだ。

　だが、とある中学校の上空を通過したとき、驚嘆した。そこの中庭で紅蓮の女王がとぐろを巻き、すやすやと寝入っていたのだ。

　ルナだけでなく、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめと白しら坂さか羽は純ずみもいっしょだった。

　急きゆう遽きよヘリを校庭に着陸させて、魔女三人は紅あかきドラゴンのもとに向かい──

「ハリーの姿がどこにも見当たらないのって、いやな感じよね」

　こんなところで紅蓮の女王が単独で寝ている。

　それはまだいい。操り人形のような存在とはいえ生物なのだ。睡眠も必要だろう。

　しかし、春はる賀が晴はる臣おみの姿が近くにない。こんな怪物を野放しにして、よそで用事でも済ませているのか。ちょっと考えづらい状況だ。

　そのうえ、ルナの直感は訴えていた。

　眠れるドラゴンから、意思のようなものを感じる。感情と言いかえてもいい。

　今までは春賀晴臣の念じるとおりに動く人形だった。無機質で、いかなる智ち力りよくも精神も所有していないという印象だったのに。

　そして、もうひとつ。眠れる紅竜は竜りゆう弑ごろしの気配も漂わせているような……。

　ルナ・フランソワは魔女仲間に声をかけた。

「あなたたちはどう思う？」

「雰囲気が今までとちがうわ。なんだか上位種のドラゴンみたい……」

「変なこと言うかもしれませんけど、動物というより人間みたいな気もします。で、でも、たぶん勘ちがいですよねっ」

　織おり姫ひめは不安げにつぶやき、羽は純ずみは自分をごまかすように言う。

　つまり、魔女三人の意見は一致しているのだ。目の前で眠る巨竜はもしかしたら、彼女たちの仲間であった少年が最悪の結末を迎えた姿なのではと。

　ｇｒｒｒｒｒｒｒｒ……ｈｈｈｈｈｈ。

　ドラゴンがいきなり、くぐもった声を発した。

　びくり！　織姫と羽純はそろって緊張し、身を寄せ合った。ルナ・フランソワはひとり冷静に相手を観察する。

　竜の両目は閉ざされたまま。とぐろを巻いた体勢も変わっていない。

　寝言、なのだろうか。真実は不明だが、眠りは深くなさそうだ。

「護衛のナイトが必要みたいね。グリンダ、すぐここに──」

　ここに来てと、ルナは言いかけた。

　が、パートナーの実在化よりも先に、ドラゴンがわずかに身じろぎした。

　さらに『ふぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……』と吐息を洩もらす。寝息とも鼻息とも判然としないそれは一陣のつむじ風となり、魔女たちの体を『ごぅっ！』と撫なでた。

「きゃあっ!?」

　羽純が小さく悲鳴をこぼした。風の勢いに驚いたのだ。

　そして、ゆっくりとドラゴンが両目を開けた。

　焦点の定まらない目つきで、眼前の魔女たちをぼんやりと眺める。

　ルナ・フランソワはそのまなざしから若干の不機嫌さ、好奇心、そして本当にかなり微量ではあるが──殺気を読み取った。蛇使いの魔女にして歴戦の勇士であるルナ。危険の兆候を読みちがえはしない。

「すこし……先輩に似ている、気がします……」

　羽純がじっとドラゴンの目を見つめ、つぶやく。

　断言ではないが、巫み女この託宣にも似たおごそかな言葉だった。女神の聖なる力にめざめた魔女は、闇やみを本領とするルナ・フランソワでは見み出いだせない何かを読み取ったようだ。

「本当に今までの〝女王〟とは別物のようね」

　ルナはため息をつき、さっと手を一振りする。

　すぐそばに、体長三メートルほどに縮小させたパートナーが今度こそ実在化する。両肩から竜と山や羊ぎの頭部まで生やした獅し子し型リヴァイアサン。魔獣のことは魔獣に訊たずねるのがいちばんだった。

「あの竜とハリーの関係、グリンダはどう思う？」

　問いかけた直後、瞠どう目もくした。

　ｇｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒ──ｇｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈ！

　ドラゴンのうなり声だった。これを聞くなり縮小版グリンダはびくりと背筋を震わせ、せっかく実在化した体を消去させてしまった……。

「「「!?」」」

　魔女たちは感じ取った。今、ドラゴンは竜りゆう弑ごろしの所有者〝僭せん主しゆ〟として命じたのだ。速やかに退去せよと。そして、グリンダは眷けん属ぞく──弓と双刀の秘ひ文も字じに仕える者として主命にしたがい、非実在化した。

「春はる賀がくん!?」「やっぱり！」「ハリーでまちがいないのね!?」

　ｇｒｒｒｒｒｒｒｒｒ……ｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈ。

　愕がく然ぜんとする三人の前で、ふたたびドラゴン＝春賀晴はる臣おみはうなった。どこか面倒そうな、けだるい声こわ音ねだ。しかも、さらに続ける。

　ｇｒｒｒｒｒｒｈｈｈｈｈｈｈｈｈｇｒｒｒｒｒｒｒｒｈｈｈｈｈｈｈｈｈｇｒｒｒｒｒｒｒｒｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈ──。

　さっぱりわからない。ルナだけでなく、ほかのふたりも首をかしげている。

　ｇｒｒｈ。ドラゴン＝春賀晴臣は不満そうに短くうなった。怪け訝げんな顔の魔女三人を前にして、落胆しているようにも見えた。

「は、春賀くん、なんて言ってたのかしら？」

「意味のある内容だったようだけど、さっぱりね。人間の言葉を忘れたのか、まだ声帯を上う手まく使えないのか、どっちかしら。ドラゴンが声帯を使って声を出すなら、だけど」

「先輩……」

　声をひそめてささやき合う年長者たちの横で、羽は純ずみが一歩踏み出す。

　竜と化した少年の身を案じるあまりだろう。感情にまかせて、巨大な紅あかき怪物の方へと走り寄ろうとして──一いつ喝かつされた。

　ｇｇｒｒｒｒｒｒｈｈｈｈｈｓｈ！

「きゃあっ!?」

　近づいてきた羽純は腰砕けになり、のけぞるように転んでしまった。

　音量としてはむしろひかえめだったが、紅きドラゴンの鋭いうなり声には魔力が宿っており、物理的な念力となって羽純を拒絶したのである。

「わ、わたしです。白しら坂さかですっ。わかりませんか、先輩!?」

　なんとか身を起こしながら、羽純が声をかける。

　ドラゴンの方はとぐろを巻き、眠りの体勢を保ったままの自じ堕だ落らくな姿である。だが、ほんのすこし顎あごを開けて、刀剣さながらに大きく鋭い牙きばを見せつけていた。かなり獰どう猛もうな形相だ。近づく者は抹殺する──そう告げているようにも見える。

　ｇｒｒｒｒｒｒｒｒｈｈｈｈｈｈ。

　またうなり声。魔女の臓ぞう腑ふをも震わす重低音。ルナはため息をついた。

「変な動きを見せたら、容よう赦しやしないということかしら……」

　心やさしい羽は純ずみは気づかなかった、いや、気づけなかったようだが。

　あいにくとルナ・フランソワ・グレゴリーにはわかる。ドラゴンの声にも、視線にも、若干の殺気がひそんでいる。何か気にさわることがあれば容赦なく牙きばをむきかねないという気配がたしかにある。蛇の道は蛇、なのだ。

（またグリンダを呼ばなくちゃ……）

　目でドラゴン＝春はる賀が晴はる臣おみの一挙手一投足を追いかけつつ思う。

　グリンダを再召喚するのだ。今度は邪じや魔まされないよう、自分とパートナーの魔力とテンションを限界まで高めて。しかし、至難だった。

　じろりとドラゴンの眼球が動き、ルナを凝視するからだ。

　出方をうかがい合う形になった。竜のまなざしを浴びて、特級魔女マスターマギの全身はおのずと硬直してしまった。

　のどが渇く。視線だけで動きが封じられる。初めての経験だった。

「は、ハリーったら、ずいぶん不機嫌そうね。わたしのこと、忘れちゃったの？」

　余裕めかして言ったつもりだが、すこし声がかすれていた。

（まずいみたい。竜の目にやられちゃってる……）

　自覚して、ルナは生なま唾つばを呑のみこんだ。

　ルルク・ソウンの秘ひ文も字じだけがドラゴン族の魔術ではない。彼らはいくつもの系統の秘術を身につけている。この短い間にも〝ただ相手を見るだけ〟〝ただ呼吸をするだけ〟で発動できる魔力をいろいろ見せつけられた……。

　特級魔女のルナ・フランソワを、見るだけで追いつめるドラゴンの目。

　魔獣ドラゴンを前にして、命の危機を感じている──それゆえの『恐怖』を竜眼の魔力が増幅し、ルナを威圧しているのだ。よりにもよって、環太平洋エリアの撃墜王であるルナ・フランソワ・グレゴリーを。それが腹立たしい。

「は、ハリーが正気にもどったら、たっぷりいじめてあげるんだから」

　怒りとプライドを原動力に、ルナがドラゴン＝春賀晴臣に立ち向かおうとしたとき。

「わかってるわ、春賀くん……」

　十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめが決意の表情で、ドラゴンに近づいていった。




「怠けたがりで、いつも寝不足気味のあなただもの。ど、どうせ『もっと寝かせろ』とか『あと三〇分だけ』とか言いたいのよね？」

　震える声で訴えながら、織姫はドラゴンに近づいていった。

　羽純は気づかず、ルナは気づいているらしいドラゴン＝春賀晴臣の放つ殺気。残念ながら十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめもなんとなく察していた。

　一応、十條地家は侍の血筋。代々、武道をたしなんできた家系でもある。

　相手の目配りから、〝その手の気配〟はなんとなくわかるのだ。

　それでも織姫は歩みよっていく。無む理り矢や理りに自分のなかの恐怖を無視しながら。武士道とは死ぬことと見つけたり。だから大丈夫。大丈夫なはず。

　一歩。また一歩とゆっくり、着実に、距離を詰めていく──。

「で、でもね。わたしたちには春はる賀がくんが必要なの。誰よりもあなたが必要で……あなたのことが大切なの。大好きなの。わかるでしょう？」

　つぶやきながら、また一歩。

　わかっている。紅ぐ蓮れん色のドラゴンと化した彼がまったく理性のない怪物となっていたり、織姫たちに何の遠慮も配慮もしない肉食獣となっていた場合、自分などほんの二秒で引き裂かれたあげく、ぱくりと食べられてしまうと……。

　しかし、それでも。

　十條地織姫は前進をやめない。

　考えてみれば、最初からこうだった。彼はものしりで世慣れていて、仕事もできる男の子だったけれど。社交性に難ありで、人づきあいには不器用＆消極的で、こちらが上う手まく誘導しないと、すぐに自分の殻に引っこんでしまう面倒な相手だったのだ。

　そんな男の子を相手に、織姫は結構気遣いをしたものだ。

　ゆっくりすこしずつ、会話量を増やしていく。

　あせらずにすこしずつ、心の距離をせばめていく。

　世間話から業務上の連絡事項、それから徐々におたがいのプライベートへ。

　春先に出会った当初から、織姫はかなり気配りをしつつ、春賀少年との円滑なコミュニケーションを醸成していったのだ。気を遣うだけでなく、ときどきはちょっとだけ強引に彼との間合いを詰めながら。

　そうするうちに、予想以上に距離は隔たっていって。

　いつのまにか、こんなに彼のことが愛いとおしくて、ずっといっしょにいたいと思うようになって──。

（最初は世話の焼ける、仕方のない男の子だなって思ってたのに）

　まあ、それでも出会った当初から頼りになる人物ではあった。恋愛対象としての魅力に欠けているのは事実だったが。

（春賀くんもわたしのこと……よね？　だから、おねがい。怖いことしないで──ね！）

　紅あかきドラゴンに接触するまで、あと五メートルほど。

　もろもろの恐怖を愛情補正でごまかしながら接近。接近。

　あと四メートル。三メートル。大丈夫そう。春賀くん、やっぱりわたしのことわかっているのかしら……？

　自分に言い聞かせながらの前進。しかし。

　ふぅぅぅぅぅぅぅんんっ！

　いきなり、ドラゴン＝春はる賀が晴はる臣おみが荒い鼻息を吐き出した。

　それは魔力を宿した呼気であり、風であり、めざわりなものを細切れに斬きり裂く〝刃やいば〟と化した空気のうねりであった。

「姉さま!?」「織おり姫ひめさん！」

　仲間たちが心配して、叫ぶ。

　今の妖風によって、織姫が身につけていたブラウスやスカートは無惨に引き裂かれていた。あちこちに数え切れないほどの切れ目が入り、衣服の下の白い素肌がかいま見えてしまう。

　完璧なまでの細心さで空気の刃をコントロールし、服のみ切り刻んだ。

　皮膚自体にはかすり傷ひとつ付いてない。

　警告、なのだろうか？　織姫は恐怖のあまり硬直していた。

　剃刀かみそりの刃を間近で振りまわされたようなものだ。しかも、ほんの一瞬のうちに空気の刃は何度も何度も織姫の服をさいなんで……。斬ざん撃げきのコントロールが半ミリでもずれていれば、素肌どころか血管まで斬り裂かれていただろう。

　ブラウスの胸元などもざっくり切れてしまった。

　胸の谷間があらわになっている。しかし、織姫はあちこち露出した肌を隠すことも忘れて、かつて人間だったドラゴンを呆ぼう然ぜんと見つめるだけだった。

「こんなに危ないことして、わたしが死んでもいいと思ったの……!?」

　かろうじて、震える声をしぼり出した。

　恐怖が行き過ぎて、指一本動かせない。かろうじて立っている。腰が砕けて、失禁しなかったことが不思議なほどだ。

　だから、見つめるだけしかできなかったのだが。

　……視線が返ってきた。

　反応をうかがうように、紅あかきドラゴンは織姫の顔と全身を見据えていた。好奇心と知性を感じさせる、凜り々りしい目つきだった。

　ずっと眠そうだったのがウソのような、きりりとしたまなざしなのだ。

　その瞬間、織姫はハッとした。

「春賀くん、もしかして……」

　彼がこういう目つきをするときは、決まってああだった。

　だから今回も、もしかしたら。根拠のない思いつき。しかし、ほかにすがるものが織姫にはなかった。それに何より──

　もし、今の表情が彼のなかに残された人間性の発露であるならば。

「え、えっちなことを考えているのごまかすとき、無駄に『きりっ』とするのが春はる賀がくんだものね……。や、やっぱり今もそうなの……？」

　問いかけながら、織おり姫ひめはぎこちなく両手を動かす。

　ブラウスのボタンを外すためだった。恐怖で胸がどきどきして、指先も震えている。ゆっくりとしか動かせない。それでも上から順番に外していった。

　そして、ブラウスとその下のタンクトップを脱ぎ捨てる。

　さらに切れ目だらけのスカートもできるかぎりの速さで脱いで、ついに織姫は清潔感のある青い下着の上下だけという大胆すぎる格好になった。

　ドラゴンの両目が『ぎろり』と動き、食い入るように織姫の肢体を見つめる。

「あ、あのね。これなら、武器とか何も持ってないし、春賀くんと争うつもりなんか何もないってことが……わかるでしょう？　そ、それに、こういうの」

　おずおずと織姫は訊たずねた。

「春賀くん、たぶん、大好きなんじゃないかなって──」

　ｇｒｒｒｒｒｒｒｒｈｈｈｈｈｈ。

　ドラゴンの口から、うなり声が吐き出された。

　肯定・否定のどちらかはわからない。そもそも意味のある言葉かも不明。だが、もう賭かけをはじめてしまっている。続けるしかなかった。

「わ、わかってるんだから。春賀くんがえっちなこと、大好きだって。そういうの、わたしたちにはまだ早いかもって前に言ったけど」

　一歩。そして、もう一歩。ようやく前進を再開した。

　ドラゴンの巨大な顎あごから洩もれ出でる吐息──空気の流れを織姫は感じた。衣服を切り刻まれたときの記憶が甦よみがえる。しかし、歩みを止めない。

「でも、春賀くんがもしわたしたちのところに帰ってきてくれるなら……わたし、たぶん感激して、もう学生結婚したっていいくらいに思っちゃうような気がするの。自分で言うのもなんだけど、勢いで結構いろいろやっちゃう方だから……。も、もちろん春賀くんがいやなら、そういうわけにもいかないし、うちのおじいちゃんの許可とかも必要だけど……」

　今、紅ぐ蓮れん色の魔獣の長大すぎる鼻先が目の前にあった。

　ようやくここまでやってきたのだ。いまやドラゴンの目つきはおそろしいまでに真剣で、鋭く、研ぎすまされていた。

　あいかわらず寝そべり、とぐろを巻いたままの体勢だ。

　しかし、すこし前までの寝ぼけた感じはとっくに消えている。

　頸くびをすっとのばして、巨大な鼻はな面づらと牙きばと顎を──織姫に近づけてきた。殺気は……わからない。近づきすぎたことで全体の雰囲気が把握できず、逆にわからなくなった。

　鼻息を感じる。また空気の刃やいばを使われるかもしれない。

　あるいは、ぱくりと喰くいつかれてしまうか。恐怖。恐怖。だが、織おり姫ひめは意を決して、賭かけの総仕上げに出た。

　自分から──ドラゴンの鼻はな面づらに抱きついていったのだ。

　ゆたかな胸のふくらみを『ぎゅっ』と押しつけて、心からの気持ちをささやきかける。

「何度も言ってきたけど、わたし、あなたのことが大好き。おねがいだから春はる賀がくん、そのことを思い出して……！」

　ｇｒｒｒｒｒｒｒｒｒ……ｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈ。

　低いうなり声が返答だった。そこに何らかの魔力が宿っているのを感じて、織姫は体を硬くした。ぶしつけな人間の雌として、ついに抹殺されてしまうのか。

（神様！）

　初詣は神社、葬儀関係はお寺という平均的日本人の十じゆう條じよう地じ織姫。

　節操のない宗教観にまかせて所属不明の超越的存在に祈りながら目をつぶり、そのまま襲ってくるであろう激痛を待ちかまえて──数秒後。

　かちっ。背中のホックが念力で外される音を聞いた。

「え……きゃああ!?」

　驚いて、とっさにドラゴンの鼻面から体を放してしまう。

　途端にブラジャーは地面に落ちて、織姫の上半身を隠すものは何も残らなくなった。とっさに右腕で胸を隠す。

「も、もしかして今の、春賀くんの仕業!?」

　裸になった上半身を真正面から見たであろうドラゴンへ、詰問する。

　容疑者は〝人間の言葉はわからない〟と言わんばかりに超然たる面持ちで、織姫と向き合っていた。しかし、すぐに甘えるような鼻声を出して、巨大なドラゴンの鼻面を今度は自ら突き出してきた。

「こ、この格好でやって欲しかったの？」

　ドラゴンというより、甘えかかる犬のような振るまいを前にして。

　織姫は──拒絶できず、ため息をつき、また胸のふくらみを『ぎゅっ』と押しつけ、やさしく〝彼〟を抱きしめた。

「もう……本当にえっちで、仕方のない人なんだから」

　たしなめるように、甘やかすように、ささやきかける。

　ｇｒｒｒｒｒｒｒｒｒ……ｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈ。

　またしても低いうなり声。もうわかった。これは愛情表現の一種だ。ドラゴン化しているせいか、人間だったときより体裁を気にしていないのかもしれない。

　いずれにせよ──これでようやく『例の方法』を試せる。

「ねえ聞いて。こうやって春はる賀がくんがよろこぶこととか楽しいことをしてあげると、いろいろ思い出せて、心も体も人間にもどっていくらしいの」

　冷たい竜の鱗うろこにちゅっと口づけして、織おり姫ひめはつぶやいた。

「だから、しばらくこのままでいさせてね？　そうやって変身できるのもかっこいいけど、わたし、やっぱり、春賀くんには人間のままでいて欲しい」

　祈りにも似た言葉が天にいくらか通じたのか。

　中学校の中庭で寝そべる紅あかきドラゴン。身を丸めて、とぐろを巻いている。その巨体の上に人間──それも、十代少年の肉体が唐突に顕あらわれた。





　　　　３






　白きドラゴン王・雪ゆき風かぜの姫。

　竜王位にまで登りつめた者のなかでは最も若い。その齢、おそらく一千歳には届いていないだろう。それゆえか、能力面ではやや不安定なところもあった。

　ドラゴン体への変身である。

　雪風の姫はふだん人間の姿で行動している。

　しかし、自らの意思で竜に変身できない。心が猛たけり、大いに昂たかぶったときのみ、自然と白きドラゴンに化身するのだ。このような竜王、ほかにいない。

　紅きハンニバルこと炎帝は自由自在に変身できる。

　黒の雷帝、青き海王など、純血の竜王たちはそもそも人間体にならない。

　稚気あふれる雪風の姫はその奔ほん放ぽうな性格に似たのか、ドラゴンとしての体質もやや不安定なのである。

　だが──その不安定さは、弱点と同義ではない。

　彼女は奔放・明朗・気まぐれであるがゆえに不安定なのであり、そうした気質は逆に覇気・勢い・鋭気の源にもなる。

　特に彼女の場合、《矢の秘ひ文も字じ》を継承した竜王である。

　多少の不安定さなど問題ない。遠く、速く、鋭く飛ぶことこそが矢の本領なのだから。

「……我が刻印〝天てん狼ろうの箭や〟に告ぐ」

　ついにドラゴン体と化して、白き竜王はささやく。

　二分前まで、東京新都の上空にいた。春賀晴はる臣おみを倒したパヴェル・ガラドと空中での戦闘をはじめたばかりだった。

　しかし今、雪風の姫は東京──どころか日本列島を見おろしている。

　得意の超加速で急上昇し、宇宙空間と大気圏の境目あたりにまで一気に到達したのだ。眼下には太平洋の蒼あおい海と白き雲海、ユーラシア大陸東部の地形が広がっている。

　この高みからの降臨と急襲で、瞬息のうちに敵を蹴け散ちらす……！

「我、雪ゆき風かぜは──これより屠と竜りゆうの矢と罷まかり成なる」

　つぶやいた直後、急降下をはじめた。

　一瞬にして音速の壁を突破し、稲妻のごとく天下る。

　地上からは、燃える隕いん石せきが星海より墜落してくるように見えただろう。そして、これを迎え撃つのは新都上空に陣取る白銀のドラゴン──。

　このとき、パヴェル・ガラドは高度四〇〇メートル前後の空中にいた。

　屠竜の剣を構えたまま、なんと不動。王の帰還をじっと待ち受けている！

「逃げずに受けるか、銀竜！　愚かだな！」

「いいや、姫よ！　この策以外に御身を討つ術すべなしと確信している！」

　超音速で駆け下りてきた雪風の姫。

　白きドラゴン王の全身は真珠色の光──不ふ朽きゆうの加護で守られている。そのままパヴェル・ガラドにぶつかればいい。銀竜の肉体は粉こな微み塵じんに砕け散り、一千億の肉片と化して、東京新都中にばらまかれるはずだった。

　白き音速突撃を迎撃すべく、パヴェル・ガラドも剣を振るっていた。

「竜に仇あだなす不ふ祥しようの器、疾とく両断せよ！」

　屠竜の剣に、ルルク・ソウンの秘ひ文も字じが絡みついている。

『我こそは神速の剱つるぎを振るう者なり』。その意味どおりに剣速は高まり、超音速で急降下してくる雪風の姫を真正面から──斬きりつけることに成功した。

　しかも、剣の刀身は青白い焔ほのおをまとっている。

　燧すい石せきを触媒に使う強化魔術、ガラドは雪風の姫にも行使したのだ！

　だが、結果は無惨だった。

　パワーアップした春はる賀が晴はる臣おみおよび紅ぐ蓮れんの女王とも〝燃える剣〟は真っ向勝負し、打うち負まけなかったという事実がある。しかし、春賀晴臣は『竜王の領域にかなり肉薄した』のであって、完全に互角とまではいかない。

　ましてや、今度の相手は十二分に速度と勢いをつけた雪風の姫である。

　その突撃の破壊力はおそらく竜王たちのなかでも最大最強──。屠竜の矢と剣は正面衝突を果たし、そして、一方的に剣の側が打ち負けて、吹き飛んでいった。

　墜落する。地上へ落ちていく。

　パヴェル・ガラドは新都のオフィス街にたたきつけられた。

　そのままアスファルトの道路の上をすべっていき、摩擦による火花を散らしながら数々のビルや家屋を砕き、薙なぎ倒たおし──ようやく止まる。

「ぐ──はあっ!?」

　パヴェル・ガラドの顎あごから、呻うめきが洩もれた。

　銀竜の方も不ふ朽きゆうの加護で守られていた。だが猛悪なほどの破壊力に襲われた際は、加護の所有者にも大きな負担がかかる。竜王と僭せん主しゆのみが使えるバリアーを維持するため、心しん金がねにも大きな負担がかかるのだ。

　心臓が破裂したかのような衝撃が、ガラドの心金に加わった。

　しかも、加護で殺しきれなかった《屠と竜りゆうの矢》のパワーは容よう赦しやなく銀竜を打ちのめし、屠竜の剣を持つ右前肢は肩の付け根からもげて、どこかに飛んでいった。

　さらに右の翼、右後うしろ肢あしの膝ひざから先も吹き飛んだ。

　前肢と同じく折れて、ねじれて、そのままもげてしまったのだ。

「ふふふふ。わずか一撃ではあるが、勝負あったというところか？」

　ひらりと地上に着地し、白きドラゴン体で姫がうそぶく。

　雪ゆき風かぜの姫も無傷ではない。神速で振るわれた屠竜の剣で斬きりつけられたのである。その威力は一応、不朽の加護で全すべて防ぐことができた。が、剣撃のダメージはしたたかに心金まで届き、ずきずきという鈍痛に変わっている……。

　とはいえ、もう銀竜に戦う余力はない。完全勝利だった、のだが。

「ほう」

　白きドラゴン王の目が細くなる。

　満まん身しん創そう痍いのパヴェル・ガラドのもとへ、集まるものがあったのだ。

　すこし前、紅ぐ蓮れんの女王が《射陽の神弓》で全滅させたゴーレム数千体の残骸、その一部だった。アスファルト、コンクリート、鉄骨、鋼板──そういったもろもろの建材より創造された、銀竜の眷けん属ぞくたちの破片である。

　今も東京新都のあちこちに転がっているのだ。

　そして、なかでも傷ついた銀竜の近くにあった残骸の数々が──ひとりでに動き出し、宙を飛び、路上を這はいずって、創造主の傷口へと吸いよせられていく。

　ゴーレムどもの残骸はそのまま結合と変形をはじめた。

　銀竜の失われた右前肢、後ろ肢、翼──それらの部位を再構築リビルドさせるために。

　結果、黒と灰色と鋼はがね色が醜く入りまじった手足と翼が誕生し、パヴェル・ガラドの肉体はひとまず元通りのシルエットをとりもどした。

　これは眷属たちの死骸を加工し、再利用するという錬金魔術なのだ！

「新たな体を創造したか、銀竜よ！」

「治ち癒ゆの術の使い手は、わたしの眷属にはいない。こうでもしなければ、戦いつづけることは不可能なのだ」

　屠竜の剣を継承した銀竜、パヴェル・ガラド。

　かつてはメタリックシルバーの美しいドラゴンだった。

　だが今、人工の石材と鋼はがねを素材とする手足と翼はひどくゴツゴツとしていて、色合いも汚らしく、アンバランスで、醜悪ですらある。錬金魔術で硬度を強化したうえに柔軟性も付与してあるため、機能的にはまったく十分ではあったが……。

　しかし、雪ゆき風かぜの姫はその醜さを愛めでるように眺めていた。

　ドラゴンの目を細めて、賛嘆の念と共に告げる。

「眷けん属ぞくどもの死骸を拾い集めてまで、この雪風との対決を全まつとうしようとするか。おまえの気概、気に入ったぞ」

「そして姫。これこそがあなたを葬ほうむる唯一の策でもある」

「なんだと？」

「姫の一撃を受けて、たしかに我が肉体は砕け散った。しかし、あのとき……屠と竜りゆうの剣が姫の玉体を斬きり裂いたのも事実」

「…………」

　先ほどの激突時。雪風の姫は我が身を屠竜の矢として突撃し、それをパヴェル・ガラドは神速の剣で迎え撃った。

　正面衝突。結果、銀竜の体は無惨に砕け散った。

　だが、姫の心しん金がねにもダメージは残り、今も疼とう痛つうを感じている。

「姫の心金が砕け散るまで、この策を続ければいい。それでわたしの勝利となる」

「はははは。矢となった雪風に剣を浴びせるたび、おまえの体は砕けていくのだぞ？　我が心金が動きを止めるまでの間に──」

　愚かなる敵へ、雪風の姫は冷笑を浴びせかけた。

「おまえの五体は頭からつま先まで、鱗うろこのひとつも残さず粉こな微み塵じんとなる。そのたびに新たな体を造り出し、すげ替えるつもりか？」

「いかにも。御身に勝利できるのであれば、我が肉体など惜しくはない」

「なんと愚かな」

「竜王ギルダルならざる身で雪風の姫に挑むのだ。致し方ないことだろう」

「はははははは！」

　雪風の姫は笑った。先ほどの冷笑とちがい、快活な笑声だった。

　ドラゴン上位種にとっても、頭部と脳はそれなりに重要な器官である。

　脳を一気に吹き飛ばされた場合でも、魂と心金が無事であればルルク・ソウンの秘術をどうにか行使できるかもしれない。そうして超高速で〝脳の代替品〟を作成し、失った頭部と置き換えることができれば、戦闘も継続可能だろう。

　ただし、成功率はおそらく五割以下。

　なんとも愚かしく、しかし、上う手まくいけば効果的すぎる大おお博ばく打ち。

　たしかに、今のパヴェル・ガラドが雪風の姫を討つには、そこまでするしかない。

　春はる賀が晴はる臣おみとちがい、真の竜王は少々の小細工程度で不覚を取ってくれるほど、甘い相手ではないのだから……。

「ふふふふ。晴臣のこざかしさも気に入っていたが、おまえの愚かしさもなかなか悪くはないな──ん？」

　名を呼んだことが引き金となったのか。

　雪ゆき風かぜの姫は唐突に〝ある気配〟を感じ取った。これは《矢の秘ひ文も字じ》を継承した者しか知覚できない、運命の相手との絆きずなであった。

「銀竜だけでなく、おまえのことも見くびっていたか」

　どうやら、求めていた少年は急速に力を回復させつつあるらしい。

　正直、彼の才覚は認めていたものの、その生き汚さやしぶとさについてはかなり採点が辛めであった。だから敗北を見た瞬間、もうあきらめてしまっていた。

　だというのに──

「ならば、もう一度だけ試してやろう。今度こそ雪風を満足させるのだぞ、晴臣よ」

　白き竜王はひっそりと、口のなかでつぶやいた。

　屠と竜りゆうの矢の使い手は、対を為す弓の気配におそろしく鋭敏なのだ。




　雪風の姫が使う《矢の秘文字》。

　二等辺三角形を楕だ円えんで囲んだ図形として、描かれる。

　これは実のところ、地球人類が天狼星シリウスの名で呼ぶ星をモチーフにした象形文字だ。尚なお、《剣の秘文字》はオリオン座の三連星。《双刀の秘文字》は、十字架の形をしたはくちょう座がもとになっている。

　そして《弓の秘文字》。またの名を〝南天の弓星〟という。

　こちらは、人類がおおいぬ座として知る星々がその原型である。

　古代ギリシア人が『犬』に見立てた形を、ルルク・ソウンの秘録は『矢をつがえた弓』に見立てているのだ。

　尚、この天空の弓矢──その鏃やじりに当たる部分こそが、実は天てん狼ろう星せいであった。

　全天のなかで最も明るいという、おおいぬ座α星の別名である。

　ルルク・ソウンの秘録が『一対の弓と矢』として記した連星を、竜ならざる人類までもひとくくりにして認識していた。

　両者はそれほど近しい位置にあり、そろって輝きを放っている。

　パヴェル・ガラドか。あるいは、矢の使い手と運命を分かち合う者か。雌し雄ゆうを決するときがふたたび近づきつつあった。





　　　　４






　まあ、夢というものはとことん都合よくできている。

　すこし前までは悪夢の類だった。ハルこと春はる賀が晴はる臣おみは以前からの懸念どおり、ついにドラゴン化を遂げてしまった。たまたまやってきた仲間の魔女たちに〝ドラゴンらしく〟なぞなぞを出したりもしたのだが、誰も竜語を理解してくれなかった。

　しかし、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめがそばに来てくれた。

　このときのハルは竜らしく割と凶暴化していたのだが、彼女は危険をかえりみず、そのうえ不機嫌なドラゴンをなだめるため、あんなことまでしてくれて──。

　いつのまにか、ハルは〝紅ぐ蓮れんの女王〟の上にいた。

　紅あかきドラゴン王の肉体は今、とぐろを巻いて、寝そべっている。その上──〝とぐろの渦の中心あたり〟に、春賀晴臣の人間体も仰あお向むけに寝ているのだ。

　ハルの両目はぼんやり東京の青空を見つめている。

　それでも状況はなんとなく把握できる。隣で十條地織姫──ハルなどにはもったいないほどの女の子が〝添い寝〟しているという、夢ならではのシチュエーションが。

　おまけに、彼女はほとんど裸と言っていい格好なのだ。

（もう。すっかり鼻の下をのばしちゃって……）

　竜族の表情を読むなど、人間にはまず不可能なはずだった。

　しかし、巨大な魔獣と化した春賀晴臣の顔を見て、織姫はつぶやくのだ。たしなめの言葉であるはずなのに、どこかハルのことを甘やかすような──聞いているだけで多幸感がこみあげてくる声だった。

　そんな織姫は一応、全裸ではない。

　だが、腰のまわりを隠す下着以外は何も身につけていない。

　そういうあられもない姿でハルに密着し、添い寝してくれている。あたたかな柔肌の感触がひどく心地よい。これで体が動くなら、全力でその肢体にしがみつき、抱きしめていたかもしれない。夢見る春賀晴臣は指一本動かせなかったが。

　織姫のスタイルはあいかわらず抜群で、グラマーで、女神さながらだった。

　そのうえ彼女は寝転がったハルの頬ほおに顔をすりよせながら、ひどくやさしい目でハルの顔を見つめている。それだけで愛情が伝わってくる。

　──なんて都合のいい夢だろう。このままずっと寝ていよう。

　先天的怠け者のプライドを持つ春賀晴臣としては、そう決意せざるを得ない極上の就寝環境だった。だが、ご都合主義はそこで終わらない。

（織姫さん、私にも手伝わせて頂戴）

（る、ルナさんまでどうして!?　そ、それにその格好！）

　ルナ・フランソワまで、とぐろを巻いたドラゴン体の上に来てくれた。

　仰あお向むけのハルの体。その右側にいた織おり姫ひめと向かい合う形で、左側に寝そべる。そのうえで学園のアイドルでもある日本人少女すらグラマラスという点ではしのぐ肢体を──ぴったりハルに貼り付けてくれたのである。

　密着。圧迫。ぎゅっぎゅっぎゅっぎゅっ。

　Ｇカップのふくらみが押しつけられる感触。夢のなかのハルは存分に味わった。

　しかもだ。ルナ・フランソワは完璧に生まれたままの姿だった。

　愛用のドレス以外にも、ブラジャーも、その下に穿くべき下着まで脱ぎ捨てて、織姫以上に大胆すぎる姿なのである。

　これで織姫は一気に動転し、パニックに陥った。

（ててて手伝ってくれるのは全然いいの、みんなで春はる賀がくんのことを満足させてあげて人間のままでいさせないとって約束してたし、三人でなるべく同じようにがんばるつもりだったし、この一か月ずっとそうだったし。でででででも、あの、そんな格好じゃさすがに刺激が強すぎるんじゃないかしらっ!?）

（真っ先に脱いだ織姫さんが言うセリフじゃないような……）

（わ、わたしはいいの。全部じゃないからっ。で、でも、ルナさんはいてないわよ！）

（愛するハリーのためだもの。それに織姫さんは一番乗りしたってところで大量点を稼いだでしょう？　こうでもしないとフォロワーはインパクト出せないと思うの）

　ハルの左足を、ルナは両足ではさみこんだ。

　アメリカ人少女はなめらかな足の内側、柔らかいだけでなく適度に引き締まったふともも、さらには足裏や指先などでいたずらっぽく、やんわりとくすぐってくれる。

　──我ながら、なんて都合のいい夢を見るんだ！

　自分の心に眠っていた内なる願望、節操なさすぎだろう。ハルは天下万民に謝罪したくなった反面、己おのれの妄想＆夢想力を絶賛したくなった。いや、まあ、せっかくの夢なんだし、これくらいはっちゃけてもいいじゃないか。フロイト先生、たしかに僕の内なる助すけ平べマインドは精神疾患の原因になりそうなくらいのひどさです……。

（わ、わたしもお手伝いします！）

（あら、羽は純ずみさんもやる気十分のようね）

（ち……ちょっと待って。は──羽純まで、はいてないじゃない!?）

（でも姉さまっ。ルナさんもそうしていたし、それに先輩は……晴はる臣おみ先輩はこっちの方が好きだと思うの、きっと！）

（!?）

（まあ、それはまちがいないでしょうね。ハリーだし）

（そこはわたしも完全同意だけど、ははははは羽純にはまだ早いわっ）

（で、でも、先輩はまだこんなだし。もっと気分よくなってもらわなくちゃ）

　嗚あ呼あなんたることか。ハルは自らの罪深さを痛感した。

　可愛かわいい後輩でもある白しら坂さか羽は純ずみまで、夢に登場させてしまった。

　しかも〝はいてない〟。華きや奢しやな体に一筋の糸すらもまといつけていない格好で。

　織おり姫ひめの従い姉と妹こだけあって、将来の成熟を予感させる兆候ありである。すでにそれなり以上のボリュームと丸みを帯びた胸のふくらみ、腰のラインをさらけ出したまま、後輩は来てくれた。

　仰あお向むけになったハルの右側に織姫、左側にルナがいる。

　それならとばかりに羽純はハルの上にのしかかる体勢となり、発展途上の肢体のひかえめな重さと吸いつくような柔らかさを押しつけてくれた。そのうえで心やさしい後輩はハルの頬ほおに手をのばし、ゆっくりと撫なでる。

（こんなに冷たくて、固くて……このままじゃ先輩、ドラゴンの体からもどれない……）

　それは不安と心配で押しつぶされそうな少女の声だった。

　さらに、すぐそばでルナ・フランソワも大きくうなずいている。

（そうね……。ハリーの回復のためにも、みんなの力をひとつにしなくちゃ。織姫さんの功績をうやむやにするためにも……）

　あれ？　ハルは不思議に思った。












　ルナと白しら坂さかまで、僕がドラゴン化する可能性を知っている？

　十じゆう條じよう地じしか知らないはずなのに──。夢だから、その辺の設定がいいかげんになっているのだろうか。ここでハルは気づいた。

　女王のドラゴン体の上で横たわっている春はる賀が晴はる臣おみ・人間体バージョン。

　全裸である。しかし、その全身は陽光を浴びて、光っている。ガラス状の透明な膜でコーティングされているせいだ。

　羽は純ずみの指摘どおり、さわれば冷たく、固いはずだった。

　ちなみに、股こ間かんにタオルをかぶせてあるのは夢の神様の配慮であろうか。

（る、ルナさん、本音だだ洩もれだわっ。も、もう。みんな後出しジャンケンですごいことはじめちゃって……。そ、そんなふうにされたら、わたしだって──）

　明らかに織おり姫ひめは混乱していた。

　異様すぎるシチュエーションのせいで正常な判断力を失いつつある。その証拠に足をもぞもぞさせて、〝最後の一枚〟を寝そべりながら下半身と手だけで取り去ろうという動きを開始していて……。

　ハルはあせった。いくら夢でもそろそろ自重すべきではないか。

　もう十分にいい目を味わったのだから、そろそろ紳士の自制心を発揮して──

　直後、春賀晴臣の意識はついに覚醒を遂げた。

「いやあ、いい夢見たなあ……って、あれ？」

　つぶやいてから、ハルは首をかしげた。

　むくりと上体を起こして、めざめたばかりである。

　自宅のベッドの上にいるはずだった。こんな夢を見てはいるが、むさ苦しいうえに散らかり放題の書斎兼寝室で眠っていると思いこんでいた。

　しかし今、ハルはとぐろを巻いたドラゴンの上で寝ていたのだった。

　おまけに全裸で。股間だけ、申し訳程度にタオルで隠してある。

　ハルの右側では織姫が添い寝してくれている。彼女は〝最後の一枚〟を膝ひざあたりまで脱ぎかけていた。左側には〝生まれたままの姿〟のルナ・フランソワ。さらにハルの両りよう膝ひざにまたがっているのは〝一糸まとわぬ〟後輩の羽純……。

「正気にもどったのね、春賀くん！」

「もうっ。本当に心配したのよハリー！」

「よ、よかったです、先輩！」

　女子三人が口々に言う。みんな喜色満面のうえ、涙ぐんでいる。

　そんな魔女たちに囲まれながら、ハルはもう一度だけ首をかしげた。おかしいな。今までのご都合展開、夢じゃなかったのかな……と。




「な、なるほど。大体の事情は呑のみこめたよ」

　清きよ洲す橋ばし通りにある中学校、その中庭でハルはうなずいた。

　奇跡の覚醒から二〇分ほど経過している。その間にあわてて周囲を探してみたら、幸いにも愛用の衣服を発見できた。すでに着替えは済んでいる。

　また、ハルの背後では紅ぐ蓮れんの女王がいまだに眠ったままだ。

　やはり、まだ本調子ではないようだった。

「人間的な充足感を得ることで、僕の心と体はドラゴンから人間へと揺りもどされる。みんなはそれを承知で、僕のためにいろいろやってくれていた、と……」

「ええ。そのとおりよ、ハリー」

　涼しい顔でルナ・フランソワが答えた。

　もう彼女も裸ではない。いつもの黒いワンピースを着ている。尚なお、織おり姫ひめと羽は純ずみも洋服姿にもどっていた。ただし、日本人女子ふたりは羞しゆう恥ち心を回復させたらしく、顔をうつむかせ、ハルを正面から見ないようにしていた。

「み、みんなには苦労をかけたみたいで……申し訳ないね……」

「気にしないで。すくなくとも私には苦痛じゃなかったもの。あなたへの愛──誰よりも深い愛情があればこそよ」

「そ、そのおかげで今回も僕は復活できたわけか」

「ええ。でも、そういう私からすると、織姫さんがさっき問題発言をしたのよね……。ハリーを熱烈に愛している恋人みたいに、あなたのお嫁さんになってもいいくらいのことを。今までは緊急事態だったからスルーしてたけど……」

　含み笑いをしながら、ルナがいきなり追及してきた。

　ただし、特級魔女マスターマギの目は笑っていない。必要ならライバルを力ずくで蹴け落おとすという決意に満ちた瞳ひとみだ。ハルはハッとした。そういえば夢とも思えた一幕のなかで、織姫はたしかにそういう内容を──声高に訴えていた。

　見れば、当の織姫本人も愕がく然ぜんとしている。

　ハルとの取り決めを今さら思い出したのだろう。チーム内の揉もめごとを避けるため、ふたりの関係はしばらく隠しておこうという……。

　しかも、羽純までショックを受けた表情で従い姉と妹ことハルを交互に見つめていた。

「そういえば姉さま、たしかにさっきそういうことを……」

「あ、ええとねっ。わたしと春はる賀がくんはあくまで同級生同士の清い関係っ。そりゃあビジネスライクに結婚を前提にして、今後のことをあれやこれやと話し合うこともなきにしもあらずな翔んだカップル、そういう面もあるかもしれないけど……！」

　織姫はすっかり平常心を失っていた。

　こういうトラブルに弱い女の子なのだ。そこがなんとも愛いとおしく、ハルは思わず叫ぼうとした。今まで黙っていてゴメン。白状すると僕たちは真剣交際のまっただなかで、僕は十じゆう條じよう地じにぞっこんで、うれしいことに十條地の方も──！

　恋愛・リア充方面には、とことん怠惰な省エネ人間。

　その看板をついに返上しようとした、その瞬間だった。ハルは〝例の気配〟をやにわに感じ取った。

「まさか……来るのか」

　それは《弓の秘ひ文も字じ》を継承した者しか知覚できない──絆きずなであった。屠と竜りゆうの弓の使い手は、対を為す矢の気配におそろしく鋭敏なのだ。

　ハルの緊張を悟ったのだろう。魔女たちも瞬時に押し黙る。

　そして二秒後。なつかしい、あの快活な呼びかけをふたたび聞くことができた。

「晴はる臣おみよ、命冥みよう加がに生きながらえたか。おまえといい銀竜といい、僭せん主しゆのなかにもあなどれぬ者が増えてきたな！」

　天から降ってきたのは、もちろん雪ゆき風かぜの姫の声であった。





　　　　５






　ハルたちがたむろしていた学校の中庭は、校庭に面している。

　そちらに白き竜王が悠々と降臨してきた。しかもドラゴンの連れがいる。それは旧知のパヴェル・ガラドだったのだが。

　ハルは「えっ!?」と目を疑った。

　あの美しいメタリックシルバーの肉体が無惨に変へん貌ぼうしていた。

　銀竜の右前肢、同じく右側の翼、右後うしろ肢あしの膝ひざから下──。それらの部位は、黒と灰色と鋼はがね色が醜く入りまじった不気味な色に様変わりしている。

　表面はやたらとゴツゴツしており、形もいびつで醜悪だった。

　まるで鋼の溶液のなかにコンクリートとアスファルトの破片をぶちこみ、造る必要のない合金を完成させたという風情ふぜいの材質であった。

「そ、その手とか足とか、一体どうしたんだよ!?」

「なに。君がいなくなっていた間に姫君と一戦交えていただけだ。さすが竜王ギルダル、錬金の技で体の補修を行わなければ、すでにわたしは敗北していただろう」

　しれっとパヴェル・ガラドは言う。

　雪風の姫には表面上、目立った傷はない。ドラゴンたちの巨体を見くらべて、ハルはため息をついた。パヴェル・ガラドの失われた肉体、水み無な月づきが治ち癒ゆの術でもかけないかぎり、復活することはないだろう。

「自分で自分をサイボーグに改造するようなものか……」

　もう嘆声しか出ない。戦闘種族のドラゴンたち、やはりとち狂っている。

　つきあいきれないという気持ち、そして、できれば〝省エネ〟できる方がいいという打算にまかせて、ハルは提案した。

「どうせなら、そのまま戦いを続けなよ。僕はもう敗退したようなものだし、君たちだけで決勝戦をするといい」

「バカを言うな。まずはわれら僭せん主しゆ同士で生死を競うのは筋というもの」

「そのとおり。まず同格の者を打ち倒してから、王者たる雪ゆき風かぜに挑め。晴はる臣おみよ、これはおまえが乗り越えるべき試練だぞ」

　ドラゴン同士で共倒れになってくれれば、いちばん楽でいい。

　そんな下心など理解できないだろうに、僭主も竜王もあっさりとハルの省エネ計画を否定してくれた。物騒すぎる竜族の異文化につきあう趣味はないというのに。

　しかも、ドラゴン化した雪風の姫は飄ひよう然ぜんとつぶやく。

「だが、雪風との立ち会いでパヴェル・ガラドは深ふか傷でを負った。公平を期すためにいっそ晴臣の片手片足もひきちぎったうえで再戦させるべきかもしれないな……」

「なるほど、道理だ」

「ち、ちょっと待った！　たしかに不公平だと思うから、こんなのはどうだろう!?」

　ハルはとっさに、あるものを指さした。

　中学校の校舎──最上階とおぼしきあたりの壁に、丸形の大時計がかかっている。レトロな機械式だった。長針・短針で時刻を示すタイプだ。

　現在時刻はちょうど一六時〇〇分。午後も遅い時間帯である。

「あの長い針が『０』から『５』に移動するまでの間に決着をつける。もし勝負がつかなかったら、姫がガラドに加勢してもいい……というのは!?」

「ほう。われらの因縁にわずか五分でけりをつけるつもりか」

　パヴェル・ガラドがうなずいた。

「なるほど。戦いが長びくほど手負いのわたしは消耗し、君の方が有利になる。その利を自ら捨てるのだな？」

「あ、うん。そんなところ」

　予想以上にあっさり話が通じたので、ハルはとまどった。

　ドラゴン上位種と竜王たちは、地球のあらゆる言語を知っている。

　アラビア数字も当然理解できる。だが、かの銀竜が『五分間』という人類の時間単位を教えるまでもなく承知していたことは──驚きだった。

　あいつ、時計の読み方まで、ばっちり予習していたのかよと。

　そんな勉強家を相手にはたして上手くいくのか。だが、ハルの不安をよそにパヴェル・ガラドは竜王へ訴えた。

「春はる賀が晴はる臣おみの提案、わたしとしては否いなやはございませぬが」

「ふむ。おまえがいいなら、それでかまわん。好きにやってみるがいい」

　対して雪ゆき風かぜの姫はごく鷹おう揚ようにうなずき、あっさりと言う。

「勝者とはこの雪風があらためて立ち合ってやる。はじめろ」

　傲ごう然ぜんと告げたあと、白き竜王の姿が変わった。

　猛たけ々だけしい巨体があっというまに縮小し、ふたたびワンピース姿の美少女へと早変わりしたのだ。彼女は空飛ぶサーフボードに乗ったまま高度を上げて、制限時間五分を示す丸形時計へ近づいていく。

「励めよ晴臣。銀竜めの器量はすでに見た。次はおまえが底力を示す番だ」

　王者の威厳をもって、そう告げながら。

　パヴェル・ガラドも翼を広げ、校庭上空へと浮きあがり、戦闘態勢に移る。

　そして、地上に残った春賀晴臣は──ため息をついて、仲間の魔女たちに向き直った。

「……そういうことだから、みんな頼むよ」

「ＯＫよ、ハリー。事実究明はあとまわしにしてあげる」

「ね……姉さま、まさか先輩のこと……」

「そ、その辺は今、気にしたらダメ！　集中が大切なのよ、羽は純ずみ！」

　ルナ・フランソワはウインクと共に請け合い、羽純は尚なおも不安そうで、織おり姫ひめはやっぱりあわてていた。それにしてもアーシャがいないのは痛い。仲間を逃がすために、ひとりパヴェル・ガラドの結界内部にとどまったらしいが……。

　ともあれ、魔女三人はそれぞれのパートナーを実在化させた。

　九尾の狐こ狼ろう・悪あく路ろ王おう。三頭の獅し子しグリンダ。エメラルド色の竜りゆう蛇だ・水み無な月づき。

　全長十数メートルの巨獣が三体も顕あらわれて、

「とにかく最終ラウンドというわけね、ハリー」

「どっちかというと、徹夜麻雀まーじやんをしめくくる最後の一局かなあ」

　ルナに答えつつ、ハルは肩をすくめた。

「バトルというよりギャンブルみたいなものだしね……」

　とっさの思いつきで仕掛けた罠わな。はたして、鬼が出るか蛇が出るか。

　ここまで来たら、自分が賭かけた馬券を信じるしかない。

　それに。今回の騒動であらためて思い知ったが、春賀晴臣は結局のところファイターなどではないのだ。必要以上に武張った言動は避けてまわる方が吉だろう……。

　背後では、紅ぐ蓮れんの女王がとぐろを巻いている。

　その内面に眠る獰どう猛もうさを無視するように結論づけて、ハルは時計を見た。

「残り四分ちょっと……グリンダと悪路王はガラドの相手を頼むよ。その間に、僕は紅蓮の女王に弓の準備をさせる。白しら坂さか、水無月はまだ治ち癒ゆの力を──」

「大丈夫ですっ。あと一回だけですけど使えます！」

「助かった！　じゃあ、女王を回復させてやってくれ！」

　指示を出す間にも、貴重な残り時間が減っていく。

　魔女たちの反応は迅速だった。織おり姫ひめは《双刀の秘ひ文も字じ》、ルナは《弓の秘文字》の力をハルから引き出して、それぞれのパートナーに付与した。

　悪あく路ろ王おうの九尾──その全すべての先端から、日本刀に似た刃やいばが生えてきた。

　グリンダの三つの頭部──獅し子し・竜・山や羊ぎそれぞれの口内からは砲身が伸びてきた。

「刀の数ならこっちが勝っているわ、悪路王！」

　まず織姫が激励した。

　双刀どころか九刃ナインブレードを得た狐こ狼ろうは空へ駆けあがり、空中で待ちかまえていたパヴェル・ガラドへ斬きりかかっていく。

　斬。斬。斬。斬。斬。斬。斬。斬。斬。

　悪路王の九尾はゴムのように伸縮しつつ、人間の腕以上に九つの刃を器用に振りまわし、パヴェル・ガラドを矢継ぎ早に襲いつづける。

　しかし、九刃はことごとく──屠と竜りゆうの剣によってはじかれた。

　ただ一振りだけの長剣。その刀身に沿って、ルルク・ソウンの聖句『我こそは神速の剱つるぎを振るう者なり』が顕現している。

「ふふふふ！　たかが九本程度で我が剣の神速を超えることはかなわぬぞ！」

「だったら、これはどう！」

　天にこだまする竜族の咆ほう哮こうに対して、ルナが叫ぶ。

　とっさに悪路王は後方にさがって、射線に入らないようにした。

　それと同時に、地上からグリンダの対空砲火がはじまった。獅子・竜・山羊の口内から生えた砲身三つが次々と光弾を吐き出していく。

　パヴェル・ガラドは不ふ朽きゆうの加護──真珠色に輝く個人結界で光弾をはじいていく。

　ハルは時計を見た。残り三分〇五秒。

　そして、水み無な月づきの頭上にルルク・ソウンの秘文字《癒いやしの手》が顕あらわれていた。

　エメラルド色の竜りゆう蛇だが振りまく治ち癒ゆの魔力は、いまだ地面でとぐろを巻いていたレッドドラゴン──その巨体に活力をあたえていた。

　心しん金がねに傷を負っていた紅ぐ蓮れんの女王は、ついに身を起こす。

　ゆっくりと立ちあがりながら、紅あかき両翼もゆっくり左右に広げていく。

　決して機敏な動きではない。しかし、女王の目に活力が甦よみがえりつつあった。全長二〇メートルの巨体からは強い魔力が放たれはじめている。

　出力三〇％に落ちていた女王の心金がすこしずつ調子を上げていた。

　四〇％から五〇％へ、五五％、六〇％……。

　だが、まだ必ひつ滅めつ之の法ほうを放てるほどではない。あの大敵に打ち勝つには、《射陽の神弓》による最強の一撃こそが必要なのだ。

「先輩！　まだすこしかかりそうです！」

「大丈夫……悪あく路ろ王おうとグリンダがもうちょっと時間を稼いでくれる……」

　心配する羽は純ずみにというより、己おのれに言い聞かせるようにハルはつぶやいた。

　あと二分四〇秒。九刃を振るう悪路王に、織おり姫ひめはいよいよ必滅之法を使わせる。

「悪路王、火の……ううん。太陽の魔法を使って！」

　狐こ狼ろうの九尾より生える九つの刀。それらの刀身に黄金の──太陽の輝きが宿り、九刃の全すべては〝光の剣〟へと変へん貌ぼうした。

　しかし、屠と竜りゆうの剣もいよいよ青き焔ほのおをその刀身にまとう！

「燧すい星せいのかけらよ、我に力を！」

　口こう訣けつを唱となえつつ、パヴェル・ガラドは焔の剣を九度振るった。

　それは悪路王の九尾と九剣を狙ねらった斬ざん撃げきだった。屠竜の剣がうなるたびに『ぎぃん！』『ぎぃん！』と甲高い音を立てて、光の剣は断ち切られてしまう。

　そして、とどめの一剣が白き狐狼の胴を斬きり裂く。

「き、消えて悪路王！」

　これ以上のダメージを受ければ、パートナーは死ぬ。

　そう察して織姫が命じると、悪路王は忽こつ然ぜんと姿を消し去った。非実在化だ。残り時間は二分一〇秒。だが、これで味方を巻きこむ心配なしに──撃ちまくれる。

「グリンダ、最大連射Fire everything！」

　すかさずルナ・フランソワが指示した。

　獅し子し・竜・山や羊ぎの三頭はついに秒間三〇発もの連射速度で撃ちはじめた。

　光の弾幕による対空砲火。しかも光弾のひとつひとつに屠竜の力が宿っている。これに対してパヴェル・ガラドは不ふ朽きゆうの加護で身を守るだけではなかった。

　真珠色の光で光弾を打ち消しながら、さらに必滅之法まで行使してみせる。

「剱つるぎの神よ、我が蒼そう天てんをルルク・ソウンの叡えい智ちで満たせ！」

　午後四時の夕刻とはいえ、九月の落日は遅い。

　青空に雷雲が満ちていく。しかも一九個のルルク・ソウン文字まで天に顕あらわれる。『我が呼ぶは雷神の剱。急ぎ鞘さやより抜き放て』だ。

　必滅之法《雷神の剱》。屠竜の剣が誇る、最強最大の秘術だった。

　天に集った雷雲はひっきりなしに──屠竜の剣めがけて電光を落としていく。竜りゆう弑ごろしの刃やいばは雷神の力を着々とチャージ中なのだ。

　しかも、グリンダが乱射する光弾まで、電光が打ち消してしまう。

　パヴェル・ガラドはおもむろに屠竜の剣を三頭の獅子に向けた。切っ先から雷撃がほとばしり、グリンダの左肩──山や羊ぎの頭に命中する。

　この雷もまた竜りゆう弑ごろしの一撃。これ以上のダメージはまずい。ルナは舌打ちした。

「撤退して、グリンダ！」

　獅し子し型リヴァイアサンも非実在化し、現世から去っていく。

　残り時間は一分三〇秒。だが、ここでついに紅ぐ蓮れんの女王が戦闘態勢に入った。すっくと仁王立ちして、天を──空中に陣取ったパヴェル・ガラドをにらむ。

　その紅蓮色の左手には、屠と竜りゆうの弓が出現する！

「頼む女王。全力をしぼり出してくれ」

　ハルは祈った。現在、心しん金がねの出力は八五％というところだ。

　完全復活ではないものの、十分な魔力は引き出せるはず──。女王の右手に光の矢がいよいよ顕あらわれた。

　これを屠竜の弓につがえ、ひきしぼり、撃ち放つ。

「来たか、女王の神弓よ！」

「柄じゃないけど、真っ向勝負ってやつだ！」

　放たれた矢は焔ほのおの渦となり、いびつな外観となった銀竜へ襲いかかる。

　対して空中の標的は屠竜の剣を大上段から振りおろした。長剣は青き焔と極大の雷をもろともにまとうという過剰装飾の状態だった。

　かくして、雷火の秘剣は射陽の劫ごう火かの渦を切り伏せにかかったのである。

　劫火の渦はさながら津波であった。

　全長十数メートルのパヴェル・ガラドを易やす々やすと丸まる呑のみにできるほどに渦は巨大で、全すべてを灼やき尽くし、消滅させる勢いに満ちていた。今、紅あかき女王の頭上では『我、射陽の神弓を以もつて天を衝つき、日輪を殺あやめん』の聖句が煌こう々こうと輝いている。

　しかし、この劫火は剣より放射される白い電光だけは焼却できない。

　ガラドが己おのれの真正面へと突き出した長剣。その刀身と、放たれる電光が──大海を割ったモーセの祈りのごとく、劫火の渦に割れ目を作っている。その空洞のなかでパヴェル・ガラドは屠竜の刃やいばと共に健在である。

「我が心金よ、全ての力を屠竜の剣に──！」

「せっかく白しら坂さかにリフレッシュしてもらったんだ！　がんばってくれ！」

　ガラドは己の内なる動力源に、ハルは紅蓮の女王に呼びかける。

　理屈上はほとんど無意味な叱しつ咤た激げき励れいだが、これは最大威力の必ひつ滅めつ之の法ほうを以て、たがいの宿敵をねじ伏せるという極限の攻防である。

　魔力と武力だけでなく、意地と根性のぶつかり合いでもあった。

　焔の渦が押せば、剣の電光も押しかえす。押せば押すだけ、相手も押しかえしてくる。

　そのシンプルさと熾し烈れつさは、押し出しだけを狙ねらう力相撲にも似ていた。だが、単純であるだけに残り時間も容よう赦しやなく、淡々と削られていく。

　あと一分〇五秒。あと五五秒。五〇秒。四〇、三〇、二五秒……。

　今までせめぎ合ってきた劫ごう火かと電光は共に力尽き、そろって対消滅していった。

「くそっ。もうダメか……」

「ここよりは我が剣と君の弓、秘術に頼らぬ地力の勝負となるな！」

　ハルは舌打ちし、ガラドは嬉き々きとして叫ぶ。

　残り時間、いよいよあと二〇秒。悪あく路ろ王おう、グリンダはすでにいない。残る戦力は──とっさにハルは目配せした。後輩がうなずき返してくれる。

「わたしたちを守って、水み無な月づき！」

　ラァァァァ────アアアアアアアッ！

　空中で剣を振るうガラドとは距離を取っていた水無月。いつもおだやかな竜りゆう蛇だがこのときは猛たけ々だけしく牙きばをむき、パヴェル・ガラドに向けて飛びかかろうとした。

　しかし、銀の宿敵は愛剣を冷静に竜蛇の貌かおへ向ける。

　屠と竜りゆうの剣の切っ先から、黄色い閃せん光こうが放たれた。水無月は不ふ朽きゆうの加護を展開し、これを防いだものの、残り時間あと一五秒……。

　ハルはごくりと生なま唾つばを呑のみこんだ。いよいよ大詰めだった。

　実は今まで、ある魔術を使っていた。数時間前も重宝した《目》の術である。上空から周囲一帯を見下ろす〝神の目〟を得られる術だ。

　戦場となっているのは、清きよ澄すみ白しら河かわにある中学校の校庭。

　その校門前に女子高生がふたり、やってきたところだった。この中学校ではなく私立胡こ月げつ学園──ハルたちと同じ学園の制服姿である。

　もしかしたら。

　竜族の勇者も同系の術を使い、彼女たちを視認していたかもしれない。

　しかし、彼の注意と集中力は紅ぐ蓮れんの女王と、目下の邪じや魔ま者であるリヴァイアサン・水無月に向けられていると直感し、ハルは大いに安あん堵どした。

（魔女の子たちは僕の──春はる賀が晴はる臣おみの仲間だからマークしていたけど。やっぱり〝その辺によくいる女子高生〟程度じゃ興味の対象にできないんだろうな……）

　そして銃声。単発ではなく、フルオート射撃による連射だった。

　ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ！

　女子高生の片割れ──ツインテールの少女がおもむろにカバンからオートマチック拳銃を取り出し、引き金をひいたのだ。その銃は鋼はがね色を基調とし、ところどころに黄金の装飾をあしらっている。壮麗かつ重厚な造りだった。

　あとは自分の仕事。銃が吐き出した三〇発の光弾に、ハルは魔力を付与した。

　パヴェル・ガラドの心臓を貫けという──屠竜の力を。

　やってきたのはクラスメイトの武む藤とうさんと船ふな木きさん。使われた銃はさっきあずけた愛用の魔銃。だから、かんたんな作業であった。

　竜りゆう弑ごろしの銃弾三〇発は銀竜の胸板にとどき、たたき、抉えぐり、そして突き刺さる。

　通常時なら、不ふ朽きゆうの加護で跳ね返せたはずだ。しかし、魔力全開で必ひつ滅めつ之の法ほうを撃ち合ったばかり。そちらに力を注ぎこんだ分、防御は大いに弱まっていた。

「な──に……？」

　ガラドが愕がく然ぜんとした。胸の痛みが着弾とダメージを教えたのだ。

　そして、その驚きよう愕がくは一瞬だけとはいえ度しがたい隙すきとなり、ハルたちの好機となる。

「白しら坂さか、今度こそ頼む！」

「は、はいっ。水み無な月づき、弓の文字を使って。おねがい！」

　先輩後輩のやりとりはエメラルド色の竜りゆう蛇だをふたたび猛たけらせた。

　パヴェル・ガラドに向けて、水無月は口から〝閃光の息レーザーブレス〟を吐きかける。しかも《弓の秘ひ文も字じ》によって、これも竜弑しの射撃となっている。

「お、おおおおおおおおおおっ!?」

　屠と竜りゆうの閃せん光こうをまともに浴びて、パヴェル・ガラドは絶叫した。

　光のなかで白銀色の頭が、胴体が塵ちりとなって崩壊していく。黒と灰色と鋼はがね色が入りまじった腕、翼、後うしろ肢あしなどもいっしょに吹き飛んでいく。

　残り時間、あと五秒というとき。

　ついに《剣の秘文字》の継承者は力尽き、ハルの眼前から消滅した。





【終章】







「あ、あのイケメンだったドラゴン、いなくなっちゃったねえ！」

「ただ銃を持ってきただけ……だったけど、あ、あんなのでよかったのかなあ？」

　銀竜パヴェル・ガラドが消滅した直後。

　短い間に全力を出し切ったハル、そして魔女三人のところへ〝お手伝い〟の女子高生ふたりがやってきた。

　魔銃の引き金までひいた船ふな木きさんと、付き添い役の武む藤とうさんである。

「十分すぎるくらい助かったよ。本当にありがとう」

　心からハルはお礼を言った。

　戦闘エリア内にやってきた部活仲間へ魔銃を託したのは、『その辺の高校生が前ぶれもなく撃ってきたら、さすがのガラドも面食らうのでは？』という思いつきからだった。あとはなんとなく──しゃらくさかったのである。

　たしかに、春はる賀が晴はる臣おみと盟友である魔女たちの研究はしたのだろう。

　人間社会のことも大いに学んだようだ。しかし、どれだけ向学心があろうとパヴェル・ガラドは結局、度しがたい戦闘種族ドラゴンの勇者。どこまで本気で〝人間〟に興味を持てるだろうかと……。

　人間舐なめるなよという程度の気持ちから、魔銃を渡した。

　この銃がどこにあろうとハルはすぐ在処ありかを察知できるし、遠隔操作で魔力も付与できる。必要になったら、念じるだけで呼びよせられる。まあ、何かの保険になればという、ちょっとした思いつきであった。

　が、いきなりのリターンマッチ実現となり、ハンデまで付加されることとなり。

　ハルは〝なんとなくの思いつき〟を〝切り札〟に変えざるを得なくなった。だから、せめて必ひつ滅めつ之の法ほうを真正面から撃ち合うような状況──たった五分しかない制限時間ルールをとっさに導入して、〝通りすがりの女子高生〟を最大限に利用しようとしたのである。

「制限時間の件、あいつが認めてくれてよかった……」

　まあ、もろもろの要因が功を奏した綱渡りであった。

　武藤・船木コンビには清きよ洲す橋ばし通りの近くでの待機を頼んでいたこと。その後のドラゴン化から織おり姫ひめたちが救ってくれたこと。五分以内にコンビが学校へ来られたこと。

　そして何より、陰の功労者がいる……。

「これ返すね！　いろいろ声で教えてくれる魔法のピストルなんて初めてだから、びっくりしちゃった！」

「結構えらそうだったよねえ。なんだか面白かったよ」

「はははははは」

　魔銃を差し出す船ふな木きさんの隣で、武む藤とうさんがコメントする。

　愛想笑いをしながら受け取るハルへ、女子高生たちに行くべき場所を教えた魔銃の守護者さまはこんな念を送ってきた。

（小僧。随ずい喜きの涙なり五体投地なりで妾わらわへの感謝を表現してもかまわんのだぞ？）

（よく言うよ。僕のドラゴン化のこと、だいぶ面白がりながら高みの見物しているみたいじゃないか）

（くくくく。所しよ詮せんは他人事だからな。ちょうどいい暇つぶしだ）

　魔銃に宿る元竜王・火ひ之の迦か具ぐ土つちはうそぶいている。

　とはいえ、パヴェル・ガラドと戦いながらハルが送った念を受け取り、級友コンビと魔銃をここまで連れてきてくれた。今日は大目に見るべきか。

「ところで、桜さくら庭ば先輩はどうしたのさ？」

「そこはほら、取材命の人だし」

「さっきの戦いの写真と動画、なんとしても撮らなくちゃって……機材かかえて、ビルの屋上に登っていっちゃったんだよ～。すごい根性だよねえ」

　武藤さんは苦笑いし、船木さんは感心した様子で教えてくれる。

　ハルも愛想笑いで応こたえつつ、頭の端で別のことをいぶかしんでいた。勝負のあとは真っ先に飛んできそうな少女竜王、雪ゆき風かぜの姫はなぜ僕のところに来ないと。

　その直後だった。

　連戦でさすがに消耗していた魔女三人が──ハッと顔を上げた。

「あれを見てください、先輩！」

「ど、ドラゴンの魔法って、あんなことまでできるの!?」

「ハリー。まだ……わたしたち、勝ってないようよ！」

　突然の警告。彼女たちが見つめる先では、予想外の復活が進行中だった。

　宙の一点に砂のように細かな粒子が集まり、ドラゴンのシルエットを形成している。全長十数メートルの体たい躯くに翼、前肢、後うしろ肢あし、長く太い尾、鋭い牙きばを持つ竜の貌かお──。結局、ほんの一〇秒程度で完成してしまった。

「パヴェル・ガラド、なのか……」

　ハルはうめいた。現れたドラゴンの姿形、旧敵である銀竜と似ていた。

　ただし、あの燦さん然ぜんと輝くメタリックシルバーの美は見る影もない。

　新たなパヴェル・ガラドの体表は、黒と灰色と鋼はがね色が醜く入りまじっていた。やけにゴツゴツとしている。鋼の溶液にコンクリートとアスファルトの破片をぶちこみ、無理に混成させた合金さながらに──。

「全身をその素材に造りかえたのか!?　僕らにとどめを刺された直後に！」

「ふふふふ。正解だ、春はる賀が晴はる臣おみ。むずかしい術ではあったが……どうにか成功して、心の底から安あん堵どしている。君との決戦はまだ終わらぬようだな」

　不ふ撓とう不ふ屈くつの戦士は異形と化した肉体で、満足そうにほくそ笑んでいる。

　竜と呼ぶべきか、竜を模した自動戦闘人形と呼ぶべきか。いずれにしても、パヴェル・ガラドの執念と魔導力はおそるべきものであった。

　そして、異形のドラゴンは当然のように屠と竜りゆうの剣を持っている。

　まだ決着は付いていない──。だから雪ゆき風かぜの姫は降りてこなかったのだ。

　ハルは息を呑のんだ。はたして勝てるだろうか。あちらも無む茶ちやな復活の直後で本調子ではないだろうが、こちらも全力を出し切って、ほぼ抜け殻同然だ。

　残っている唯一のリヴァイアサン、水み無な月づきはもう疑ぎ似じ神しん格かくを使えない。

　あとは紅ぐ蓮れんの女王──春賀晴臣の操り人形に命運を託すしか、選択肢はなかった。

　だが。あの肉体はもう単なる傀かい儡らいではない。ハルの緊張を感じ取ったのか、女王がわずかに巨大な顎あごをゆるめている。よほど注意していなくては聴き取れないほどの低さで、うなり声を発しはじめていた。

　紅蓮の女王に宿る魂──竜族の本能が覚醒をはじめたのだ。

　このまま戦えば、またさっきみたいに……？　戦慄するハルに向けて、自らの肉体すらも造りかえた剣の僭せん主しゆはうそぶく。

「君が自らに課した制限時間はとっくに過ぎているが、まあ、わたしの方も復活に少々手間取った。おたがいに非ありということで、ここから勝負を仕切り直すと──」

　直すとしよう。そう言いかけていたのだろう。

　しかし、最後まで聞けなかった。代わりにある音が響き渡ったからだ。

　──じゃらららららららららららららららら！

　それは長い鎖の立てる金属音であった。どこからか飛んできた五本の鉄鎖がパヴェル・ガラドの頸くび・右肘ひじ・左肘・右膝ひざ・左膝にからみついたのだ。

　そして、可か憐れんな少女の声が死の聖句を唱となえる。

「天に輝く私の刻印、〝天てん牢ろうの鎖〟に願います。あの死にぞこないを──今度こそ、確実に、地獄へ叩たたき落おとしてください」

　それは命令実行の口訣コマンドワードだった。

　直後、五本の鎖はからめとっていたパヴェル・ガラドの肉体五箇所をあっさりとねじ切り、バラバラにひきちぎってしまったのである。

　かつて銀竜であった異形のドラゴン、その頭部と両手両足が宙に舞う。

　さらに、とどめとばかりに吐き出された閃光の息レーザーブレスがガラドの胸──心しん金がねの眠る部位をしっかりと吹き飛ばし、復活の可能性を今度こそ完璧に摘み取った。

　一部始終を見とどけて、ハルはうめいた。

「ルサールカ……？」

　とどめのブレスを撃ったのは、蒼あおきワイバーンだった。

　戦場となった中学校。その校庭の上空に、忽こつ然ぜんと実在化したのである。欧州最強のリヴァイアサンは頭上にルルク・ソウンの秘ひ文も字じを王冠のごとく戴いただいていた。

『天てん牢ろうの獄吏にして処刑者たる鎖よ、第二の任を果たせ』

　文字数は一六個。そういう意味である。

　そして、パヴェル・ガラドを葬ほうむった五本の鉄鎖は、この文字列の中央あたりから放たれたものだった。

「油断しましたね、晴はる臣おみ。あそこまで標的を追いつめておきながら、あんな復活を許したんじゃ意味がありません。これだから素人しろうとは困ります」

　ルサールカは翼を広げて、空中で待機している。

　その真下にいる少女が訓示を垂れた。戦闘のプロフェッショナルとしての忠告。ごついアーミージャケットを着た、銀髪の魔女からの通達である。

「アーシャさん!?」「アーシャ!?」「無事だったんですね！」

　仲間の帰還に織おり姫ひめ、ルナ、羽は純ずみが色めき立つ。

　彼女たちへ軽く手を上げてから、アーシャはすたすたハルの方へやってきた。

「アーシャ……無事の生還はめでたいけど、その秘文字は──」

「あれですよ。晴臣たちが竜りゆう宮ぐう楼ろうから回収した、灰色卿とかいう元竜王の竜りゆう弑ごろし。あれを蔵出しして、再利用したんです」

　涼しい顔でアーシャは答える。もちろんハルは首をかしげた。

「竜弑しのルーンを活性化させるには、あの石が必要なはずだろ！」

「ええ。その大前提になる燧すい石せき──星海の秘宝をパヴェル・ガラドが貯ためこんでいたおかげです。あいつの結界最深部から石をちょろまかしたあと、地上にもどって、竜弑しの隠し場所にした学園の地下へ向かったんです。急いだ甲か斐いがありましたね。いちばんの見せ場にどうにか間に合いました」

　ひととおり語ってから、アーシャはぐったりと疲れた表情になった。

「その分、おなかが空きましたけど。何か食糧はありませんか？」

「そんなのないよ。余分な荷物は持ってきてないし」

「幼なじみのくせに、使えない晴臣ですね……」

「あれを食べればいいじゃないか。非常食、いつも隠し持ってただろ？」

「あんなの、とっくに食べ尽くしています。今の私にはすくなくとも九〇〇〇キロカロリー以上の栄養補給が必要なんです」

「九千どころか九万以上になりそうな気がするなあ」

　つまり、アーシャはハルと同じ存在〝僭せん主しゆ〟になったのだ。

　だが、大きく変へん貌ぼうしたはずの幼なじみを不思議となつかしく感じる。

　最近の妙に女っぽいそぶりはひさしぶりになりをひそめ、さばさばとした言動をしているからだろう。あとは食欲。過剰な食事量こそが天才アーシャの図抜けた魔力の淵えん源げんであろうという仮説、実は《S.A.U.R.U.サウル》関係者の間では有名な話なのだ。

　ハルは大きくうなずいた。

　これでこそ春はる賀が晴はる臣おみの幼なじみ──。そんな気さえする。

　しかし、数々の疑問も頭に浮かんできた。アーシャがひとりで《双刀の秘ひ文も字じ》を使った気配、まったく感じなかった。どうやって地上に帰還したのだろう、とか。他者が所有していた竜りゆう弑ごろしを我が物とする場合、成功率はかなり低かったはず。そこは運まかせでチャレンジしたのだろうか、とか。

　だが、その辺の質問は後まわしにするしかなかった。

「いよいよ大ボスの降臨みたいですよ、晴臣……」

「ああ。次から次へと勘弁して欲しいよなあ……」

　ハルたちがいる地上へ、ゆっくりと白きドラゴン王が降りてくる。

　空飛ぶサーフボードに乗った、純白のワンピースをまとう美少女だった。《矢の秘文字》を継承する竜王、雪ゆき風かぜの姫だ。

「ふふふふ。どうにか我──雪風の前に立つ資格を得たようだな、晴臣よ。もう駄目かと、おまえを見限るところだったぞ！」

　三年ぶりに東京新都へ帰郷したとき、こんな未来は想像だにしなかった。

　人類をおびやかす脅威たるドラゴン族と、竜弑しのルーン文字をめぐる冒険。竜王との対面はこれでもう何度目か。

　しかし、これからはじまる一幕は──今まで以上の苛か烈れつさとなりそうだ。

　こみあげてくる不安と恐怖。ハルは背筋をのばして、白き竜姫の可か憐れんな美貌をまっすぐ見つめるのだった。





【あとがき】







　みなさま、おひさしぶりです。

　六巻からすこし間が空きましたが、いよいよ七巻の発売とあいなりました。

「いわゆる『中の人』たちは途中でドラマＣＤの製作を行っていたので、期間が空いたという実感、あまりないんですけどねー」

　……今回は当然のように冒頭から登場ですか、アーシャさん。

「いいじゃないですか。すっかりおなじみなんですから」

　もう七巻目だし、ルナさんあたりに登場してもらって、お約束のパターンを崩そうかとも考えていたんですけどねえ……。

「ふぁっ!?　なんでルナなんか!?」

　そろそろあとがきのフォーマットを変えようかなー的出来心です。

「反対！　このあとがきは私の聖域のようなものじゃないですか！」

　その聖域で前巻はたっぷり遊んだわけですし、今さらですよ。

　まあ、でも、いきなり変えるのもたしかにアレですし、このまま進めましょうか。

「そうそう！　ナイス心がけです！」

　本編はいよいよクライマックスへ向けたイベント連打となってきましたが。

　あとがきではその辺をスルーして、ひとつアーシャさんとお話してみましょう。

「じゃあ、同時期に発売のアレの告知などいっときますか」

　はいはい。七巻といっしょに発売のドラマＣＤ『魔女たちと春はる賀が晴はる臣おみの休日』ですね。こちらはコミックとらのあなさん専売でして──

「それも重要ですけど、もうひとつ忘れちゃいけません。私、アーシャの抱き枕カバーがちょっと前から好評発売中じゃないですか」

　えっ？　……ああ。たしかにありましたね、そんなの。

「テンション低っ」

　いえねえ。そういう方面へのアピール性が明らかに弱いキャラの抱き枕をあえて作るという姿勢、チャレンジャブルで素敵だとは思うのですが。ただ、まあ、どこまで市場のニーズを掘り起こせるのだろうと素朴な疑問もあるわけでして……（苦笑）。

「う、ウケるに決まってるじゃないですか！　超絶美少女の私がおうちのベッドに降臨して、添い寝してくれる魅惑のアイテムですよ！」

　というわけで、関係者の注目を集める新商品が好評発売中です。興味がおありの方は是非、購入をご検討ください！

「では、いよいよドラマＣＤのお話をしましょう！」

　とらのあなさん専売の商品なのですが、大手ネット通販ショップでも虎の穴のストアより出品という形でとりあつかってもらえるそうです。

　脚本は僕、原作者が自ら書いております。

「しかも！　私、アーシャ役には丹たん下げ桜さくらさんをお迎えしておりますよーっ！」




　アーシャ　丹下桜さん

　春はる賀が晴はる臣おみ　斎さい賀がみつきさん

　織おり姫ひめ　斉さい藤とう佑ゆ圭かさん

　羽は純ずみ　矢作やはぎ紗さ友ゆ里りさん

　ルナ・フランソワ　新にい名な彩あや乃のさん

　火ひ之の迦か具ぐ土つち　広ひろ橋はし涼りようさん




　以上のみなさまに演じていただきました。

　店舗購入特典の小冊子には、キャスティングや収録についてのエピソードなどをコントというか対談形式でお伝えする例のアレも掲載されております。

「私と部長でお送りするいつものやつですね。あの人が登場しなかった理由もさりげなく書いてたりします。で、肝心のドラマ本編は……」

　だいぶゆるめの内容となっております。

　いつもの面子が温泉ならぬスーパー銭湯へ行く話なのです。

「温泉ほど特別感ないあたりがゆるいですよね」

　でも、聞きどころは満載ですよ。あの御方のスイートボイスによるときめきポエムとか、さぼりのグルメとかマッサージとか酒池肉林とか究極のメニューとか。

　興味がおありの方はこちらも是非お求めください。

　今回の七巻、クライマックスに向けてゆるさが減少傾向なので、セットでお楽しみいただくのもバランスが取れていいかもしれません。

「次の巻はついに雪ゆき風かぜの姫との決戦ですか」

　真ヒロイン枠の彼女に、戦闘だけでなくラブコメ方面でもいよいよ本気を出してもらう予定です。このまま最後まで走り抜けられたらと思いますので、よろしければ八巻にてまたお会いしましょう！
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